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。床暖房

i1t¥i/ )<を平Ij J'FJ したふく射熱て、 i H1: 力B ら士かが

よく古111蚕全体をあたためます。

@風呂・シャワー

フV オーノレの給湯機能は余絡の 16号。ぉiも;

はりも短かく、シャワーも年間を通して楽しめ

ます。さらに、風呂ヒーターで、追いだきも。

@ 冷暖房

惰 気 の汚れないjJAノド11友}J;: ならで

は の マイノレドな ￬ｾｕ Ａｰ，｜ 。 もちろん亙 ｉ ｊＮ

冷房もOK。

@ 浴室換気乾燥機

浴室が洗た〈物の乾燥室 に早変り。町l の 11

でも夜ても安心してi先たくできます。

@ 給湯

お台所はもちろん、 i先IIII [i}r などにもお湯

がたっぷ り。特に冬場にはうれし L 、l川えんです。

@ 温水サウナ

低 温 の 遠 赤 外 線 方 式。わずかなスペース ・

維持費て、ホームサウナを実現します。

PRIロR
資料請求お問い合わせは 干541 大阪市東区平野町5ー! 大阪ガス営損部エンクスフリオール係まで TEL.06-202-2221
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見学と懇親の旅

‘ 播州・備前路を訪ねて

[ 兵庫県立歴史博物館関西電力赤穂火力発電所特

鶴林寺・浄土寺・兵庫県フラワーセンター

初夏の ｊ 番 ｾＧｉ 、ｼ・備前路を訪ねて、久万振りに一泊二日の見学会を催

すことにいたします。

全行路貸切パスを利用し、姫路の歴史博物館 ・赤穂の火力発電所・

備前の関谷学校・加古川の鶴林寺 ・小野の浄土寺・加西のフラワー

センターなどをたずね、建築の今と普の多様な展開をみつめるとと

もに、参加者相互の懇親も深めてまいりたいと存じます。

宿舎は鹿島建設株式会社のご厚意により、同社の海の家、赤穂1御

崎突端にある研修センターを利用いたします。宿舎からみる瀬戸内

の海原と午後の曳航、また絡別の眺めだと恩われます。

参加ご希望の万は、パスの都合により定数に制限がありますので

至急お申し込み下さるようお願いいたします。

なお、今回の企画は関西電力株式会社のご厚意と鹿島建設株式会

社の多大のご協力をいただきました。

日 時 6 月19 日幽 . 20 日出 l 泊 2 日 . aii 雨不問

集合19 日 ・8 時45分一→解散20 日・ 18時半ごろ

( 全行程貸切パス 利用 )

集合場所 大阪中央郵便局前 ( J R大阪駅西口の横) 付近・目標会旗

定 員 35名( パス l 台)

参加会費 会 貝 10 ，000円 l パス代・宿泊資 ・昼 食 代 ( 2 凪)

会貝外 13 ，000円 J 拝観料・その他含む

(日IJ にflli Jl jJ いたします )

申 込 はがきまたは電話にて、住所 ・氏名 ・年齢 ・勤務先名と

f  

所属部課名 ・連絡屯話番号・参加証送付先・郵便番号 ・

会貝 ・会員外の種別及び催し名称 (1播州 ・備前路を訪ね

てJ) を本会事業謀までごi A 絡下さい。

申込締切日 6 月12 日倒。定只超過の場合は摘せんにて決

定の上、参加証をお送りいたします。

( 日本建築協会事業諜 干 悶 大阪市」北t 区侮削回 l 丁司目 Iト一 3ト- 2幻l刷∞

大阪駅前第 3 ビJルレ. Ｒ幻 ｬｾ 階皆 T  E  L  0ω6 348一0ω63幻3  

ｾＮ＠ 恒 ー

司 、 . . ・ -

⑤ J L  J ・，

ー_..... r  

主

J  

ｾ＠ 、
、

。今22

. ' t  

現戸内高

主なスケジュールと見学先

〈第 1 日目> 19 日・ 9: 00 大阪出発

・兵庫県立獲史博物館 ( 姫路" 1 ) 0  

・| 期丙屯力亦穂火力発屯所( 亦聴け1 ) e  

一一宿舎 : 鹿島建設赤穂研修センター ( 赤穂市御崎町)

〈第 2 日目 > 20 日 ・8: 30 宿舎出発

@  

加西市

市

、

・特別史跡 ・体i谷学校 ( 備前 市) ⑤ 

・館林寺 ( 加古川市 ) 9

・浄土寺 ( 小野市) ｾ＠

・兵庫県フラワーセンター Ｈ 加西市 Ｉ ｾ

同市

@  

T勝利景

-・-

f  九苛
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住築と社会〆1987年 5 月号 1  
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4 通常総会開催通知

lI {j 千1162年 j支第 1 1111通常総会をドぷのとおり| 刻催いたしますので、

イ ｩ Ｇｊ 小Ｚこｾ n  ｾ的 Ｇｉ F さいますようお膨1ｾ、 ＱＱＱ し ｌ げます

社卜'1法人 日本雄築協会

会 以 佐 野 正 一

ｲｩｾ＠

と き ! I {j 初62年 6 ハ24 fI ( 水) 午後 5 1"1' 30分 - 6 時

ところ 社同法人 日本建築協会

大阪 市北区悔回 l 寸. U  1 番 3 2100 

大阪駅前第 3 ビル21附

きたい (1) 名作正会主i推挙のf ' I :

(2) H?H1I 61年度' j'; . $#H
1

;. 佐びに決: l ' i >版作; j i ( 認のf ' 1:

(::l) II{H1162年度・J ' ;$"l i 1hIl l i . びに収本予算承認の1 ' 1 '

(.1) 創 立70周年記念 'J'; $ 並びに収立; チ: l ' i : ; 兵認の1' 1二

新 入 会 者 ご 章 特 定 お 願 い

本会 l立大正 6 年 3 月創立以来、建築法規の法制化に努めたほか、わが国

初の住宅待覧会の開催、四会連合工事請負契約約款の制定など、今日に至

るまで建築界をリードするとともに、一般社会との結びつきを深めてまい

りました。 また建築界の総合団体として常に建築関係各部門の連繋と調墜

に当たり 、相互の続陸、共存共栄 に意を i主ぎ、会誌 「建築と社会」の発行

や、朝食会、懇親会の実施、実務に直結した事業活動を行っております。

〈プロのノウハウ〉シリーズ

ｾ￭ 工務庖の税金対策 Ｍ ＱＰＰ ポイン卜」

( 建設税務研究会著) 頒布

ｾｾ＠ ｬｬｾＺ は、税理ＱＺとして ｬ 剥ｻ系企業から質問を受けた身近なギ例を ｲｬＧ

心にれテーマを桃成し、わかりやすい解答と税法上の解釈を Q & A

の形式でレ述べて処理のホイントを解説しています。

'J'; 伊IJ の選択は法人組織の工務r ，li を対象にしていますが、一般の企

業にも i虚Hl できる例も多く含まれています。したがって、控設業、

上木業、不動産取引業、あるいは主主築主にも、 ト分参考になる内容

となっています。

執"'1¥にあたっては 、より多くの知識や経験を結集するため、この

テーマにとくに関心をもっイ1: 阪の税理 J: 5 人( 代表 : 内必行雄、: r i

谷降一、伊勢汗一、田中外忠雄、古原敏夫) がく建設税務研究会〉

を結成し、毎月の研究会でテーマをしぼり、分担執筆し、推I主主を屯

ねました。

4  )  J  10 日発行の本件は、定1i11i 1800円ですが、本会 事務局でお求め

の場介は、 100 円得IJ 引で頒布しています。

ぞ竺竺

' 審也111会

2  姐車と祉会 198i 年 5 月り

<100ポイントf J ; : 京〉

. 法人のぷ、工

・ イ ｩｾ ｊｻ会ｴｉから株式会社に組織変ｬｬＡＮ

Ｎ 日 ｎｊｾ 1: ιj¥- の収益計 l二の11寺J 91

， ，段，; j 、民. l ' g料の収益，;1'1'. のi時JtJ I

. 長JtJ IL' j¥- の収t.ti，. 十1: の11初日i

- 延1l 、条 ('1+1の心負契約

， E:l !K¥怜可の長lif賃金の支払い

' 1.ぶ作i 0 df J 資産等の" 1 : UM益

， !iJ i主変I ! ! のための改装' l Ull

. イi 安除却l

， ｖｬｬ ＯￎＺ 生文化財の発 ｴｬｩｬＧｬｾｦｦｬ

・ソフトウェアの Ij 日発 'I 'ilTJ

， i生以' f t 'J と{ 止用人. l lt 移 役H

Ｎ 社 ｗｉｾ 川と行 ψｌ

， [.会tl に対する{ 占権政策

. イサJf，'II ，J:て

司会員の受賞

このたび下記会μ の }j 々がそれぞれ表彰を受けられましたので、

ここに諒してその栄誉をお慶び申し上げます。

言己

勲二等瑞宝章 積尾 J安打氏( 盟焔技術科学大学)

勲三等J t ! : l . 日中綬帝大森正男氏( 淀川:$.! 鋼所)

勲三等瑞宝章 木 下 正 手IJ氏( 清水建設)

勲J i 等双光地日常小西 山申氏( 小西設計)

黄綬袋章 原因孝太郎氏( 原因セメント化工)

11 三谷忠義氏( 三谷設計)

大阪府知事表彰 井上 r晃氏( 高松組)

本年は創立70周年を迎え、去る 3 月30 日に記念式典、祝賀会等を実施し

たほか、「昭和生まれ 関西の建築家50J の出版、「住まいの絵本」の編集・

出版、大正 ・昭和初期住宅作品の展示、特別見学、 〈プロのノウハウ〉シ

リーズのセットセールなどの企画を進めております。

つきましては、この機会に会員倍加運動を展開して会勢をはかることに

なりましたので、新入会者のご斡旋をお願い申し上げたく 、何卒特別のご

高配 をお願い申し上げます。事務局 への電話番号は06- 348- 0635です。

〈プロのノウハウ〉シリーズ

ｾｲ 工業化住宅・考これからのプレハブ

住宅J ( 松村秀一監修) 頒布

今後の住まいづくりの方向、フレハブ住宅の担うべき役割lについ

てじっくり考えていただくきっかけつ' くりをすることが、本占: 刊行

の大きな目的です。

プレハブ住宅関係者のみならず 、住まいづくりに携わる人々に、

広〈読んでいただきたい図占て- す。 4 月20 日発行の木、! ? は、定価は

1800円ですが、本会事務局では 100 円引きで頒布します。

本占は松村秀一氏( 東京大学建築学科講師) を監修役に、ハウジ

ング ・システム研究会のメンバー( 安達栄一 ・積水化学工業/ 石本

徳三郎 ・積水ハウス/ 大室裕 ・大成建設/ 加藤善也・ミサワホーム

/ 北谷仁 ・積水ハウス/ 小林昭夫 ・ナショナル住宅産業/ 白木哲次

. 大和ハウス工業/ 滝沢iffIh - 大和ハウス工業/ 津村港作 ・ナショ

ナル住宅産業/ 中村孝 ・ミサワホーム/ 西和彦・大成建設/ 僑本| 任

・純水化学工業) でまとめられたものです。

目次〉

l  工業化住宅とは何か

2  住まいづくりと工業化住宅

・て業化住宅としての職人明住定

・近代の工業化tt 宅、その起i国i

・現代の工業化住宅、その変巡

3. 工業化住宅を支える組織

- 組織としての工業化住宅

，' %; 務プロセスと支T1ツー J レ

4  ム業化住宅を支える締法

- 工業化住宅の部品分割

・商品展開と宮11，日，.11村町成

5  こh からの工業化住宅

Ｍ 設 ｾ ｉ の商品化の時代

・工業化住宅と地域対応

" 丘IL - メディアとしての工業化住宅

. 日本の住まいづくりと工業ー化住宅

松 村 秀 一 監 修

句E
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IIr{ 平1162年度 ・i:l} 331111

入温賞牌 寓牌のl皿曜は. サモトラヶで茸比きれた

ケ町慌をそチ ヲとしたものです.

工高生デザインコンクール募集規定

設 計 課 題

学校に隣接して建つ同窓会館

線 題 の 主 旨

本ぷ氾 ｈ 止、卒業生と，、円安との般点となリうるものである。 ＧＷＺｾｾ や遊び、

クラブ活動や教師とのふれあいから '1: まれるたて・織のコミュニケーシ

ヨンや、 f幸村11r  Ｇｉｾ などを ｪ 瓜しての乍校生前の体験は、社会人として、さ

まざまなＧｉＺ￬吊の ＱＧＮ で必ず Ｑｾ に ｜ｌ つものである それらの中で、うれしい

につけ、辺、しいにつけtlln: R や報; ーなどに気軽に江ち寄ることのできる場

があってもよいであろうロ

また、住民の II ifi 活動や符慌のカノレチャー教主などが行えるような、

施，iit- ぷ備の幣っている場があってもよいであろう。

このように字業'1: と' 下校との交流の IJ) j として、また地域住民のふれあ

いの坊として、さらにさまざまな出会いの坊としての ili' 新な rlril 窓会航」

の従来を j制侍する。

段 骨十 条 件

l  敷 地 : 800m' 程度を氾! 志する図

2  規 模: 延べ lui .f IおOOm' 程度。千家または 2附雄、桃泣はi ' l 11iと

する。

3 所 要 室 ( 主 名 ) (I( !I fl'1) 

4  . 屋

会 ， 接 室 大 ＸＰｭｴￆ ＮＮｉ ｾｊ ｊＮｴ ｯ＠

10m' 純度。

利 室 20m' 純度。

Ｇｉｾ＠ f昔' i ' i 15m' 科 lit 。

l長 示 宅 10m' f'E1Jt 。

資料' i ' i 10m' 限度。

ｩｾｪ＠ i部 室 10m' 純度。

使 Ji，庁 リ; 久一件 15m' 程度。

合 同t 通 f l.。

機 械 室 通 fL。

※ " 実ぷコーナー ・ギャラリー ・喫茶コーナ一、その他

必要と忠われるス ペースを 加える 。

外Ｚ馬主 ｉｬｩＮ Ｎｴ ｾｪ をＨ 2  fi ｦＧｾＧ ＡｴＩ＠ Il 生け、その他f t I ( よ; J <，1I 1，
Ti
lなどを1 i

つ。

審 査 員 (50斤順)

委 員 長 太 IH 降伝Ｈ附坂合主 ￟ 築研究所取締役大阪・ ｉｾ 務所長

委 員 nH ff i下 i 紛安井主s築設，11' Ｇｉｾ 務所 ａｊ 十郎統ｦＮｬ ｩ i=.f壬

京 うを光大阪大' 手r : 乍剤i環 境 [ "f : 科教授

:f t¥ i下 Ｚｦ ｴ｜・［干ｾ築研究所 ￬ＺＧＮＧ 事

大 泉 liJ f  Ｈ掬 日建設計大ｼ坂本社設 ｉｾｉｾ "I:1"y  

大 阿 見 附H川11，没JI- ，改，lI'¥f.i.PR剖I tlfで

狩野忠ｬｅ Ｏ 鮒竹中ＱＺ統的大ｼ坂本Ａ万ぷ ｾｨＧｦｦｬ 訓告 ｦｕＢ

川 道 麟 太 郎 l則州大γ' 1 : " ; : : 部主主築学科助教佼

所 要 図 面

l  配 置 図 給 ・ 尺 1 :  500 ( 既存の' 下校敷地の利l を合め、予校との

f:r. i; t ( 関係をあらわす。 liiilm道 路 ・耳E' IU品. hl[ 持ヲrJ. えぴ

) i f立を記入する) 。

2. 平 面 図 : 縮 尺 1 :  100 Ｈ建物 ＱＧＧＧＱＱＱｾ の状況を示すＩ。

3. 立 面 図 : 縮 尺 1 :  100 ( 21刷。

4. 断 面 図 : 縮 尺 1 :  100 ( 11m以上) 。

5. 透 視 図 : 外 鋭 . j ' f色11: 1二11'

6. 設 計 説 明 ' 設 計 i: 行および建築概要件芯)i l . 附数・ l商品Tぷぷなど)

を簡明に，記入する。

7  そ の 他 千 l世il 宜l、断l而1)(1には主要 .)'i 去を s記入する。

締 切 期 日

1I (1.f1l 62{1'.9 川191 1(臼付の iJ'j 印のあるも のをもって締切る。

入選作 品 の数 およ び賞

|  人選 ＱＰｾ に賞状および Ｑ Ｇｴ牌を則る。

2. 入巡集のうち、 とくに優秀なものに以後秀賞を u判る。

3.  J.必fH' i" iHl に参加1' t を附る。

入 選 者 発 表

Ｇが Ｑ 舎での結果は、 ｦ キ＿校、肱ぴに本人に通知 ｬ するほか ｲｾ 築と社会 ｊ .;ι 

121) ¥}に 1e&・し、人選作品は幣 1 1J りに11; ¥峨する。

応 募 心 得

1  .  I)(II( !Iは II 色製附 IIJ 紙 A I 判) (591 !!fmX 8 4 1 %- t 少の. J ' i . よ不足は nf)

l 枚とし、透後l文lのほかは必ず ! 日色宮丹市11: 卜. げとすること。 7 リン

トやインキング仕上げは必めない。

な・お、透視似lは彩色川紙に摘さ、製1)(111) 紙にのりづけしてもよ L 、。

2.  1)(llflI には氏名、暗号などいかなる利対lの 11 r. 11 をもつけてはいけなし 」

ただし、氏名 ・学年 . '''1: 校% およびii ，庁イL 地を，iU人した紙片を封筒に

入れiキi Hし、 1)(11耐の災凶iにJI 市リつけること。( 共! 日l作品の応 92折れは

( ' ; : &/ 1 ーに) L 印をつけること)。

3.  Ｉ，｣ＮＧｾｾ案はや校を通じて ＱＧ ｍｲｰ ， すること。

4  .  Ｉ，芯ｾｾ案は希望ＯＱーには返送する。ｩｉｬしＮ人選案は ｦ Ｍ￴他行にて ｩ 栄作する。

5. 人i . ! 芸家の版権は本会に泌する 。

送 付 先

郵 便 番号 530 大阪市北区梅田1丁目1番3・2100 :大阪駅前第3ピル21階

社団法人 日本建築協会 第33回 エ高生 デザインコ ンクール係

T  E  L .  06- 348- 0633 

ぬ 姶 長 j並I ' ，' ; ' / j ( 建ぷ鮒大阪支Jん没，H剖;f.宗I党|井He" 立礼深長

前 村 }J  神戸大学 ｬ 了戸剖 ［ｦ 肩上克， ［ＱＱ 百 ｩＢｻＺ 干ＧｦＮ ｾｍｩ

II i事 "，'1 ｴ 専 Ｏ 絢あめりか Ｑｾｉ ｊｴ ｬｮ 剤 ｬ ふ ｮ 係長

新 川 降 Ｏ 大阪 ｩ 芸術大 ，・ ［ＺＺｾＪｪγＺ 剖 ｩ 挫築Ｎ，［ＺＺ教室教 ｊ 霊

童ｼ崎権威杖建築Ｂ生，￬ｊ・ ｉｾ 務所所長

谷 t  ， ｩ Ｉ Ｏ 鮒 大林組本 Ｉｧｾ 築設， ￬ｬ 第 Ｚ剤ＱＮ没，ｬｉＧ Ｂｈ 長

111 附 IE 史/ 京自11大学じ宇部建築ρ何千j ] ) J T-.

ニのコ〆 7 ールl主. [ t 高草学校lt 築外生徒何故Jttt 能的1"I l ' . 穏励のた内、日日制30年より毎年テー7 を変えて州市しています
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樟蔭女子短期大学関連広告

4  

偉蔭女子短期大学

屋根工事久保田カラーベストコ口二戸ル

失保田鍛工株式会誼

住宅機材事業本部
任施工株式会社極津興業

本 社/ 大阪市浪速区敷津東1丁目2-47 干556

空間のアメニティを生みだす

A BC雲の照明・音響建材

- オープンセル天井システム一一マグナグリッド

天井に要求される多くの機能を

最も単純なシステムに集約したフリーアクセスな天井材

- ルミナス天井システム一一照明用ルーパ一

天井に明るさ感や輝き感を演出する光天井システム

- ノングレア天井システム一一一フォーカル

光を正確に配光制御し、ノンプレアな光環境をつくり出す

パラボリック銭面ルーノ可ー

- エキサイデインクP天井システム一一リーフライト

リーフの形状素材、色そして光源を自由に組み合せることにより

無限にデザインを拡げられるリーフライトルーパー

- 吸音壁パネルーーアコソフト

高密度グラスウーlレボード壁・天井材

本 社/ 大阪市平野区長吉6反2丁目4番9号 〒547

TEL06( 708) 5611附 FAX.06( 708) 9100

東京支庖; : 東京都千代田区外神田6丁目7番2号 〒101

TEL. 03 (836)2161間 FAX.03(836)2165 

汚れにくい多彩模様吹付材

ＺｊＱＮＮ，ｾｾＺｊＮトー二 ｊ
変性スチレン樹脂系エマルション型

認定防火材( 基材同等第0004号)

汚れにくく学校、病院、

オフィスの壁に最適グ

- すぐれたクリーニング性。

・施工が簡単で昔、

・すぐれた耐薬品性。

・汚れがつきにくい。

・防力ピ性、抗バクテリア性にすぐれていま志

(株) ABI : 雲 大 阪 町 〒 一

• 



表紙デザイン ・吉田 陀ー

Olt 知l建築事務所)

伏見の造り酒屋 辿リい っl

いにl . l l っているHl l ll のlよい ヱ

怯に、i l " i ，進や i': r，IJII とつづ く 'J

丈ムのある 1MのtPI成が、深い

奥行きを! 感じさせる掴J . l Eみと

なっている . 輸入町の歴史と

そ町営みがそうさせる のかむ

知れません Ｎ こ の ｾ側が、涼

川の川 1111に映える痢 J註の 1' 1' 、

M恨の述なりと、柳並木のあ

る. お盟11染み の光1;( て'す

. 特 集 予 告

7 月号/ 駅

8 月号/ 行政建築家の可能性 ( 仮祢)

9 月号/ ホテルと 設備( ( - 定)

/ ホテル物館 ( 子定)

全 長 佐野正一

副会長 足 立 平 市 川 正

怯Ht lt 二 ・薬袋公 1111

糧 集 委 員 書 ( 昭和62年度)

ｾ＠

集 理 事

J t  t 拠

金 J t 弘次

世: j ; 潔

小!:， !陸

両 木 管

竹 中 純 一

武 IH I，S一

日谷間i 朔郎

松 村 度三

波 辺 e.  

集委員畏

長谷部柑IP.i 1

Ｈ ｻｾ＠ 1-.111 l:i tll 

編集委員

(特集小聾圃主)

・3十附分科会

川 liij 勉

illf 唱i 禿，iI

，トi，li 久 子

合佐 野 別ー

h11* {j在

芝吹千1 I {1

鈴 木 必S

IIHH r，向

* 111'1'  ，庄人

尚111 0， f  

合 '1'1日iJ l!'i 

ｾｴｬ ，嘩誠

h 村i AHi

・構 造 分 科 会

相 反 - 111 

r:":j! iJ .f IJ ｾ 長

谷 "11勲

:1'.11 節夫

外 削 除

I"IJI 久長

官 111 光 l吐

圃 J: fl柘分科会

安 倍 加

石 川 口 治

折n '1' 1程

遠 藤 jl!l 

uut- 宏修

河i I ! 険之

*111'1' 怖

X'J I"庁 Hr

. l Hlf l1叶H企

k'" f lf. iC 

内 山 修 之

J ド11 i里

山 ド 仁 "

削 11川 敏t査

欄 JI ' I正) <

・法令分科会

笠 JI' Mニ

'1' ，(:';;， ｾＺ ｐＮ ｉ ｉ＠

ｉｾｉｈ 沖 Ｒ

1軒H'. 初延

{作品作且小書画会}

成 川 米 見

逃 雌 公 介

。加雌 )J 

北 海 路

小林 d 純

O 仙瀬 1111揖

)(11  1'1')< 

'1' 山 崎

H  Y.'; ニ

ホ 川 向摩

町崎ひ ろ，0

ＨＡ ｾ摘醐 小 墨画書 Ｉ

iJm 町占

伊藤川e J l

北 村 捺-

4品川 I'i 

O両 川 光Ilt

Jj ! 1I Ｂｬｬｩ ｬ ｾ＠

相知l 裕

0 増洲 J リ'1

，l 行 1・，弘

a守 本 官 却

(広告企画小委員全)

H!1. i刻 {畳リ1

' Q : 秀 1111

ｾｴ 十 ｉ 澗

鴫 111 明

ド十t ，日

中 JI 且

q' Jlh取材;PJI

fJ ;WI 常介

広川 利正

0 雌 III 平 "

111 ド 修μl

0 ;度辺 志

O 副書 J lI主 。届'1香川Jl 代行

* 韓併 合 幹'1' 代行
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刑

制
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発

発

発

印

定

会告 l  務州 . ｦｾｉｉｉￌￎｪｾ 各を訪ねてー兵庫以立 ｬ 歴史博物館、関西必力，ｊｉ［Ｎｉ，ＧｾＡ火力発泡所、特別史跡 ・ 関谷学校 ・ 鶴

林寺 ・浄土寺 、兵l阜県 フラワーセンター . Il.!I ') 古総会開催通知 会wの受1'¥. 新入会者ご斡旋お願い

くプロのノウハウ 〉ンリーズ 「工務腐の税金対策」と 「工業化住宅 ・考J ｾｩ 布 Ｎ第 ＳＳ 図工高生デザ

インコンクー J レ募集規定 l  

柿 蔭 女 子 短 期 大 学 一 一 一 一 一 一 設 計 ー 大 建設 計 地 工 大林 組 中 和 開 発 共 同 企 業 体 - 6  

EI  MOBI LETTI  ( アレ y サ ン ド ロ メ ン デ ィ ニ+ 岡山1'11
也 ) 10  

段近竣工した新建築 9 点 ( No2026- 2034 )  12  

ゆるやかな時の流れの 中でー符際女子短期大学を訪ねてー/ 荒川朱美 13  

美し い居住成涜への手 l:j I  Ｚ ｾＡ ｾ Ｚー 「 歩卒共存道路の計四 ・ 手法 ｪ ( 天野光三 ・藤1ft 忠司 古谷通# ・山

5  
通巻
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作 品 作 風

G al l ery 

スケ ッチ ブ ック

作品作風探訪

書評

私が読んだ本

新建材紹介 コーナー

GBRCニュース

建築の眼

小 特集

作 品

本 文

集

川

口

付

什

け

り

特

I

I

l

l

t

-

機造の頁 147

設備の頁

施工材料の頁 149

若い会員の集いレポート

月報

l  円f or mat i on

l  

特 集 . 保 管 ・ 貯 蔵 施 設

SPECJ AL FEATUR広S ON STOREHOUSE 

中英生制 J時一) / 三輪泰司

私 の読普通歴/ 吉村篤ー

セラミ y ク系人iE木村「エースライト j / 尾松一夫

昭和62年度事業計画

者 ｛Ｑ 市型公営住宅の建設ｾｾ準 Ｏ 巽和夫 Ｑ 映像文化の普及 Ｏ 古林敏郎 Ｎ

2E白/ 谷淳之介コンテキスト の始まり / 美濃有目白

大 阪 府 立 体 育 会 館

d
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F

D
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-

20 

大 阪 府 立 体 育 会 館
2 1  

設 計 大阪府建築百 [1営料室 ・日建設計

Ｑｾ 主 攻 。 大阪Ａ日 ・ 大阪府縫設民主｛Ａ協会 ・ 日 ，土 佐設計

地 工 大林組・ 戸 悶雄設 ・i!1li 也組 ・村本; 建設

建 築 計 画/ 大 泉 研二 - 二 本 柳 j法生

構 造 計 画/ 山 口 強

空 調 設 備 計 画/ 大 高 一 博

電 気 設 備 計 画/ 藤 岡 茂

施 工/ 岩 井 正 次 ・藤 井 孝 安

保管・貯蔵施設

物 流 倉 庫
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矢 野 禎 一 一 50

三橋 奨- 54

末 兼 正 純 一- 58

坂 本 勉 61 

冷 蔵 倉 庫

サ イ ロ 一 石 炭 サ イ ロ を 中 心 に ー

駐 車 場 自 走 式 積 層 駐 車 場 、 機 械 式l駐 車 場 一

貸 金 庫 設 備

タ ン ク と 石 油 備 蓄 基 地

高 見 宗 次- 6 5

来 海 寿 巳/ 小 坂正明一- 69

氷のドーム / 粉川牧

( 休雌)

ねじ連続打込機 PAKOT工 法一 / 小山昇

72 

73 

‘ ポリフォニーへの軌跡" 建築家束孝光 ・都市住居の空間論を諮る / 奥俊信一一一一一 74

日本建築協会月聞の動き ( 昭和62年 3 月分 ) 7 5  

瀬戸大僑架僑記念 ・織のイメージ国際設計競技「未来の怖のイメージ j . 愛知県新文化会館 (仮林 )

設計競技の応募作品展の開催 rわたしの駅前」コン 7 ーノレ作品募集. 旧事[1戸商議所ビル保存・再生

を願 って 、アイデア提案を ! ｾ＠

5  



樟 蔭 女 子 短 期 大 学

設 計 大 建 設 計

施工 大林組・中和開発共同企業体

電 気 中央電気 工 業 給 排 水 衛 生 ・空調 三 晃 空 調

正I面7 7。ローチより

金剛山地と生W'J 山地の谷川から奈良金地へ少し入

っ た美しいれ然と歴史の ＱＲ かなところに ｉ ｾ ｦ ｬ 学され

た女チ知!UJ 大学です。

談義ｾに挟まれた ｬ 次抜けのギャラリーストリ ト 灰 Ｑ Ｇ ｛ 、紫を配する ｾ ｊ Ｚ ， て｜持ち込まれる多くの 色 と

傘を並べたような消鐙、山雅弘・ホールのふくらみ も色相調布] が生まれ、女性の優美さと :培やかさが

ガラスで見透されたラウンジのおしゃべリスペース 助長される Ｇｊｾ を ｊ ｾ ｈ 寺しています 。

国定公図 内でのHil J約がこの学園を特長づけていま

す。日さの ililWJ は 2 階建 ( 1 古113 階建) という身

桧の木レンガがリｾｾきつめられた匂いのある広場 4  ) - j の入学式で初めて多くの色が持ち込まれまし

ミニコンサートホールの 円形附段
fこ。叩! るく澄んだ色ほど美しく 、格やいだ芥| 羽気

近なスケールで外部 内部に親近感と変化のある タ必れ ｬ 時カフェテラスでの非日 ｾｬ ［ ｾ Ｇ のひととき づくりに役立つ事を自で確かめ 、少しほ っとして

空間を形成し、傾斜反桜と周辺に調和する色彩の 等のコミュニケーションスペースでの、教綬と学 いるところです。

要望は占部条良の風景になじむ建物をつくり出し 生 、学生と学生、教授ともの 、学生ともの と ( 後 藤 攻/ 大池設計 )

ています。 の対話 ー の中に生涯教育のｾーが ｩｦｅ んでいるかもしれ

・生活の坊としての学| 羽 ません。
所 在 地 奈良県北葛城郡香芝町関屋958

教育を7 J 1j の角度からみると、教育の場を生活の場 ・色彩について
敷地面積 46，992. 49 m

'  

と々える・ ｊ ｾ が ｕｾ ク Ａ とます 。 学図の中で長い ｈ 寺ｼ首 ｬ を ｪ 品 学生の夜、ｊＱＱｩ通学によ っ て持ち込まれる 非 Ｇ ，Ｚ ｩ ｾＧ に多く
建築面積 5，335. 43 m

'  

こす教授 、学生にと って、研究室 、講義室 、実例 の色がいかに美しく 、優しく、権やかに 兄えるか

室の集合だけが教T i の場ではなく 、非常に多くの が色彩計画の主題です。 白と淡いクリームの 2 色

延床面積 8，502. 11 m'  

構造規模 R C、2F (一部3F )

工 期 昭 和6 1年 4 月一昭 和62年 2 月

人々が集まる 'J ¥. によ って繰り広げられる生活の 中 のモザイクタイルの外壁と. 1 [ ，色の/n色スレートの
最 寄 駅 近鉄大阪線 開屋駅

に、教育のもう一つのねらいが隠されていると考 屋似は、光と彩によ って色々な表的をみせてくれ

えています。 ます。モノ トーンに近い全体の中に赤、背紋、賞 、 撮 影 納 崎雄 二

;(i は講義主械 2 附ホーノレ

.  





南西より遠望

九

ヴ

配置図 1  :6. ∞D  

ｾ 而 ディテール

外 部 仕 上 屋 権 者 色スレート訴

外 壁 磁 器 モ ザ イ ク タ イ ル501'町

長I l 共慾アルミ焼付塗装

扉 スチー J レ焼付塗装

ol I 気設備 受変; 1I 屋体l 型キ ューピク J レ三品1 3 線6，600

変庄総 Ilt棉 150kV A 、 100kV A 2 古

三相300kV A

非常! 1m危機 60kV A  

自動火災報知l

給 ｊ ｊ ｉ 水 術 生設ｻｾￍｩ 給水 市水hll EE給 水 ポ ン プ 方 式 受水階刊 m'

消火 屋内 il 'f水桧 il'f防J l l 水榊

冷暖房; 攻防 冷熱槻ガス焚' & 収式冷温水発生機 100R T 2 台

方式 7 アンコイノレユニ y ト方式

;l B  ｩ ｾｾ ｾ＠

1階平面図 1  :  1. 500 

円形ｾＮｔ段のミニコンサートホールより



本レ ンガが敷き つめられた広場

ラウンジ 食堂西側のテラス



SEI  MOBI LETTI  

Al essandro Mendi ni  and Si nya Ok ay ama 
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アレッサンドロ メンデf イ一 二

1931年. ミラノに生まれる ミラノ工科大学

建築学部卒. 建築家. ミラノ在住， 1970年ま

でニッソーリ建築事務所に所属し. 1970年か

ら75年にかけて、力ラベラ誌縞払長‘ 1977年

よりモード誌編集長. 1980年から 85年までド

ムス誌編集長を歴任. プロジェクトの分野で

は‘ 1978年から今日まで、主として. スタジ

オ ・アJ レキミアと共に思想的表現，舌動、展覧

会を行なってきた ネオモダンデザインの提

唱者でも有名である

岡 山 伸 也

1941年生れ! デザイナ 大阪在住。 1984年

にニューヨークのギャラリー91 東京のハ J レ

クギャラリー. そしてトロントでの Pト心ENI X展.

1985迂には、ミラノにあるアJレキミア美術館、

アトランタのギャラリ 291. 1986年にフロリダ

のモリカミ美術館で作品を発表するなど. 家

具デザイン及びインテリアデザインの分野で

国際的に活躍している .

企画編! k 作品作風小委員会 水川尚彦

ｉｾ＠ 影 T. Na 回日&Pa片 岡 市



- 写点と概要をどしどしお送り下さい 。

1U9
1J :  a  所布地 b .  Ｑｪｾｊ 也 ｉ 耐 ｬＡ C . 建 築 l耐II d . 延 床 rlufl' l 榊巡F. I l J 良 工 ＱｾＱ g  披苦手駅

2026 青 野 ダ ム 管 理 所

設 計 兵 庫 県 都市住宅部営繕課

施 工 日興 建 設

a  lもhll県三 凶市1JII I又

b . 2，010m'  

C .  233111'  

d .  404rn'  

e  R C、2F

f  昭和61年 1 月 - I I I HIJ 61年 8J J

g .  ] R稲如l山総広野島f(

2029 い な み 野 学 園 大 講 堂

設 計 : 兵 庫 県 都市住宅部営繕課

施 工 松 本工務 庖

a 加l古川市平岡町新在家風呂/ 下902

b .  45，536 .00111'  

C .  893 .12111'  

d .  662 .48m'  

e . 木造 、I F

r . 昭和61年 4 月~昭和61年 9 月

g .  J R束加 古 川釈

2032 岐阜県社会保険診療報酬支払基金

設 計 。 丹 羽 英 二 建 築 事 務 所

12 

施 工 。大 日本 土 木

a  岐 阜 市 五 坪 1450- 53

b .  2，644 .90111'  

C .  713 .95m'  

d .  3，554. 57111'  

e .  SR C、 6F

r . 昭和60年 II 月 ~昭和61年 9 月

g . 名 鉄各務原線 悶事jl 駅

2027 富 山 県 高 岡 文 化 ホ ー ル

設 計 富 山 県 建 築 設 計 監 理 協 同 組 合

施 工 佐 藤 工 業 ・塩 谷 建 設 ・高 栄 建 設..J V

a . 日山県高岡市中 川凶/1汀13- 1

b .  18，360111'  

c .  4，515111'  

d .  7， 999m'  

e .  S RC、81 、3F

[  昭和59年 10月~昭和61年 6 月

g .  ] Ri)<見紋 越中中川 駅

2030 富山県工業技術センター

設 計 . 日本設計事務所

施 工 。川図 工業ほか13社

a  ｾ岡市 二 上 町 Ｑ ＵＰ

b .  54 ， OOOrn'  

c .  8，181111'  

d .  11 ，156111'  

e .  R C、3F

r . 昭和59年 3 月~昭和61年 6 月

g .  ] R日間. ' I J (

2033 広 島 市 佐 伯 消 防 署

設 計 広島市都市聖宙局珪芸部宮量子課.KA.MI 建築設計事務踊

施 工 ・青木・t 1J建建設. . J V

a . 広島市佐伯区五日市 中央 7 - 25ー18

b .  3 ，169 .595rn'  

c  .  749 ，716111'  

d .  1，892 .778111'  

e .  RC、一吉IISRC、4F

r .  1昭和60年 12月~昭和 61年 9 月

g .  ] R山| 湯本線五日市駅

園田開

2028 香川県身体障害者総合1) ハピリテーションセンター療育部門

設 計 香川県土木部建築課

施 工 ・浅沼 ・谷口建設. . J V

a  行川以日松Tli EO村/1町1114

b .  39. 034 .26111'  

C .  3，888.77111'  

d .  4 ，492 .54 m'  

e .  R C、- Il IIS、2F

r .  11百平[160年 12月~昭和61年 11 月

2031 鹿 児 島 市 斤 舎 東 別 館

設 計 日本 設 計 ・下舞建築設計. . J V

施 工 大 林 ・小牧 ・渡辺建設. . J V

a 鹿児山市 山下 町 10- 30

b.  7，158 .247111'  

c  .  977 .706111'  

d .  1l . 102 .838m'  

e .  S RC、 8 1 、12F

r . 昭和59年 10月~昭和61年 8 月

g .  ] R鹿 児仏本線西鹿児島駅

2034 富 士 通 ゼ ネ ラ ル 研 究 所

設 計 。 日本設計事務所

施 工 安 藤建 設

a . 神 奈川県川崎rli i . ' ) j は区米長 1116

b .  60，322 .4m'  

C .  2，966.2m'  

d .  20，641. 8111'  

e .  S RC、 BI 、 6F

r  11自利 60年 12月ー昭和61年 9 月

g .  ] R南部総械の口駅



作品作風探訪・樟蔭女子短期 大学 を訪ねて

ゆるやかな時の流れの中で

荒 川 朱 美

4 月とはいえ、日差しはすでに初夏を思わせるある日、奈良県北

葛城郡香芝町関屋の地に新設された柿際女子短期大学を訪れた 。こ

の短期大学は、東大阪市にある 4 年制の大阪柿際女子大学と同系列

の大学であり、学生数は 1 学年 300 名余り、日本文化史科、日本文

学科、および英米語科の 3 科により構成されている 。

にじようざん

南に二上山をのぞむこの地は、金剛生駒固定公園のほぼ中央に位

置する 。 日本の古代文化の揺監の地であるとともに、大和盆地と河

内平野、すなわち飛鳥と難波を結ぶ交通の要街地点で、もあった 。付ー

近には中将姫の伝説で有名な当麻寺がある 。

*  *  *  

近鉄大阪線|封屋駅の南側に設けられた校門から、なだらかな登り

のスロープが統〈 。沿道には、毎春、期待に )1旬をふくらませて入学

する新入生のために、桜の若木が楠えられている 。スロープに続〈

屈曲 した階段を 、校門からおよそ 30mの高さまで昇ると、突然南側

ｾＧＮｴ ｲｬ や

に視野が聞け 、そこにめざす学舎の全長を見下ろすことができた。

土曜日の午前、講義時間中のことであ ったためか、キャンパスには

学生の姿は見えず、学舎は新緑の金剛 山系に包まれるように、静か

で落ち着いたたたずまいを見せていた。

学生ホール、食堂、図書館等を含む十字型の講義室棟と、事務局、

研究室等を含む事務棟および体育館は、いずれも 2 階建( 一部中 2

I! 皆) で、それぞれに大きな勾配屋根がかかり、全体の色調とともに 、

周囲の 山並みに美しく調和 している 。 r固定公園 内の建築なので、

高きや屋根型、 色彩などに規借りがあ りましたが、結果的には良かっ

たと思、います。」 という設計者の言葉どうり 、種々の法的規制 を逆

手に取って 、 というよ りはむしろ、きわめて自然に受け入れること

によ って、通常の学校建築が本来的に備えている権威主義的威圧感

というものを持たない、まさに学舎と呼ぶにふさわしいすがすがし

い建物が生まれたのであろう 。

事務棟と講義室棟に挟まれた広場に入る 。遠望では単色のグレー

に見えた壁面は、近くで見ると濃淡 2 色のタイルによ って貼り分け

られており、光の具合によって表情を変える 。平面図を見ればわか

るように、東側の事務棟は西側の講義室棟に対して、南に 7. 5 度ほ

ど聞いた形で建てられている 。それがこの広場に実際以上の広がり

をもたらしている 。

いつのまにか講義が終わったらしい 。 キャンパスのあちらこちら

から楽しげな笑い声が聞 こえてきた 。学生達の流れに逆ら いながら 、

2 階のホールへと向かう 。それま Ｇｾ＠

での静かで落ち着いた雰囲気はー

転して、若々しく華やいだ印象に

変わ った。 まるで四方に枝を伸ば

した大樹のように大屋根を支える

柱は、この学園の象徴でもあるの

だろう 。 多数のト ップライト、吹

き抜け、そして周囲の緑景を切り

抜いて額に入れたかのように設けられた開口 … 。通常の中廊下型

の平面構成にありがちな陰 7 つな感じはみじんも見られない。図書

館は決して大きなスペースではないが、広場に円形に張り出すこと

によ って 、空間的余裕を生み出している 。事務棟の理事長室等でも

同様なのであるが、窓の高さを下げることにより視線を区切 って い

る。 これはい 7 までもなく、椅子に座 ってみると 非常に居心地のよ

いものである 。隠やかな外観とは対照的に、内部には鮮やかな色彩

が溢れている 。朱、育、緑、賞、紫 .. 。設計者によれば、女子大

学らしいかわいらしさを出したかったことと、サイン計画の中でひ

とつの要紫と して考えたと いうことであ った。

昼食の時! 日] にな った。食堂はすて‘ に満席である 。食券を手に! 順番

待ちをしている学生逮を横目に、お弁当の包みを j砕く姿をあちこち

で見かけた 。建物の内部はもちろんのこと、外部においても街角公

園的なベンチスペースが点々と設けられており 、そうした仕掛けが

有効に活用されているようである 。そんな彼女達に声をかけ、この

学園の印象を尋ねてみた。「新しくて気持ちいい。 J r紫色もいいし、

なんか高原のホテルみたい。J r駅からの階段がしんどいわァ 。J rで

も都会 っぽい建物やし楽しいわ。j 等々 。言葉は様々だけれども、こ

の盟かな歴史と美しい自然による周辺の最観と、都市的なデザイン

と仕掛けの施された さを聞を、充分に満喫しているようであ った。

*  *  *  

奈良では、 |時はゆるやかに過ぎる 。 このおおらかな風景と H寺の流

れは 、青春のひととき、深< j'J i " トかに物思うにふさわしい 。 この学舎

が真に学舎であるかどうか、その結論はまだ出ない 。中庭A;23ず大

きく校をは 1) 、駅から続くスロープが桜のトンネルとなる頃、この

学園を卒業した数多くの女性達が、社会で、そして家庭で、どのよ

うな日々を過ごしているのだろうか、それが全てを語ってくれるに

ちがいない。

( あらかわ あけみ/ 京 r. r! 芸 術短期大学 )

一 一作品は巻頭 カラー頁に掲載一一一
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美しい居住環境への手引書

よその国の人に「うさぎ小屋だ」と 言われ

て、 「やはりそうか」と認めざるを得ない住

宅事情である 。我が国の「近代」とは、 一体

何であったのか。

人間本来のありょうから言えば、まず生活

の本拠があって、次にそれを支える生産の場

所があ って、ややゆとりができると遊びの場

所をつくる 。つま り住居とか居住環境が第一

義的空間であったはずである 。

人聞の意識は不思議なもので、先進列強に

追いつくためにしゃにむにつっぱしった一世

紀の聞に、* 来あたりまえであ ったものが 、

全〈逆に 最も貧困なものになってしま ってい

て、おかしいと も感じなくなっていたのだろ

うか。

道の表情が変わると人の心も変わる

それでも、公的な道路 ・街路は、生産手段

でもあ ったし 、公共の安全を旨として、まだ

ましな基準でできていた 。が、つい先頃まで

の都市化の波の中で、民聞の住宅地開発では

道路 ・広場などの空間はできる |浪りきりつめ

宅地率を上げるために努力していた 。

ところが 、最近の不動産関係の新聞では、

“ 美しい町並みのメリ y トは、資産価値とし

て評価 されることも " などと うたっている 。

これを「価値観の変化」と い うのだろうか。

道路とは、車を走らせるところ、そして一

笑は車は止まっている時聞の方が長いのだが

一 車を止めるところであった 。 多分、まだお

おかたの意識はそうだろう 。

だから、 「歩車共存」の道路の提案は、今

目的な意義をも っている 。

一昔前、率つまり自動車が、まだ市民権を

もっていなかった時代、或いは車と 言 えば、

荷車ていどであ ったH寺代は、硲かに 「歩率J

はおりあいをつけて共存していた 。

いま、自動車がこれだけ普及し、その便利

さも否定できない時代では、一昔前のような

わけにはゆかない。原理は「共存」でも、お

りあいのしかたのために、新しい 「しくみJ

と「しかけ」、すなわち新しいハードとソフ

トが要る 。

そして、美しい町並みが評価されるよ うに

GNP の成長につりあ って 、道路が居住環境

に表情を与える、リ ッチな空間ともなれば、

人びとの生活意識を変える、確実な要因にな

民家のデザイン

川島宙次著

手間を惜しまずにはいられ

ない職人魂。元来無装飾と恩

14 挫築と社会 / 1987年 5 月号

書 評

るだろう 。

市民のアイデアと学問

自動車交通に対応する方法として 、まず考

えだされたのは、 “ 分雌" である 。 よく知ら

れているように 「ラ ドパー ン方式」の登場で

ある 。1928年のことであ った。 この思想、が発

展して自動車専用道路になる 。 これが図 った

ことに、 “ 自動車は高速で走るもの" という

意識を植え付け、自動車が遠慮して通るべき

ところまで、横着に走るようにな った。

r 1970年代、オ ランダのテソレフト市で人と率

の共存を基本とする新しい考え方が、登場し

た。 これは、“ Wooner f ( ボンネルフ ・直訳す

れば「生活の庭j と呼ばれる …・ j と歩者共

存道路誕生の契機が紹介されている 。いわば、

歩車共存道路

の計画・手法

快適な生活空間を求めて

天野光三、藤墳忠司

小谷通泰、山中英生編著

都市文化社刊

4，800円

街が自衡のために、自然発生的に考えだした

のであ る。

このアイデアは、オラン夕、のイ也の者日市でも

真似をはじめ、新しい交通法規と設計基準が

つくられ 、|務の西ドイツでも交通抑制策に取

り入れられ: ている 。

もともとが、コミ ュニティのスケールで工

夫されたから、 「歩卓共存道路j は極めてロ

ーカル色カ、波密である。 我が国 でも 、昭和56

年 ( 1981年 ) 交通安全半業として 「コミュニ

ティ道路」の整備が始められ、さらにロード

ピア構想として「住区総合安全モデル事業」

が進められてきたが、各地の事例はさまざま

な姿 ・形をしている 。

そこで、京都大学の天野教授らのチームは、

そのさまさまな手法ー フォルトとかハンプと

かーの事例に科学の光をあて、実験や効果の

測定を重ね、法則 . ;I.Ji 4主を求めたのである 。

学 聞は社会のために役立たねばならない 、

と言 われるが、市民の工夫に逸早〈着目し、

新刊寸評

三 輪 泰 司 (地域計画 ・建築研究所社長)

行政のアクシ ョン とも連動し、開発者の協力

も得て、新しい交通工学の領域を拓いた業総

は、高〈評価されてよい 。

しかも、本来ヒューマンなアイデアである

だけに、身近で判 りやすく 、急速に普及する

条件をも っている 。 また 、それがゆえに 、誤

りないよう科学的に研究されねは、ならないテ

ーマでもあったのである 。

計画・手法の判りやすい手引

本主jzの構成は、

1  . 歩率共存道路の理念 2  オランダのボ

ンネルフと西ドイツの交通抑命リ策 3  コミ

ュニティ道路の誕生一 わが国最初の歩率共存

道路 4. コミ ュニティ道路からロードピア

へー わが国の既成市街地における歩車共存道

路の展開 5. ニュータウン における歩車共

存空間 6  歩車共存のための方策 7  歩

率共存道路を導入した住宅地区道路網計画

とな つていて、 付

転車空間の主整まイ備命についての年表や事例 カか注ら参

考文献まで、詳細に挙げられている 。

この磁の計画論や手法の解説は 、文章だけ

では判りにくくなるものである 。 カラー写真

までふんだんに使 って、理解を助ける 工夫が

加えられている 。 しかも理論的な解明も、き

ちんと紹介されていて、計画への的確な指針

を提供している。おしむらくは 、文字が少し

小きす ぎて読みづらい面もあるが 、ほとんど

全ページに写真 ・図版があって、編集の努力

がにじみ出ている 。

このような努力が、街を人間に 取り 戻し、

同時に人間の心を豊かにしてゆく 。

居住環境の創造を職能とする建築関係者に

良い刺激を投げかけるとともに、実際の計画

・設計にも、またとない手引の舎である。

みわひろし

1931年京都生まれ

1954年 京都大学工学部建築学科卒業

1958年 京都大学大学院工学研究科建築学専攻終了

現 在( 的 地域計画建築研究所 ( AR P A. K )社長

京都工芸繊維大学 非常勤務師

神戸大学 非常勤講師

ω都市計画コ ンサノレタント協会 理事

ω日本主主築家協会 理lIJ... 

箸 ［ ｉ ｾ＠ rZl世紀の設計一国土の繊想、」

1981年額t問問一共著

rf.i の都市学ーどないしまひょ京のまち J

1985年都市文化社共著

われがちな民家て、も 、必ず見せ所というものがあ 建築の背景 熊本周記

る。民家の滅亡が急速に* む今日、今をのがして

は将来ともできない仕事であると、氷年の民家調 木島安史著

査活動のかたわら著者が描き続けた民家とそのデ 今、ポストモダンの建築家達は 、来京ばかりで

ィテールは 、立重な資料とし てだけではなく 、民 なく、全国の町や村で意欲的に空間づくりにJ J i i Jん

家に対する著者の深い思い入れを感じる 。 でいる 。著者もその一人であり、本斡は 15年間熊

堀畑裕一/ 近畿日本鉄道(相模f! ?房干IJ 3 ，800円) 本において地元紙に連載されたものをまとめたも



私 の 読 書 遍 歴

私が本給 (I(J に多くの本を読む料↑ nがついた

のは今から 15、 6 年前からだ ったように思う 。

学生時代は宿泊ーやゼミで読まされるもの以外

はあまりこれとい った本は 言先んでいなか った

ので、そのほ1の本といえば教科訂以外はほん

のわずかしかない 。 その学生時代に読んだ数

少ない本の中で印象に残 っているのは、ルイ

ス ・7 ンフォ ー ド ( 生田勉訳 ) の 「芸術と技

術J である 。 この本はよく知られている名将

であるが、その頃私は分からないなりに処築

の有する芸術性と技術との関係に興味をもち

始めている頃だ ったので絡好の入門書とな っ

た。20数年経 った現在でもホ芸術と技術。 は

永遠のテー? であり、世紀末が云 さ々れるa : t'

で今一度読み直してみたい - 11けではある 。

*  *  *  
大学を卒業して坂倉準三建築研究所に入 っ

たわけであるが、当時大阪4'; 務所では西沢さ

んがちょうど私くらいの年頃で、その下で数

人の先輩達が意欲的に仕事をしていた 。 その

頃は私はほとんどこれとい った知識もなか っ

たので、これらの諸先輩達についてゆくため

にはジャンルを間わず本を読んで知識を吸収

しないとだめだと思い、その頃からぽつぽつ

本を読み始めた 。仕事は例によ って夜遅くま

で続くことが多かったが、京都一 大阪聞のIII

中の約40分間は誰にも妨げられずに自分のl時

間にな ったので、往復約一時間以上は読書に

あてることができたのである 。 ところが一年

足らずで東京勤務になり、あの新宿駅西口広

場の設計監理に約3年間携わり、その間現場及

び事務所から 15分くらいのところに下宿し、

やはり夜 中 までの仕事に追われていたし、た

まに時間lがあればコンペに応募したりしてい

たから、ほとんど読書にあてる時間はなか っ

た。 そんな状態のときに読んだ本が、 . なんと

か若いうちに読んでおかねは酬ならないと思 っ

ていた、 S ギーデイオンの「空間 . 11寺山1・

建 築J であ った。 これはふつうは学生時代に

読んでおくべき名著であり、これを読んで近

代建築の通史を知っておかねば、一人前の建

築家になれないような気がして、寸H肢を :，II IJい

て読んでいたような気がする 。けれども、上、

下巻を過して一気に読んだわけではなく、 H寺

聞を見つけては少しずつ読んでいたので、結

局は断片的な知識しか身につかなか った。 こ

私が読んだ本

の本はねがはじめて近代往築史を学んだ松初j

の本であ った。

新宿西口広場ーが竣工して大阪へ帰 ってきた

則、大阪LJq，先月1では悲い人が '-1' 心の有志で、

、、読書会砂 と祢する勉強会みたいな集まりを

や っており、私もそれに参加することにな っ

た。担当の人が新刊や話題の本を選び、その

言先後J惑などコメ ン トをしたあと皆でデイスカ

ッショ ンする、とい った形態だ ったように思

う。 その中で印象に残 っているのが C. アレ

キサンタ一、 S シャ 7 イエフの「コミュニ

ティーとプライパシー」である 。 アレキサン

ターは、当時、者11市はツリーではない。とい

う有名な論文を発表した頃で、一時大変なブ

ームをよび起こしていた 。 この本は、その後

住宅設計が主たる部分を，J : j めるようにな った

私の仕事のなかで、少なからずその設計思与

に; 必響を及ぼしていると思う 。tば近日本にア

レキサンダーの設計した高等学校ができて話

題をまいているが、まだ見る機会を得ていな

いのが残念だ。

またその頃、確か未米学が流行 っていた頃

であり、小松左京を中心にしたいわゆるや未

来学派H の人たちが近未米に関する著書を発

表していたように思う 。60年代後半から 70年

代にかけての高度成長期lにおけるばら色の未

来ものと、環境悪化などに対する答鐙をこめ

たものとの二極類があ ったようだ。 その頃か

ら多くの本を読む習慣が身についてきたよう

で、いま 15棚を採 ってみると小松左京の本で

は「未来計画J rゴエモ ンのに っぽん日記」

新刊寸評

吉 村 篤 ー ( 処築環境研究所所以 )

「探| 換の忠泣けなどが当時のものでも比較的

おもしろか ったものであり、最近の「日本沈

没J rさよならジュピター J r首都喪失J の

三 11せは彼のライフワークともいえる壮大な S

F 大スペクタルの傑作であ った。

*  *  *  

故後にな っ たが、私の人生観に大きな［ｾｾ轡

を与えたと忠われる本が辻邦夫の「背教者ユ

リアヌス J である 。 当時、辻 TII 夫がどういう

作家て¥ユリアヌスとは誰か全〈知らなか っ

たが、とにかくその表題と本の装丁に怒かれ

て何となく買 ってしま った。物語は紀元 4 世

紀ローマ帝国において、キリスト教が広まり

つつある切に 、ロ- 7利l教を信ずる時の若き

皇帝・ユリアヌスの壮大なロマンが展開されて

ゆくものであり、一気に読み通してしま った。

初めて聞く人名や地名を党えるのも大変で' あ

ったが、読後の感激は今も忘れることができ

ない 。今一度読み返してみたいとは思 ってい

るが、他に読みたい本がたまってきて、なか

なか二度目の本には手がつかない。その後 、

彼の長編小 説では、ルネ サ ンスの巨匠ボ ッテ

ィチェル りの生涯を 描 いた「春の IV' i 冠」ゃ「樹

の声 . i ! i j : の声」なども主人公の泊康潔白でひ

たむきな表現が印象に残っている 。 その他、

小説では安部公房の「燃えつきた地図J r砂

漠の思想、J r箱男 J などが、現代都市のアノ

ニマス性を痛感した作品てあり、同じ著者の

「者[1市への回路」や金井美恵子の「既視の街」

の二冊はカ ッ トに都市の写真を使ったシリア

スな現代都市批判の書であり、都市のカオス

的状況を感じさせる好著であると思う 。

このように私の読書は無計画で気まぐれな

読み方であるから、一冊ずつ確実に身につい

てゆくということはなく、永年のうちにそれ

らの本の何かが身体のどこかにしみついてい

るとい ったことが多いようである 。

よしむ ら とくいち

1940年 京 持11生まれ

1963年 京r.J 1工芸繊維大学工芸学部主主築学科卒業

1963年 - 1975年 坂念建築研' 先所勤務

1975年記I ! 築環境研究所開設

1977年 ゆ ず り は f; の袈

1978年 下 京 の 町 家

1982年 大 孤 立 件 底

1982年 僑づく し 「恋のみちゆき J 展

1984年 12番坂の家

1985年 「京都発感性の構造j 展

のである 。建築は人聞を知ることから始め、世の 物 語 | ものの建 築 史 トイレはがii 紫なものにな った。 しかし他方あまり

中 す べ て に 係 わ り 、 立 場 叫 ゆ く の 人 の 税 同 便所のはなし にも機lig優先にはしりすぎ、ともすればトイレの

ら考え、また創作活動においても必婆性だけでな 山田幸一監修 文化的↑J l l Jiifi がなおざりにされているという指摘も

〈、文化の創造に欠かせない深い価値を追い求め 谷直樹 ・遠州敦子著 ある 。そこで本訟はトイレにまつわる興味あるテ

てゆく 。著者の40代最後の区切りとしての決意を 現代は「トイレ革命」の第二段階に達している 一? を選び出し、写真、挿絵とも 1215に使いなが

感じさせる舎である 。 といわれている 。第一次 l対日風から洋式への移行、 ら「雑学4¥. -!)4. J 風にまとめたものである 。

大白俊二郎/ 近畿日本鉄道(学芸出版社刊 1，200円) 第二次はお尻を洗う使座の持及である 。かくして 岩井口幸 / 近畿日本鉄道(鹿山出版会干IJ 1，300阿)

建築 と社会/ 1987年 5 月号 15 



16 

燃え立い、狂わない、腐らない、加工しやすい

木材を超えた木材|Zースヲf ト|は

建築内装材のエースです:

私たちは古くから木材に親しんできました。

軽量てし、て高い強度を示し、釘やオ、ジの保

持力も抜群。しカ、も加工し易〈、保iR断勲|生、

毒性がなし、などの魅力を持ってし、ます。セラ

ミック系の人造木材 = エースライトは天然

木材の優れけ寺|主に加え、燃えず・腐らず・

狂わない、木材を超えた高級指向の新素

材です。

・用途

・造作材( 天井・壁等) ・下地材( 胴縁・枠等)

・住宅設備機器( ドア・吊り戸棚) ・教材・模型

Z ースヲイト

桜 式 会 最 士 山 野 田

建材事業本部

本 社 〒110 東京都台東区上野 5 - 1 5 - 1 4

御徒町C Yビル 8 F f i 03( 837) 0912 

支 庖

札 幌 TEL. OI I ( 221 ) 5855 大 阪 TEL. 06 (373 ) 88 11  

仙 台 T E L. 0222( 21 ) 4511 高 松 T EL.  0878(  51 ) 6505 

東 京 TEL. 03 ( 837 ) 0921 広 島 T EL. 082( 261 ) 7191 

名 古 屋 T EL. 052( 221 ) 701 1 福 岡 T EL. 092(  78 1  ) 5331 



新建材紹介コーナーNo.143

セラミック系人造木材

エースライト

木材のように加工できて 、防火性が高〈、腐食

がないため、建物の内装材として広〈使用できる

人造木材エースライトを紹介します。

. 概要

木材のもつ「燃え易い J i狂い易い J i腐り易

いJ という弱点を克服し、しかも無機質ながら木

材同様の加工性をもち、不燃性で且つ温度、温度

の変化に対する安定性など多くの利点 を具申mして

いる 。 ( '83年度日経年間優秀製品1 1 : ・受1 1 : )

人造木材「エースライト j は、従来の有機質ベ

ースのものと異なり、高純度シリカと石灰を高温

高圧蒸気養生加工した人工鉱物( ゾノトライト=

6  C a O、 6 S i O，、 H，O ) を主材とし、じん性向上

の為合成樹脂、ガラス繊維を複合させた無機質ベ

ースの成形板である。

. 特徴

・防火性が高い。不燃( 通) 第 1061号

・1をi江で取り扱いが容易。比重 0. 5 - 0 . 55木材

並み。

- 加工性に優れる 。切断、切削 、穴あけなど、木

工用工具が使用できる。

・寸法安定性が良い。ゾノトライト主材のためI汲

水、吸1豆、加熱において寸法変化が少ない。

・〈ぎ 、ネジの保持カがある。木材とほぼ同様。

・翻iR特性に優れ、温度変化を緩和する機能を有

する。

- 変質、腐朽、虫害がない。

・保温、断熱性が良い。

. 寸法

様単品( 1 京板)

厚さ ( mm) 12、 15、 20、 2 5 - 5 0

中高 × 長さ (mm)  1，040 X 3 ，130 

表ー 1 人造木材の各種物性

項 目 単 位

世E 百i

不 燃 | 特 殊

' u，比毘 0. 50- 0. 55 

曲 げ 強1!r kgf /cm'  80 100 

Illl げ 弾 性 係 数 kgf /cm'  20，∞o  25，000 

圧 縮 強 度 kgf /cm'  80 100 

熱 伝 持 率 k回 1，.m.hr .'C 0. 085:1: 0. 00018 

吸 水 準 %  150:1: 5  

吸水・熱・{ 申縮性 %  士0

事H1抜抵抗他 kgf /本 30 35 

木 ね じ 保 持 力 kgf /本 20 30 

摘 袈

J IS Z  2102 

J l S Z2113 

ｅｾｐｍ｡ｸ＠

J l S Z  2111 

J IS A  1412 

J IS Z  2104 

J IS A  1129 

160' C 加熱

J l S Z  2121 

e45、 O2. 5

J IS A  5908 

el6、 O2. 7

株式会社小野田

本 社 東 京 都 台 京 区 上 野 5- 15- 14 御徒町 C Y ピル f t 03- 837- 0912

" 阪支庖 大阪市北区中崎西2- 4- 12 1奪回センターピル12F 含 06- 373- 8811

図 - 2  施工例 レストランクレール・ド赤坂

- 各種物性 表ー 1 に示す

・関j墨特性

ゾノトライトは、繊維状結晶構造をもつことが

特徴で、空隊率が大きく、吸i豆、放湿の機能を有

している( 図ー 1 ) 。従って、室内環境の湿度が高

くなると水分子を吸収して、温度が低下すると放

出して、室内の温度変化を調節する。天然木材の

スブルースとほぼ同じである。

10 

項 目

住宅機器

そ の 他

図 - 1 関 iH機能蚊験結果

一一一一一- 111;'&材なし A/ V=日

ー一一一一 人造木材 A/ V=0. 98m- '  

ーーーーー・・ース ブルース A/ V=0. 98m- '  

外気温

r一一一一

一一一一『ー 時間 (1 cycl e= 12hrs) 

表- 2 人造木材の用途

ｾ＠
腕緑、羽白紙、見切り面縁 紡火位、加工性

リプ材、枠獄、 IUI 仕切り材 寸法安定性

照明ポ y クス 防火性、寸法安定住

天井 カーテンポ ' ? A 木ネジ保持力、軽量

天井板. t I i 線天井、廻縁 加工性、意匠性

揖1-1*

7 ラッシュ戸、 機材 防火位、寸法安定性

面紋 木ネジ保持力

吊り F 棚 防火性、加工性

耐大収納倉庫 耐火性、軽量

模型f { i . 板月1紫材 加工性、寸法安定性

教材( 彫塑材、粘土級) 加工性

. 用途

建築内装用、造作用、その他を表ー 2 に示す。

施工例を図ー 2 に示す。

- 加工について

・切断加工は、通常木工々具を使用 。

・接指 (積層 ) は、シーラー処理後各位按渚材が

使用できる 。表面性状が多孔質て¥微粉末のイサ

ヨff があるため、界面改良の目的で下地処理が必

要。

・補修は、小さな! 筋の場合、 パテ、サンディング

により調整。大きな傷については、岡村または

木材により接渚材併用で埋める 。

- 化粧、仕上げ

化粧単板張り、塗装、壁紙仕上げ等いずれにも

対応でき、目玉純1S t 、/ ノトライトを主体としている

ため、仕上げ後室内の l汲 ・脱 jIf 変化により恭材の

反り、変形が少ない。

- 設計士の留 意点

・構造材への使用はさける 。

・局部衝現在強度不足のため端部がやや欠け易いの

で、面取りなど納まりについて配慮が必要。

- 屋外使用については 、l吸水、凍結による倣1M特

に寒冷地域の場合) の懸念、があり使用をさける。

建 材 委 員/ 尾 松 一 夫

挫築と社会/ 1987年 511サ 17 
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空気令吸わぜもふお湯る

空会遭って〈れま ｌｴｾ 。

...、47田，，， nI: J  ｾ＠ ｾ＠ 1  ..、.-・e'I.工 T OT Oの気;包浴槽 t 郎、っ fμ 什 ん だ y 。そ

“'扇k 駅 ? l ! ミ む 交 い 芭 〓 、 制 空 気 を 含 ん だ お 湯 川 地 J" ，;包 の 帥

お風呂のこ uこy 。この泡の働き L立たわし た邑

ので 、 洗 っ ただけで ｌｾ 流ぜなレ占うな汚れや

疲れ今落t L てしまえる 。お湯も汚れてしま

うけれ ι T O T O独自のみ過程量付きタイ プ

t.c . ; 大丈夫 。お湯舟きれレに f泉主ます。また 、

この泡目、背側 t 足側，- ; : 噴出口勺‘ るって、気

，包の 量 る強古る角度弘 、簡 単 t.c 録作で自由

にコゾトローバ。だか 6 好全勝手に気 ;包; 谷勺、

楽しめます。ゐまりの気符』主に 、みんなの入

浴時聞が長〈な ってL まわそうだけれと 、そ

こ ｌｾ T OT Oに免仁て、大自に見て〈ださわ。

気持事良わ

く 気 泡 浴 槽 〉

|TOTO 
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昭和62年度事業計画
@ 財 団 法 人 日 本 建 築 総 合 試 験 所

所 在 地 一吹田市議白台5- 8 ー 1 〒565

電 話 ( 06) 872- 0391 F AX " ' ( 06) 872- 0784 

業務時間 … 平日 : 9 ・00- 17 : 00 

土曜 : 9 : 00- 12 ・。。

こ の た び、 「 当 試 験 所 の 設 立 と 運 営 」 に 関 し て 、 記 念 す べ き 第 l 回 の 日 本 建 築 協 会貨 を 受n・しました 。

受日・の理由として、 「 国 等 の 指 定 試 験 、 民 間 企 業 の 委 託 試 験 の ほ か 、諸 検 査 、 自主研 究 な ど 広 範 な 分 野 の 活 動 に よ って、

建 築 技 術 及 び 建 築 物 の 質 の 向 上発 展 に 貢 献 し て い る 点 」 を 評価 さ れ ま し た こ と は 、 試 験 所 設 立 か ら 現 在 に 至 る ま で関 係 行

政 機 関 、 建 設 業 、 各 種 団 体 及 び 学 界 の 数 々 の ご 援 助 、 ご 指 導 の 賜 で あ り 、 紙上 を か り て 厚 く お 札 を 申 し 上 げ 、 ま す 。

今 回 の 受 賞 を 将 来 の 励 み と し て 受 け 止 め 、 今 後 と も 建 築 全 般 に 関 す る 総 合 的 な 研 究 、 及 び 試 験 を 積 極 的 に 行 う こ と に よ

り 、 関 係 各 界 の 御 期 待 に 沿 っ て 参 り た い と 存 じ ま す の で よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。

昭和62年度事業計画

試験所設立の趣旨に知J 1) 、関係行政機関、建築業界及び学界の指導及び協力を得て、高度化 ・多様化する社会的要請とそ の期待に応えるべく 、

各種試験施設及び機恭の主主備拡充に努めてきたが、これに加えて、本年度においては、材料試験部門 の組織及び執行体制の整備 ( 工事用材料試

験室の新設) を 行 う。本事業計図の概要は次の通りである 。

1  . 施 設 整 備 事 業

(1)試験機器・設備及び管理部門の整備

昭和62年度における試験機器及び設備は、新たな需要に応えるた

め、簡易振動台 ( 昭和62年 ・63年度継続) 、低温恒温恒湿槽 ( 熱試験 ) 、

オムニミキサー (材料試験) の新設、排煙設備 (耐火 ・| 坊火試験 )

の改造を行うほか、各種試験機器の貝替え、改修等を行う 。

ア 本館増改築工事関係 ( 61年度か ら継続)

構造及び規模

( 増築工事) 鉄筋コ ンクリート造 3 階 建 延 面 積 795. 06m'  

( 改修工事) 既設本館東側一苦11 687. 62m'  

( 完成予定) 昭和62年 8 月

イ 試験機器 ・装置関係

同 耐 火 ・防火試験関係

・床梁試験炉の排煙処理設備

• 5  tf クレーンの改造

( イ) 構造物試験関係

・簡易振動台 ( 構造体模型、住宅部品等の振動笑験用 )

- パーソナルコンビ ュータ

(ウ) 音 ・熱 ・1l ! ' ) J 風圧試験関係

・低温恒浪'1宣混槽 ( 試験精度の向上及び業務の拡大に対処)

. 第 1 熱実験室の温度調整設備の改造

( 司材料試験闘係

. オムニミキサー

・インストロン万能試験機改修

(オ) 分室試験関係

・クラ ッシャ一、粉砕機、養生槽 (加古川分室用 )

・パーソナルコンビ ュータ ( 大淀分室用)

2  . 附帯事業

(1)自主調査研究事業

昭和62年度においては、次の各種調査研究事業を行う 。

ア 昭和61年度からの継続分

fア) I骨材のアルカ 1) . シリカ反応早期判定試験方法の開発に関す

する研究」

付) I コンクリート中の鉄筋腐食に関する研究J

・ ( 大阪大学鈴木研究室 との共同研究)

(明 「後付けア ンカータイ プの引抜き 試験方法の開発に関する研究」

・引抜き試験法の開発と構造体コンクリートの品質管理シス

テムの提案 〔文部省科学研究費補助試験研究 ( 代表者 京

都 大 学 森 田 司 郎 教 授 ) ) の分担

(斗 「耐火試験時のコンクリート床内の熱及び水分同時移動に関す

る研究J

・文部省科学研究費補助試験研究( 代表者 京 都 大 学 寺 井

俊夫教授 )J の分担

イ 昭和62年度からの新規分

(7') I骨材のアルカリ炭般塩反応早.:Jl;J j判定試験方法の開発に| 期する研究」

(イ) I風速 ・風向自動観 ilil Jシステムの開発に関する研究」

(明 「火災時における防火戸 ( ドアシ ャッ ター ) の述懐性試験方法

の開発に関する研究」

( 日本建築学会熱小委員会の調査研究の分担)

(斗 「関口部の熱貫流率測定方法の開発に関する研究」

(対 「サ ッシ及びドアの気密性と遮音性に関する実験的研究j

(カ) I床衝撃音に関する笑験的研究J

(胡 「各種音響パワー測定方法に関する研究J

(2)その他の事業

建築技術安全審査委員会業務、工業標準化法に基づく公示検査、

コンクリート工法研修委員会業務、情報機関紙 I G . B. R. CJ の発

行等を引き続き行う 。

l.ll築 と社 会 / 1987年 5 月号
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都 市 型 公営住 宅 の 建 設 基 準

大 阪 市 が 市 街 地 に 建 つ 公 営 集 合 住 宅 の 建 設 基 準 の 検 討 を 進 め て い る 。 公営住宅建設基準は、日照、通風、

プ ラ イ パ シ 一 等 に つ い て 適 正 な 水 準 の 硲 保 を 規 定 し て お り 、 こ れ ま で 公 営 住 宅 団 地 の 環 境 水 準 を 良 好 に

維持させてきた功績は大きいといえよう 。 しかしながら、全国 一 率に適用されるこの基準が、 ｾＩｪｾ 管 ｬ 変に

市 街 化 さ れ た 大 阪 市 内 に お い て は 実 状 に そ ぐ わ な く な って 来 て い る こ と も 確 か で あ ろ う 。 中層板状イ主主張

の 単 調 な 南 面 平 行 配 置 は 、 建 設 基 準 の f故 直 な 形 態 的 表 現 だ と い え よ う が 、 こ れ か ら の 大 都 市 街 地 の 公 営

住 宅 団 地 は 、 地 域 特 性 や 居 住 者 特 性 に 対 応 し た 多 様 で ‘ 魅 力 的 な 都 市 型 住 宅 を 目 指 さ な け れ ば な ら な い 。

都市型住宅の建設基準を設けるとすれば、その眼目は、いくつか挙げられる 。① 団 地 の 総 合 的 な 居 住 価 値

の 最 大 化 を は か る 。住 戸 商 柏 、 居 住 性 、 共 同 施 設 、 住 棟 ・団 地 の デ ザ イ ンな ど 、 相 互 の ト レ ー ド ・オフ

闘 係 を も 含 め て の 総 合 的 価 値 を 霊 視 す る 。 住 戸 聞 の 居 住 価 値 の ア ンバ ラ ン ス は 家 賃ーの 格 差 等 で 調 挫 す れ

ば よ い 。② 屋 上 ・地下スペースの柏極的な利用をはかるとともに、庖告i I i や業務 ・文 化 施 訟 と の 併 存 を 容 |  

易 に す る ③ 建 設 基 準 を 項 目 別 に 数 値 で き め 機 械 的 に 適 用 す る 従 来 の や り 方 を あ ら た め 、 複 数 の 専 門 家 の !  

の 会 誌 に よ る 総 合 的 評 価 に よ る 方 法 を 開 発 し て 採 用 す る 。 ( K . T )  

映 像文化 の 普及

国 際 的 マ ラ ソ ン か ら 、 地 域 に 密 治 し た ふ れ あ い マ ラ ソ ン 、 健 康 マ ラ ソ ン ま で 、 数 多 く の マ ラ ソ ン が 催 さ

れている 。 日 本 国 中 、 健 康 。 の 名 の も と に F a m i I  y マ ラ ソ ン は 、 参 加 す る こ と に 意 義 が あ り 、 応 援

する側、観客側にも、また出場者と同じ雰囲気をかもしだしたり、年令に応じての走行距荷 ｦ ｾ の制限等も

あ って 非 常 に 楽 し い 。

国 際 的 マ ラ ソ ン と な る と 、 全 走 路 の 中 継 が あ り 、 テ レ ビ で の 観 戦 が 多 い が 、 必 ず と い って い い ほ ど そ の

地 域 の 建 物 、 風 影 が 背 景 と し て 写 し 出 さ れ る 。 11舜 時 で は あ る が 、 そ の 図 的 や 、 地 域 の 経 済 発 展 の 大 き な

指 標 と し て 、 ビ ル の j威 厳 さ や 色 彩 等 を 知 る う え で 大 い に 参 考 に な る 。 ま た 、 工 事 中 の ビ ル な ど に は 、 足

場 が 木 製 の 丸 太 で 組 み 込 ま れ て い た り で 非 常 に 興 味 深 い も の を 感 ず る 。 ヘリコプターからの映像には、

都 市 計 画 的 な 視 点 で も よ く わ か る よ う に 、 沿 線 の 産 業 や 名 産 品 の 紹 介 等 を 含 め 、 コ メ ン ト を は さ ん で の

放 映 が あ れ ば 、 今 日 の 情 報 化 l時 代 に 大 い に 役 立 ち 、 茶 の 間 に 居 な が ら に し て 、 マ ラ ソ ン の 醍 醐 味 を l味わ

う と 同 時 に 都 市 計 画 や 産 業 の 紹 介 有 り で 、 映 像 文 化 や 地 域 計 画 の 実 態 教 育 に も 彼 立 つ こ と は 必 至 で あ ろ

う。 こ の よ う な 放 映 を 今 後 と も 、 数 多 〈 期 待 し た い 。 ( T .  K )  

先 年 、 明 日 香 方 面 へ の ハ イ キ ン グ の 途 中 、 極 原 神 宮 へ 立 寄 っ た。 こ こ は 、 伊 勢 、出雲 と は ち が って 創 建

今ね び

が 新 し い 。 明治の中頃に、畝傍値目立宮の地と伝えられるところに建てられ裏芸術されたものと 聞 く。 広 い

樹 林 帯 に 固 ま れ た 美 し い神 宮 で あ る 。 l段 か な 春 の 陽 光 を 浴 び な が ら 参 道 を 通 り 、 神 門 を 過 ぎ る と 緑 に 固

ま れ 玉 砂 利 を 敷 詰 め た 広 場 が あ り 、 更 に 進 む と 回 廊 に 囲 ま れ た 内拝 殿 前 の村1域 に 到 った 。 白 砂 を 敷 詰 め

た 人の 踏 み 込 め ぬ 領 域 の i'i1'寂 が そ こ に あ っ た。 た だ 風 の 音 、 歴 史 の 声 が問 える さを問。 内拝 殿 の 正 面 右 手

に 植 え ら れ た 一 本 の カ シ の 木 と 思 え る 樹 木 が 更 に そ の 気 配 を 深 め て い た 。 い い よ う の な い安 ら ぎ と |浜恕

と を 誘 う よ う な 空 間 で あ った。 山 "1-'の 深 い 木 々 の 聞 に ふ と 出 く わ す 古 池 の 静 か な 水 面 ・枯 山水 の 庭 図 に

感 ず る 空 間 の 強 さ 、 緊 張 感。都 会 の ビ ル の 谷 間 に 埋 も れ た 人 影 の な い 小 さ な 社。 空 間 の な か に ぽ っ か り

と 空 い た 空 白 と で も い え る 空 間 。 人 の 踏 み 込 め ぬ 領 域 、人影のなな. い空間には不

は人の侵侵' 入によ つて t消肖 i滅威し、ただの さを間に戻るように思える 。 そ し て こ う い った 空 白 の 空 間 に 、 現 代 に

欠けている静寂と、眠想と、休ｽｾ、とが存在するように感じられる 。 Ｈ ｊ .  T )  

コ ンテキストの女台まり

l;U'lt国の耳目。卜|や 大 郎 郊外 の 団 関 地 帯をエ!工で往く 。 オ リンピ ッ ク が 近 づ い て い る せ い か 、 観 光 路 と い う ほ ど

で も な い 田 舎 道 に 、 並 木 の 植 樹 が さ か ん に 進 め ら れ て い る 。 ポ プ ラ の 並 木 道 は 良 〈 知 ら れ て い る が 、 そ

れ は 旧 街 道 に 多 い 。 田 園 の 広 が り の 中 に 、 高 い 並 木 の 一 条 が 際 立 ち 、 地 域 の 領 域 界 が 一 目 で わ か る 。 ま

た 、 道 往 く 人 々 に と って 、 夏 は 樹111;と j孔 に 騒 ぐ 葉 音 が 涼 感 を 呼 び 、 冬 は 落 楽 し て 日 差 し を も た ら し て い

る。 ポ プ ラ 並 木 は 田 図 の 生 活 道 に と って 、 か け が え の な い 機 能 を も っ。新 街 道 の 樹 極 は 、 保 、 柳 、鈴 懸

な ど で あ る が 、 既 に 成 長 し た 並 木 の ト ンネルは美しく 。車窓、からの視線をやさしく誘導してくれる 。村

に 入 る と 、 雑 然 と し た 家 並 み に も か か わ ら ず 、 illl Jいを感じる 。 そして落葉を受留めるための、 rl l 広 い 土

波 や 植 樹 帯 を 忘 れ て い な い 。

我 国 の 地 方 道 を 思 い お こ し て 、 並 木 が め った に お 目 に か か ら な いのは、 何故 だ ろ う か と 考 え る 。狭 い 平

地 の せ い な の か 。 又 、 率 優 先 の 道 に は 、 木 陰 が 不 要 でmあ る の と 、 落 葉 の 清 掃 を 考 え て の こ と か 。 地 域 の

環 境 づ く り は 、 ま ず 道 づ く り が 始 ま り で あ り 、 そ の 構 造 が 環 境 を 性 格 づ け 、 誘 導 す る 影 響 は 大 き い と 思

う の だ が。 ( Y . M )
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大 阪 府 立 体 育 会 館

設 計 大 阪 府 建 築 部 営 繕 室

日建設計

監 理 大阪府建築部営繕室

大阪府建設監理協 会

日建設計

施工 大林組・戸田建設 ・鴻池組・村本建設

共同企業体

電 気 粟原工業 ・浅海電気 ・六興電気共 同企業体

空 調 東洋熱工業 ・理 研 鋼 機 ・ナ ミレイ 共同企業体

給排水衛生 鳳工 業 川 本工業共同企業体

大阪府立体育会館オープン

旧大阪府立体育会館は、昭和27年の物資の少な

い社会事情の小で、飛行場の物納T oHに使用されて

いたという鉄' l ' J をPI. fIJ ! 1 l して処設され、 J{F民の 各

純スポーツ競技をはじめ、員Jl Wで文化的な稲田りJ の

坊 の 中心として、 「なんばの体行自fi J という愛材、

で親しまれてきました 。 しかし 30数年という年月

を経て、当時点洋ー とうたわれた当館も、之朽化

と、多機なスポーツ行動の変化に応えるに不十分

とな ったため 、千十純機能をイ干わせも った r21il!: 紀

のスポーツの殿堂」 にふさわしい近代的総合体育

会館として、大阪府立体育会館が生まれかわ った

ものであります。

当休育会館は、 山 j立の文化' l ' J，、AWi fJ: 、国際性

をもち 、大阪府における文化 ・スポーツのセンタ

一的地設として ，n- [il ij されました 広|見lロビーには

Ｑ ＱＱＱ 象商家の疋水定Ｎ￮Ｎ ｅ 氏による ｻ Ｚ ， ｾ同 「 はははは ・ ほ

ほほ」 を配し、会館に lijj る < 1i 'I?MI(Jなイメージを

ワえています。 設 j，ml lii においても冷11是}j} 設備の他、

大引映像表示装 ｩ 位 、 ＱＱ 主新の ＷＧ｜ＧｾＮｾ ＼ .  !!(I. IIJI 装世を備え、

史に省エネルギー化に対応したコ ンヒューターの

導入等により、多彩な機能 をイf しています。

(1) 競技する機能

- 間際競技にも対! 忘できる各純のスポーツ競技

・大相 撲 リクレーショ ン行 'J'; 勾のIJ トJf m

(2) スポーツ情報機能

・体育 スポーツに |刻する情報の収集 ・提 供

(3)  スポーツ 研 修機能

社会体育 、' 下校体育の桁i持fi の研修

・スポーツリーダ一、トレーナー の実技 議 ｭｾ

(4)  スポーツ以外の 多目的機能

.  ｦ 守楽会 、弁純 ｾ会、 ｬ 民心会￪Ａｪ ｩ の会場

2 月14 日の IJf.J fi 日記念式典 のあと、こけら終とし

として男子バレーポール日本リーグ戦 、 3 月 8 EI 

からは大相 伐ぷ場所として A U超満nの 中、熱戦

が繰り広げられました 。 そして 4 J  J  1  n より 一般

にオープンされています。

今後も 、 IrI 体 育 会館の肢 it と伝統を '}I き継ぎ、

多くの名場 面 が 展開 され、より - !t'i J{F l ( の皆織か

ら 「なんばの体 lffi "ii J としておt しまれ 、利用され

るこ とを望んでおります。

(  ，' i  UI 柴山/ 大阪府営純宅)

，EI(i i外観
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大阪府立体育会館設計メ モ

体育施設としては巣f 9IJ の錐J止という市街地の中

心地に立地し、その利便性とは袈腹に、限られた

敷地の中で多目的な用途を包含する為、積層集約

化を行 った。周辺は商業地域ではあるが、大規模

建築物の出現による近隣地域への ［ｪｴｾ 寄生を和らげる

為 、'IFf 高をできるだけ低くれ11 えると共に、地上レ

ベルは開放的な空間! とし、親しみ易いスケールで

変化の多い構成としている 。

EE間である第 l 競技場を地上 21溶から上に持

ち上げ、第 2 競技場、柔道場、剣道場等のスポー

ツセンター的要素、スポーツ情報コーナ一、会議

室等を地下に収容した 。地上音11 と地下部の中聞の

l  階レベルを、屋内化した広場として、開放的な

ピロテ ィ ・ロビーてオ'i1i成し、多数の観客の滞留ZE

It:j とすると共に、防災上の緩衝帯としても機能さ

せている 。

第 l 競技場は、この地設のメインの空間であり、

各位のアマチ ュアスポーツの大会、及び大相撲等

の興行、催し等の場として、1 I ，' i - れがましく華やか

な空間を意図した 。特に天井は、その象徴として

浪速の r i.良の準」 をイメージしてテザインした 。

第 l 競技場の使われ方は多f o Ti 多機で、ま った く

呉なる要求に応じられるように、制約となる固定

客席 ・引き出し式移動席は最少| 浪に止め、アリー

ナを可能な| 浪り大きく確保した 。 このアリーナは

ア7 チュアスポーツを重視してフローリング煤 1)

弾性床としているが、アリーナ聞にも l直接搬入車

が進入可能なように、特妹機構により大荷重時に

は ｾｩｪｩ 性機能が無くなり、耐荷重の ｨｊｬ す構造とな っ

ている 。 またフローリング養生用のシートを惰納

する装置を床下に設け、準備作業の省力化を百十 っ

ている 。

第 1 競技場は故大約 l 万人の観客が集まる施設

であり、その安全性については特に与! 志している 。

市面形を左右前後対称の分かり易い形とし、パラ

っさのない均等な避難を可能にすると共に、建物

の内から外へ向かうほど、ロビー ・階段の順に安

全性の培す空間を配し、外周苦11には全周バルコニ

ーを設けている 。

建物全体 ・内外にわたり、明るく清潔な主主匠と

し、材料の使用に当た っては、屋恨のフ ンヨミ塗装

ステンレス、外壁大型磁探タイル、内装壁モザイ

クタイル等、メンテナンスの消力化が計れるもの

をt*用している 。

設備i的には、将米の趨勢をにらみ全館冷暖房を

採用しているが、個別対応の機器と発電機の常用

運転による受屯容hl カッ ト等により、ランニング

コストを実質的におさえることを可能にしている 。

また施設の運営の消力化を計る為、コンビュータ

ーによる予約管理システムを導入し、申し込みデ

ーターにより予約から利用当日 の空調 ・照明 の発

停、請求書発行までを自動化している 。

( 大泉研二 / 日建設計)
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宅Ul

ｉｾ＠ J '. は大阪球場

建 築 場 所 大阪市浪速区縫波中

3  - 4  - 3 6  

地 主 主 地 区 商 業 地 域 容 積6 0 0 %、

400%( 許 容

容綴462% )

防火地主主 ( 路線防火

幅 11m)  

準防火地域

建ベい率 100%( 商業、

防火、角地)

主 要 用 途 体 育 館

敷 地 面 積 8，356. 88m'

建 築 面 積 7，171. 38m'

( 建べい率 85 .8%)

延 床 面 積 28 ，318. 27m'

容積対象床面綴 26 ，008. 24m'  

( 容積率 311 % )

階 数 地上 4 階、地下 2 階、

塔屋| 階

高 さ 軒 高 20. 221 m 

最高部高さ 34. 415 m 

情 造 種 別 SRC造、屋根: S 造

駐 車 台 数 地下 86台( 内 76台、

中型 2 段式機械

駐車)

地上 11 台

合 計 97台( 中型76台、

大型21 台)

第 | 競 技 場 固 定 席 約3，100席、大

収 容 人 員 相撲開催時 約8 ，300人

最大収容人員約 10，000人

ヱ 期 昭和60: 年 3 月一昭和62

年 l 月

i置 影 島 修 一 ( 空 織 を 除 ( )  

見.[fI! lJyト鋭デ ィテール



大阪府立体育会館特集

建築計画

大 泉 研 二

二本柳法生

(1)  動線計画

大阪府立体育会館は、体育地設としては特主主な例として市街地の

中心部に立置している 。大阪の二大中心地の一つ難波に数 100mとい

うきわめてアクセスの良い、集終に好立置の地である 。 この粂件は、

-t rl 反して lドによるアクセスを困難にしていると共に、敷地の面般的

限界と周辺の高密度化による空間的余絡の無さにつながっている 。

これらの条例ニから今回の計画では、観客の米場手段はほとんど総

波からの徒歩を必定し、その受け入れ口として北側前面道路に面し

て前庭とそれに速なるピロティーを設けている 。 また| 浪られた敷地

の中で確保できる駐1 : 1[ 台数には限界があり、観客の専によるアプロ

ーチは周辺の交通渋滞を引き起こし 1前半時の不法駐車等混乱を起

こす為、駐車場は主催者側IJ の利用等に限って考えている 。

体育会館の敷地は、北側前面道路以外にも狭いながら西側、南! I ! I J

が道路に面し、* の一宮11 も直媛道路に面している為、多方向から機

能別のアプローチを設けている 。 前述したピロティーには、第一競

伎場関係の玄関と並び地下スポーツセンター及び' 管理関係、会議室、

スポーツ情報センターへの玄関を設け、西側には地下食堂専用入口、

多目的ホール玄関、南1ft1J は来用者及び桁拐IJ 用車両出入口、 *1H1J には

管理室専用出入口を設け、分割利用時にもそれぞれ専用の玄関で出

入可能とし、内部て' 動線がI弘司しすることを避けている 。

南側IJ 桁捌場から 2 階第 l 競技場及び地下第 2 競技場までは、それ

ぞれ荷物用エレベーターとスロープによる市岡の直接アプローチが

可能でωある 。特に第一競技場へは、催し準備し慾理時には 12 t 大型

事両がスイ ッチパ ック方式で2 j : 皆レベルまで上がれる機造としてい

る。 また 2 t  ' f I 程度はアリーナまで直接入り、フォークリフトはア

リーナはむろんエレベーターへの進入も可能としている 。

一一一一一r T了 一一二二二ァ、

4 ・・・・・ ・e町句 "

一一「、

(2)  規模

第 l 競技場は、圏内の類似地設の中でフローリング張りのアリー

ナとしては日本ーの規模を誇る 。約 3 ，000 m'の床面肢を持つアリー

ナ面は、バレーポール、パスケ y トボール、テニス、ノ〈トミントン、

ハンドボール、字球、体操競技、柔道など各極スポーツ競技の展開

が可能であり、この他にも大相撲、サーカス、コンサートといった

興業・展示会等にも幅広く使われることが期待されている 。

同定 ・可動を含めた答席数は約3 ，ＱＰＰｾ 市で、他の知似 ｬ 庖設と比べて

やや少なめである 。 これは、| 浪られた敷地の中て¥できるかぎり広

〈アリーナを確保することがより多目的な用途に対応しやすい、と

いう旧体育会館の永年の遂営による結論から生まれたものである 。

観衆を集める大競技会や催し物のH寺には、メイコート及び舜台を

中心に設ける仮設! 市俄敷を合わせ、大相撲、バレーボール等で約

8，500人、集会等で故大 10，000人が収容可能となっている 。この規模

は、大阪城ホールに代表される大規様ホールと、一般に 2 - 4 千人

規肢の体育館 ・大ホールとの中間に位置づけられ、需要に即した適

正な規模であるといえる 。仮 設l市についても、 Hi ' - しごとに配置 ・座

席間隔がまったく巽なることから、アリーナ面のづ| 出式観覧席は一

切設けず、主催者側の自由な設営に任せている 。

3 、 4 階客席の一昔[1は可動席として、身障者席、仮設のロイヤル

ボックス席、 T V 中継用カメラのスペースに使用される 。

客席の段床は、各陸スポーツ競伎を見渡せる可視線を基準に設定

し、奥行がさほど i系くないことから悩900mm、高さ 450mmの均一勾配

とした 。
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類 似 施 設 の 規 模 ・ 機 能
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(3)  内 外 装 計 画

内 外 装 材 の 選 定 に 当 た っ て は 、 公 共 建 築 と 体 育 館 と い う 特 性 を 考

えて、メ ンテナ ン ス フ リ ー で 耐 久 性の 向いも の を採用した 。

外 I告には大型1) 磁 掠 タ イ ル 、 フ ッぷ 樹ijfi 焼 H (ftl 装 ア ル ミ 型 11ドノ、ネル、

反似には Ｗ ・ ｾ ｾ樹脂 ｴ 金装ステンレス、ヒロティ ・ 外構床には花筒石

等の、 ilJ れにくい、汚れても材料特千干の I1本 わ い が 出 て く る も の を 選

定した 。 外t : ，t . の大明磁器タイルは白地共 1 0 0 mmx  2 9 0 mmの寸法で 1 枚

当たり 1 . 2 k gの亙祉 を有するが、タイル外 l: ，t . の大 11日分が H 皆l 府 に 集

中し ｊｾＧｾ 作転用回数が少なく、工 ｊｕｉ 的なメリ ッ トも望めない 目 ｊ Ｇ￯Ｎから、

打込工法は保用せず改良千六上貼りで地工している 地工精度は当然、

の ・F な が ら 良 く な り 、 極 体 コ ン ク リ ー ト の チ ェ ッ クも容易となるが、

タ イ ル の 係 下 に 不 安 が 残 る 為 、 タ イ ル l 枚 1 枚 を ス テ ン レ ス 線 に よ

り体i体にアンカーしたステンレス筋にキ古来している 。

タ イ ル の 色 合 い に つ い て は 、 焼 物 の 火 iZi りの l味 わ い の 深 さ を 表 す

とJt に 、 既 成 市 街 地 に お け る 大 規 模，注築の巨大さをやわらげる為、

大 幅 な ば ら つ き を あ た え て 均 ー な 印 象 を 排 し て い る 。

内向[1の材料についても、ノ父ブリ ッ クゾー ンは 内 情 を 5 0 モザイクタ

イル、床をエンボスバターン付ゴムタイル等、 全 てメンテナンスヵ、

容劫で耐久 ｮ の ｉｉｾｾ ¥. . 、もので構成している 特 に ト イ レ の 内 装 に つ い

ては，H'阿 当 初 よ り 耐 久 性 の 高 い も の を 婆 ぶ さ れ て お り 、 テ ラ ゾ ー ブ

ロ ソクの ブース、ステ ン レス の ブ ー ス 威 、 出 鉄 用 の ブース扉金具、

小 便 総 下の 大 引 陶 板 等 、 マ ナ ー を 期 待 で き な い 利 用 朽の 使 用 に も 耐

えられる，11装{ 桁とな っ ている

ロビー の 色彩については、t : 足、天 j ドはニ ュー ト ラ ル で l切るいもの

で ま と め 、 本 や か さ を 床 の ゴ ム タ イ ル の 発色によ っ て表した 地 1:

の ｾｬ 競技場ゾーンと地下のスホ ー ツセ ン ターゾー ン とは、材質は

|日l じながら地 1-. を必、、地下をクリー ンで ま と め 洋 州 公 を 変 え て い る

約 l 競 技 場 の 内 部 も ロ ビ と[，.J じ 村 料 、 色 彩 系 統 で ま と め て い る
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が 、 固 定 客 席 の 段 床 を 黒 の 塩 ビ シ ー ト で 貼 り 上 げ シ ー ム レ ス 溶 接 と

し、座席を亦のポリエチレンプロ一日記但品としている 。座 席 に つ い

ては、 l吸背性能と使用感からの要求ではク ッシ ョ ン 付 ク ロ ス 貼 が 望

ましいところであるが、大中目伐の開催J f 寺は固定席の上官[1に 機 数 を 組

み 飲 食 の ゴ ミ が ふ り そ そ が れ る 'J1-を J 引草すると、おのずと結論が得

られてしまう 。

その他 に も 全 館 の 材 料 選 定 、 デ ィ テ ー ル の 決 定 に 当 た って は 、 耐

久 性 と メ ン テ ナ ン ス 性 の 重 視 を 一 口 し た 基 本 姿 勢 と し て い る 。

(4) 第 1 競 技 場 床 お よ び 床 養 生 シ ー ト

第 l 競 技 場 は 、 多 目 的 な 用 途 に 使 用 す る が 、 そ の 第 ー の 用 途 は ア

マ チ ュ ア ・スポーツであり その為床材としては必然、的に木製床が

望 ま れ た 。 今 回 の 床 仕 上 げ は 北 海 道 産 の 浅 田 桜 を 亦 l沫5 0% 以 上 の 指

定 で 使 用 し て お り 、 厚 さ に つ い て は 今 後 ハ ー ド な 使 用 に よ る 床 表 ltil

の似みの初i修のサンタ一般卜けを数 j立にわた って行えるよう 2 0mmの 特

注 物 と し て い る 。

ア マ チ ュ ア ス ポ ー ツ 用 フ ロ ア ー と し て は 適 度 の 'Jl ji性 性 能 が 要 求 さ

れ る が 、 多 目 的 な 使 用 に 要 求 さ れ る 大 術 革 と は 相 反 す る も の で あ る 。

こ の 体 汗 会 館 で は 、 大 相 撲 土 依 部 分 の 2 t/ m' を始め、 1mし準備等に

お け る フ ォ ー ク リ フ ト や 小 引 2ド両のアリーナ采リ入れ等にも耐える

床が必要である 。 その為に特殊 Ｇ［Ｇｩｩ 性床として ＵＰＰｫｧ Ｏ ｭ Ｇ イ ｬ 可豆までは ｾｉｩｬ

性 ゴ ム に よ る 支 持 と し 、 そ れ 以 上 の 大 仰 豆 で は ス チ ー ル に よ る 也 嬢

立; 持となる下地を採用している 。 ま た ア リ ー ナ 出 入 口 、 搬 出 入 U 部

分の床は、リ ｬｩｩ 性床では沈み込みのレベル差が生じる為に ｉｦｾ 接支持下

J也としている 。

このフローリン グを催し物の存 l市等の 設置時に保泌する為、 l末養

生 シー トが用 iE されている シート の 1 校 は 1 . 8 m X 2 0 mで厚さ 2 . 0

mmの 特 殊1m工 さ れ た 塩 化 ビ ニ ル 裂 で ア リ ー ナ 全 而 に 倣 き 込 ま れ る 。

この床養生は計画当初からの課題で、主主生作業の消力化を計 っ て

機械的な巻き取り、リ泣き込み装置の開発、試作を行 った が 、 完 成 品

までは u ら ず 今 回 は 巻 き 取 り は 入 力 に よ る こ と と し た 。 た だ し こ の

巻 き 取 り リ ー ル を 収 納 す る 万 法 と し て ア リ ー ナ 長 辺 の 凶iサ イ ド に 巻

き 取 り リ ー ル 専 用 の 升 降 式 1) フ タ ー を 設 け た 。 こ れ に よ り 知 距 離 の

所 に ス ベ ー ス を と ら ず に 収 納 で き 、 小 人 数 で の 布 i没収納が可能とな

っ ている

(5)  第 1 競 技 場 天 井

ｾｩ＠ Ｑ 競技場天井は、この体育会館のメインの ｾｉｈｊ を ｩ ￭ￌ ｕ ｊＧ，するエレ

メ ン トとして、ここで開催される ｦｩｾ しの 「 はれ 」 の場を象徴するも

の としてデザインした 。 i良j阜の j良のI f r ; をイメージしたポールト尺 )1二

は、 Lとさ 7 m の変形平面を折り 1111げ た ユ ニ ソト約 5 0 0 枚 で 椛 成 さ れ

ている ユ ニ ッ ト は 、 フ レ ー ム を ス チ ー ル フ レ ー ト で 造 り 、 ハ ネ ル

を出ビフ ィル ム を 貼 った グ ラ ス ウ ー ル を H パ ー で 付 き 合 わ せ 接 合 し

て防成してし 、る

反 ＩＱ 二 ｉｾ 五は、ボールト の ＱＱ Ｑ［ ｾ、部分で ＱＴｭ 、阪高 ｛Ｑ で ＱＹｭ イ ｦ り、［ｭ常 の

球技等では天井に当たる・F はあり仰ないことから、 グラ ス ウ ー ル 下

1(0の保 4 問メ y シュ等 は や め て 、 パ )1ニ内に作業時の j高下 [i}j rI : ウ ェ ル

ドメ y シュ を設けている

作ハネルの/ i l 1は、 lti ，ilOOmmの スリ ソトヵ、設けられており、その交点

に!!!1， 1りl 、 空 調 吹 IH、 品 物 ワ イ ヤ 一 等 を お さ め て い る またパJ I : 長は、

メ ンテ用 の キ ャッ トウ オークス ベ ー ス で あ る と ) 1<に、 i'I 然初対! 、 1' 1

然 検 公 用 の チ ャ ンパーとな って お り 、 ぷ )1υ 、ネルスリ ッ トから入 っ

てくる仰j 、排気を民十HfJ'i部の モニタ ー か ら 外 部 へ 排 11¥している こ
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のモニターは、圧縮空気動力による遠隔操作開閉の排煙、排気口が

設けられており、地上3 1 mの屋恨面の風と内部空間の温度差により

設備動力なしでも有効な排煙、排気が可能である 。

第 l 競技場の使用のほとんどが、大会競技、催し等て¥コントロ

ールされた照明を望むことから、 トップライト等による大々的な自

然保光は避け、ヨ: t o1則のト ップサイドライトと客席長辺背部のを、のみ

採光を取り入れている 。 またそれぞれに空気動力可動ルーパ一、電

動ブラインドを設けて、光のコントロ ルを遠隔で行 っている 。

天井中央にはセンタースピーカーを吊り下げているが、デザイン

を天井と合わせて浪に浮かぶ奮のイメージを形成している 。天井面

には他にセンターコート用、プロボクシング等のリング用問明等の

吊物と、集会H寺の撚台用照明 ・吊物、大型映像表示が常設されてい

る。他にも中央部に大相撲用天蓋吊り上げ用ウインチを始め、天井

全国に吊フ ックを設けて多僚な使用に対応する装置を備えている 。

(6) 屋 根

第 l 競技場を覆う約6，OOOm'のボールト屋u{ は、半氷久的な耐久性

を誇る長尺のステンレス鋼板 ( 厚O.4mm) によ って玩かれ、その表面

にはもらいあ!j 及び l坊位対策上フ ッ素樹脂焼付金装が施されている 。

この屋似を完全な防水性能を持つ互俸舟形成のシームレス溶接工法

にて施工し、意匠的に見苦しい裕楼歪をなくす為、屋似材にリブを

付けることてい解消した 。

ステンレスをロール成形する際の作業スペース、スライド吊子を

使用しなくても済む村長の限度、さらに瓜苦1Iに継目を設けない条件

を満足させる為、屋中艮面を三分 Ｇ ｾｦｉｊ した 。 ｼり ｊ 水上の弱点となるジョイ

ント音1I には三重で構成される水返しを設けている 。結主主防止と断熱、

コンサート時の大音響、周辺の H青騒音などの遮音を目的に、ステン

レスの下にフォームポリエチレンを貼ると共にイソシアヌレートフ

ォームと A L C板の二層を設け、 A L C板はジョイント苦1I をシール

して、気管、水密性を高めている 。

(7)  防災計画

この施設は体育館であるが、市街地の中心地という敷地の制約の

中で集会機能を始め多機能の用途を航層集約した絞合建築であり、

安全性については十分に考慮した 。法的には建築基準法上 1 項観覧
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場、消防法上16項イの適用を受けている 。

断面的には大きく第 l 競技場関係を地上 2 階 - 4 階、他施設を地

下 1 階~地下 2 階におさめ、中聞の 1 階を防災上の緩街地借とした c

l 階は前面道路に面した空地につながるピロティ、玄関ホール、ロ

ビー、サービス用ピロティ等の除1 ; 政的な空間で構成して緩衝地帯と

すると共に、安全地帯として避難時の多人数を吸収し、 4 周の道路

にどこからでも退出することを可能にした。

全館の避難の基本的な考え方は、地上の第 1競技場関係とその他

の音1I分とは同時避難の不必要な防火区画を行っている 。 また万一避

難が孟複した場合でも、避難1: 皆の l 階で交錯することのないよう、

各々専用の階段とすると共に、直通で連絡している階段については

1 階 で 2 ヶ所の出口を設けてそれぞれ別々の避難が行えるように配

l怠した 。

第 l 競技場は不特定多数の人 ( 最大約 l 万人 ) を収容する施設で

あるので、短時間のうちに安全に避維できるように特に考慮した 。

基本的には平面形を左右 ・前後対称にして、わかりやすくて避燃施

設のパラつきのない均等な形をとった 。地上 各1: 皆の避難の基本的な

考え方は、平常時使用する経路を使い、外部側に避難するほど安全

性の高い区画に移れるように計画した 。 l 次安全区画のロビー、廊

下、 2 次安全区画である避難階段、バルコニーは、外気に接しなが

ら) 11買を追 って外側IJ に設けると共にたがいに連続性をもたせ避難時の

片寄りを防いでいる 。

集会の機能をもっ多目的ホールは H 皆に置き、直接避難できるよ

うにすると共に、会議室レストランを有する地下 1階は、サンクン

カーデン、ドライエリヤによ って半地下形式をとり、直接地上に. i ! l i

餓できるようにした。

地下 Ｒ 階の第 Ｒ 競技場ゾーンは 、 Ｔ ヶ所のＮｩＡｬ￯ ｾｉｅ 階段を設けて複数

方向の避難を可能にすると共に、外周にそって各所にドライエリヤ

を配して避難はしごによる避難を可能にしている 。

火災発生時には、発見から通報そして適切な誘導及び避難、それ

と初期の消火設備、消防隊による本絡消火を行える設備を配してい

る。消火活動上、 ，建物外周に自己したノミルコニ一、 トライエリヤ、サ

ンクンガーデンは直接外周の道路から進入可能であり、消防隊の速

やかな行動が可能である 。

( おおいずみけんじ、にほんやなぎのリお 日連 e苫，n.)

也挺と社会/ 198; ' 1"- 511' ，;. 31  



構造計画

山 口 猛

(1) 主要構造形式

t，i'; 1 競技場を mう大左足似は欽竹梢ji t とし、官¥1.辺} J l i，)58 .  35m 、長辺

ｽＮ￯ｊ ￭ げ Ｖ Ｎ Ｘ ｭ の立Ｚ持スノ、ンで 、 庇音 ＱＱ 分も含めた投 ＺｪＨ ｾ ｛ ｉｩｪｦｬＧＱは約 Ｕ Ｎ ＳＰＰ げの

fJ H災をイTしている 。 hl 似 Jf付人は半径約50mの円筒形であるが、鉄骨

当日f，Yj 形状は図にぷすように 、ip純支持されている A L C受小浪 、サ ブ

トラス、キールトラス、) 1一面トラスの集約にてげ'tIJ X : している 。

この 大 出似をム Ｚ 持する決構は、 ｉｦｵ ・ ｬμｉＺ ，ｾを組み入れた欽竹 Ｄｊ［ｩｪＩ ｪ コ ン

クリート ilJ ピ附で、 1<": }j ｉｦ ｾ の ｾ ｰＺ li!i ｉ ｦ ｾ をしたがＮ似の川 ｉＺ ，Ｇ ｊ｜ に士、 ｈｬｪ［Ｉ 杉を似

つようにL /¥'! に配世している 。以下 1 1桁まで 一部の$J 、何千子成梁を| 活円、

て問ーの柑I 造形式とし、地1:符は鉄筋コンクリート iii としている 。

(2)  地業・基礎計画

4i ，建物の法従! まはGL - 9m付近で、 JJ ; f i 遊底での地柄は i'I' f l ' 1層の砂

'l 1土 l習とな っている 。Nj l直は 20位! 支であるが、本位物のような大 j従

悦な往築物の. . kn 'J也絵とするには不適当なため、 GL - 23m以 i楽にあ

るj共"h'l砂磯層を支持地税とした 。 この. . k 持病下自11は、 N j直が15位 j交

の j共.flHli 性土であるが、土' l 1 試験および 地中 応力の WIJ JIIのめi度によ

り、粘土の圧*lil 性は非常に 小 さいことを雌認している 。

建物を支持する抗は、 PC抗 、銅色抗、場所11 ちコンクリート抗な

ど多くの何飢があるが、| 坊音 ・|坊振 ・l;jj' 地などの近隣対策 、抗本数

の低減による地工 ｊｴｊ ｉ 聞の生日前 ｩｬ 、基礎 ｊｦ ｾ 状も含めた抗ｼ品 Ａ 係施工貨の低

減などから 'I!II 断し 、本工事には場所打ちコンクリート抗を採用した 。

抗の配置は柱直下に 1 本ずっとし、 fJ '1!lh }J JI ') 力と抗反カの偏心に

よる 1111げモーメン卜が生じないようにし、また制! 万戸，) 力に見合う抗

径を効率よく選定した 。

地下 21:皆に配置されている第 2競 技 場 、柔 ・剣道場は、その床面

. f t ' 1が大きいため通常・の基礎梁配列では浮力に対応できず、本建物で

は礎似の厚さを大きくする こ とによ って向車を明大させ浮力とつり

あわせている 。
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(3)  耐震計画

地 以力を負 ｪ ＱＱ Ｎ する架構は、 地 上 ＱＺ 皆は南 北 ・ Ｊ 西万向とも ｉｦ ￜＧｴ ￭ ＮｩＧｾ壁を

主体とした鉄骨Ｍ鉄筋 コ ンク リ ート架梢としている 。 Ａ品 ｴ￭［ｾ 壁の配置は

名階平首i図にて判断できるが 、両方向 ともできるだけ対林となるよ

うにしている 。 また 地 下階は建物周囲に設ける 地下 外壁を l耐力墜と

して j刊し、るとともに 、階段 室、機械室 、競技場などの周囲に設ける

1:;でを Im，1μ 日正としている 。

(4)  大屋根架構計画

大空11¥1を実現するための構造形式は多くの ，fof[fれがあるが、それら

は‘ 1':1削，: lil llj 、左足似山形状、 1'，:1ill 条件、立地条件、防災計画 、工 'J'; !u1

11¥1、，建 設 '{I( などの設計条件に対応したものとな っている 。本，怨物の

ｷＮ十 Ｑｾ 先日怖の形式をどのようなものにするかについて検討を行 っ たが、

そのｼ努の ｉ Ａｊ ｊ ｉ 却 ｩＩ ， ｾｩｖ［ として下記のものを巧 ー えた 。

. 1五十H形;1止の円筒形を構造体にて形成。

・反似 ItrI 1' ，:1 ifI を下計11当日怖に安全 ・(!'(g;たに伝達。

. hl 十HIIII をJ 〈える古11分での水平変位 ( スライド ;11) が過大になら

ない。

. '.31十Ul uiから下古1¥梨備に伝えられるイ，:iiU ( J.f il( ( ・水、1': }j li ，) とも )

により、下計1¥処摘に過大な l;tlJ が生じない 。

・ Ａ五十 ｎｾｾｦ Ｎｶ ｩ に生じる応力が、屋似 ｉ ￍｬ ￮ をぶえる日 Ｑ ｜ 分での文持状態

( ぶ 1，¥条件 ) てι 大きな差が生じない 。

・屋十1{ J. J ; 竹の製作において、? 反対tな作業をも反ブJ 少なくできる架椛

ｉｦ ｾ ｊＺ｜Ｚ 。

・雇 fl{ 鉄廿亙 i止を少なくし、経済 '1企を iι ボ。

. 1反設も含め建設が容易で、かつ工j羽生¥(*1( iを凶る 。

主要情造形式で記したように、屋十Hは欽付・構造としているが、鉄

中 ｪ Ｂ 附 ｩｩｅ としても多くの当日柿形式がある 。 ｦＹ Ｑ Ｑ えば、半円 ｉｦｾ の平而トラ

スを平行に並べて組み合わせ、屋十民間l ブレース等で立体処怖とする

円筒シェル j形式、立体t i Hをk : I l み合わせて円筒形状を f' 8i日比する立体

トラス形式、 械部分に主トラスを設けるキールトラス j形式なとがあ

る。 それら形式を判断基準に 1H1らし合わせ、また附i I t l彰式として 1'1:f

if( の以遠がH月刊: なものとして図に示すキールトラス形式を係用した。

( やまく・ち たけし/ 日建設計)
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空調設備計画

加 藤 晃

大 高 一 博

本体育会館のさを調計画は、基本設計段階で行 った既存体育館の調

食と 、それらの地設管理者の方々からのヒアリングが重要なベース

となって具体化された。従 ってその特徴は、利用者に対する快適る

室 内環境の提供はもとより、それを施設管理制IJ からみて、最小の述

転経費と、使い易い設備によって実現することを目付: としたことに

ある 。以下にその主たる項目を述べる 。

(1)  第 1 ・第 2 競技場、柔剣道場の空調設備

熱il!，tは基本屯力料金を低減するためすべて都市ガスとし、ポンフ、

空調機等の関連動力は自家用発電機 ( 非常用兼用 ) から供給してい

る。効率的な水による熱搬送を行うため、第 1 競技場は小型分散空

調機方式、第 2 競技場 ・柔剣道場はファンコイルユニ γ ト万式を係

用した。 また第 1 .  ｾ［＠ 2 競妓場は、暖房効率向上のため気 j耳目先件シ

ステムを装備した 。

(2)  管理事務室、レストラン等諸室の空調設備

管理事務室 ・レストラン等務室は、使用頻度、時間が全〈銭なる

ことから、競技場系統とは熱源を分離した 。 またその中でも更に使

用形態の特殊なものは全電気方式による分散熱源化を徹底した 。

(3)  第 1 ・第 2 競技場、柔剣道場の機械換気設備

利用者への十分な新鮮外気の供給を前提に、唱球・バドミ ントン

等気流に敏感なスポーツに ;jij 響しないよう、吹出、 l吸込口計画に儲

意した ( 微風速での床周囲 l吹出 、天井 l汲込等)。 また送風機験台を排

除するため消音も十分に行った 。送風機は用途別、部屋思I j に個別l化

し、徹底してセントラルは避け、更に各季節の外気状態によ って換

気畳翻撃ができるよう台数分割、可変風量送風機、極数変換モータ

一等を全面的に採用した 。 なお第 1 競校場は大相撲開催11寺の喫煙に

よる煙を除去するため炉機に屯極をもっ静屯式フィルターを設けた 。

(4)  第 1 競技場の自然換気設備

自然換気を促進するため、屋恨に建築と一体化した風力換気装笹

( エアニモニター ) を設けた( 写真) 。 屋外の自然風によって室内空

気を吸引、排出する機能を有し、 3 - 4  m/s の外部風速下で換気回数

3 - 4 回/ H ( ほぽ機械換気能力に匹敵) を確保する。給気は 東西外

壁面より換気ダンパを経て観客席天井面より供給され、窓や扉は閉

めたままでも年間j に渡りエネルギーを一切使わず良好な換気が可能

である 。

大阪府立体育会館特集

第 1 競技場の空調・換気

空 胸 換 気
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暖房

建築 と一体化された風力換気モニター

これにより機械換気に相当する自然換気量が有風時( 3  - 4  m/秒) に得られる

(5)  衛生消火設備

多目的な大規模ホールの給水設備の問題は、通常のアマチュア利

用11寺と多数の観客収容時の給水量の差に起因する受水借や配管内の

長J l J Ji11¥留水 ( 死水) 対策にある 。本体育会館では、まず受水槽と配

ヤ? を飲用水と雑用水( 便所洗浄水) に分離した上、飲用受水槽を常

用とイベント用とに分害IJ した 。更に配管内の長WP滞留水をイベント

前に新しい市水と交換し、古い水を維用水糟に回収するため、回収

配管と受水槽切り替えを含む自動制御設備を設けた。

衛生器具、排水設備て、は、特に異物政流による配管詰まりの対策

として、帰除口付き大便器、 トラ y プ治脱壁掛小便様、汚水配管の

サイズア ップ、配管掃除口、カ ッター付プレードレス水中ポンプ等

に留立した 。

( かとう あきら、おおたか かずひろ/ 日控設計)
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電気設備計画

藤 岡 茂

は じ め に

当ぷ怖を，lli1hj す る に あ た って、特に併; 日l訂正の iル'i )  J 化と i勺コスト化

を コ ン セ フ ト と し て や げ 、 総 々 の l 人- を，試みた その工夫に特にス

ホ ッ トをあてながら五欠ぷ制ii について制介する

(1)  電 源 設 備

受変 ＧＱ ｬＡＮ Ｑｾ 止ｦｉｩｉ ｩ 芥 ｩ､ は Ｓ Ｎ ＷＲＵ ｋｖａ あり、その ｬ 川、Ｉ， ｈＨＨｉＨｊ ，没 ｦＱｩｩｩ は ＲＮ 950K V A、

その他村株" 山14l が、P! f: f ，)I(11りi 等775 ｋｖａ ｊｔｊ 立されている 。 ｾＧ､ ［￞Ｚ ｦｦ 会

自立の平IJ 川f ，' はアマチュアが主体であるため、 t!f : fi ＩＱＨＱＱ リ Ｑ ・ ｩｾｾ Ｑｉ乏 ｊＯｪ ・ ｾｩｲＺ の

施ぷの干IJ 川 J.Ti i伎は少ないと- f'i l!l l さ れ 、 全 て の ぷf1iii カ、フルに利用され

る こ と は 極 め て 何i れであると Jf えられる 。 したが ってこの状態のま

までは、 '，!L1J 半il 令の内、契約' ，l!: 1J の， 'i める' ，1111イ干が向くなり紙凶作j て併

はなし、 。 したが ってヒークカ ソトJIJ 'i t' ，l ! : 機を 1却す、より統治的に J!s

ｊｉｬできるよう巧 ｊＮＦ した 。 また Ｑ 正気本は Ｓ ケ Ｑｾ 十に分散し、￭Ｇｴ 1' ，:i の 集 '1-'

している庁 ｬ￭ｾ ￌＢこ，没けた 。

(2)  中 央 監 視 盤 設 備

一 般 (I(J な g没fliii
'
，ι 悦 iI，IJ i 仰の他に、 ｊ地 ｊ庖血 ιｴ 没の寸千午 ｊキ不約 ａ勺 ＨｊＧ にこ ｊ ， ｉｾ づ〈並動 ｩ ｽｪ以ブ力 ｊ '  )1(1. ｾ印別リ引 ｬ の

7党H'引目

j泊凶{化ヒさ 1れL、 インフ ントの 'I!吋!f: i，わ i品L左カがf 図h た またこの↑h付的}Y古4Yi 宇将綴}証i は、 スホ一ツ

↑仙lf山'Vi 判縦i コ一ナ一の立端; 品出i品i末 (刊日別|リl打j途金 ) カか、らも干利|リ1 m刊でで.き、 一般平IJ J I 1. f ¥ーにも的報

提 供 さ れ る こ と と な った。主たる機能は下，; じの j凶りである 。

.  ' ]:'Oi' ，l!: .  Ｕｾｈｌ 機の ｾＺｦ［ｩ ＧＮ ＱＺ見 ・ ￭ｬ 刊行制 ｬ

・ デ Ｗ ンド ￭ｬ ｊ｜Ｉｩｊ倒 ｬ 、力 ｡ ド ￭ｾｬ Ｉｩｊ制 ｉ

・5t' ，l ! : 機の rt 1" 日il J¥1i制l 、1).i'，l!: il ，lli :F1I 

• Ｇｉ［ｾ＠ ，Vt.j ![i }j 1  ｊ ・ Ｑ Ｑ ＨＱ Ｑ りＡのチ約 Ｉｾ［ｾｬｬＡ に ｊＱＱｊ つ ｩ < スケジュール: ' l e : f";':

・ れ ［ｊＨ 閉め ［ｫＨ 立 ｾＺＱ［ｩ 悦｟，ｪｊＧＮひに名， ｬｬＧｩ ｬＡｬ｝ｦ ｬｬｬ の ｼ ード ｉｾｬｾ ｉｈＺｾ＠ f.見

Ｎ ｻ十機総の ［ｦ 転 ・ 故 Ｑ［ＱＧｾｉＺｊ Ｂｊ Ｉｪ の締 ｲＺ ｪＱＧ ｪ 叶 ｾｈ

・i'i-，l hl!l Jll{( の H 報{ 乍成

(3)  予 約 管E里システム

施設 ｪ 注Ｇ日 ｗ Ｎｦ ＧｉＡＮ のイ ＧＷｾＱＱＡ｟ 化をｼ文ｼるために、ＺＺｊ ＧｉＮｲｴｩｬｬｩｩ を，ＨＡ￯ ｬｨｪ した 。 当シス

テムは、 fjijj 坐した中央町t 悦 位 と 、 テ ー タ の 共 通 化 を 行 っており、ぇ;t

l1ii iW.f' l! のす'i1J 化にも大きくピ (1欲している ま た 機 能 と し て は 、 千 約

竹Ｎｦ ＧｉＡ の他に引 ｩｩＱＱ Ｑ ＱＱＱ 竹 ｾｬｬＡ 、料イ ｰ 竹［ＮｦＧＱｌ ｬｈＧＮｻｦ，竹 ｾｬ ｪＡＮを行 っ ており、 ￭ｭ ￭ｬＮ， ｉ ＺＺ ，

，:，'i: ドJi の :;UJ はもとよリ、年! 立末のH な々統，l I ' ，こも役立つよう，l I 'r li j

さi l ている 。
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上・中央監視盤 下・予約管理システム

(4)  照 明 設 備

ｾｾ＠ 1  ｾ技場においては、 ｔｖ ｉｪＧ制Ｚ場の必虫 Ａｗ ｬｊ交を巧 ｬ 長し釘￬ｉ ｻＨｉＨｬｪＡＡＨｉＮｊ Ａｴ

を ｉｾＧ ， Ｇｪ くとるよう工メとしたが、鋭校 ＱＨｬｪ の端については、ハトンによる

tlliDJJ !!(I.I りlにて !I(I. 伎 を 的 似 す る こ と と し た 光悦については、i ¥I( 色'1' 1

を J] 'hhしメタルハライド' ，[;:J主とした またぶ| 見1，ロ ヒーについても

士) J 午の良い、メタルハライド' ，l!: J求 ・'iil.iUJ を使J r J した 。

主要弁当{ の l何度は |ご記の j泊りである

・ ｾＢＧ［ 1 競 技 場 1. 500L x  

・そ の 他 税 技 場 1.500L x

• 'IQ:指定 500L x  

- ロビー 150L x  

- 会 議 主 500L x  

(5)  大 型 映 像 設 備 ( 第 1 競技場)

世 は ま さ に 映 像 附 代 で あ り 、 係 々 な 鋭 校 場 に 、 大 1¥'! I!J)(f 象設備が導

入されている 。 Ｎ＾ＮＱ ＧＱ ＱＮ本育館においても、 ＳＮＲ ｭ ｘＴ Ｎ Ｓ ｭ の￬ＱｾＧ｜Ｍ，Ｇ，式 ｬ 映像装

泣が設備さ h 、f!J;.'.'.... ｾミソ｝、、 ｩ 左手初介等の月 ｊｪ 主に干 ＱＱｭ できる 。

(6) 音 響 設 備 ( 第 1 競技場)

セ ン タ ー ス ヒ ー カ 一 、 ス テ ー ジ ス ヒ ー カ ー ( 移 動 用 ) に よ り 、 大

会、式典、" ，' l i iiI( 等の子f ，Ｎｾｾｾ＠ .  iiIi ｈｾ が可能である 。

また ￞Ａ｛Ｚｦ￬ｦ 立ｾによるハターン設定がされておリ、谷坊に円的にあ

った放送ノ、ターンを選択することができる 。

(7 ) 舞台 機 構 設 備

＿干楽会 ・ 栴 ｉｾ 日投、スホーツ補助 ＩＡＨＨｉ 引用として、各Ｎｦｩｉｬのノミトンをそ

なえている 。

(8)  舞 台 照 明 設 備

スホーツ川和I i J l jJ !'(( 1明、 T![，fi 用 サ ス ぺ ン シ ョ ン ラ イ ト 、 ヒ ン ス ホ ッ

トをそなえている 。 また' 必 iJ t，! は500K V A用 意 さ れ て お り 、 持 ち 込 み

探れにも対応できる 。

( ふじおか しげる/ 日建設計)



施 工

1  ，解体工事

若 井 正 次

藤 井 孝 曇

旧{ 本育館の競技場は 3 8 X 5 0 mの大きさのダイヤモンドトラス鉄骨

出似がかか っており、屋似rl" 央部を仮支持しておいて昼似仕上村と

共に鉄骨を分' ，IIIJ 1;1)陸fr し、大Y11 クレーンにより吊り| 峰ろし解体するな

ど、近隣に対する公害防止に制心の注意を払い、約 2 カ月で解体を

完了した 。

2 ，総合仮設計画

使間許可された北面道路側入口 2 カ所から資材 の搬入、搬出を行

い、タワークレー ン( 200 t  '  m)  2  ii により地下および地上階の鉄骨- 建

方、 411窃IJ きを行った。

第 2 競技場が地下 2 ド皆から 2 階床にかけた 11大抜構造とな っている

ため、 11猪口f-J u古11に作業構f; を全面に保設し、その上音11の第 1 競技

大阪府立体育会館特集

写真 1 地上階躯体工事中

場用2 I i 皆床に仮設Bf. J ＱＱ を設け、 Ｑｾ［ￎ 捌きに使用した 。

使用資材のボリュームは JI =1;: ，- に膨大で、特に地下 ilU1IJ 工 'J'; の故脱

却jには、資料搬入 'I i r，lij 、生コ ン'Il 、タンプカーを今わせて 1 日 300

- 400i i に達したため、その動k:)j( ・11与11[ ] 訓終には相 |当苦心した 。

昭和60年 3 月下旬に A!?工したものの、近隣問題等から似問いに苅

子できたのは 4 J l 下旬であり、残された工Jj J J はI n 体育館解体工事を

含めて 21 カ月しかなく、また近隣協定による作業時間の拘束もあり、

大幅な工 ｊｾｊ 短縮をＱＮ Ｑ る必要があ っ た 。 企業体各社による技術委日会

を設置し、全力をあげて般々な角度から検討した結果、主なものと

して

① 地下工事に対する逆打工法

② 大屋線鉄骨工・芥に対する償引き工法

③ 第 l 競技場天井工' ] : ¥- に対するスライド工法

をJ采用することにした 。

図

11I ダンプトラ y ク
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写真 2 逆打工法による地下工事

3. 逆 打 工 法 に よ る 地 下 工 事

地下工事の規模は 105mX 6 6 m X 深さ 9 .2 mて¥約61，000m'の瓶削

をする必要があ った。平面的に非常に大きいため、切梁工法では時

間がかかりすぎ、アースアンカー工法は隣家および道路の占用許可

の問題で採用が灘しいので、逆打工法を採用した 。

(1) 山留工事

現場に接近した隣家はすべて杭がなく、 ;'1]積砂層に直接基礎で支

持された建物のため、 山留壁は止水性に優れた柱列連続壁(ONS 工

法 ) を採用した 。 また、地下水の湯水による周辺地盤沈下の防止お

よび下水使用料の低減のため、山留壁を ｇｌ ＭＱＵｭ まで根入れしｾ水

併とした 。

この建物は地下階に吹抜けが多く、 山留i ¥i の変形を最少!浪に 押 さ

えるため斜め切梁により補強したが、その配置は複雑なものとな っ

た。 しかし隣家にほとんど影響を与えることなく地下工事を完成す

ることができた 。

(2) 逆打支柱の建込み

地下総造は R C造の設計であ ったため 、仮設の逆打支位を建込み、

脇 工H寺の荷重を支持することにした 。位 iらと杭芯、にずれがあるため、

逆打支柱の建込位置は杭 ・地下極体鉄筋と当たらないように l 本 1

本検討して決めた 。 しかし、逆打支柱に極厚 H 型鋼を使用したため、

わずかな建込み誤差が生じても梁筋 ｲｾＧ 通による断面欠如が大きくな

るため、正確に建込む必要かあ った。 そのため、杭』原向IJ 終了後逆打

支柱を建込み、頭部位置決め特殊治具、うき式丞直結度 illiJ 定様、 2

段ストローク式油圧ジャ ッキ等を用い 、建ちを修正した後杭コンク

リート打設を行う先決め方式を係用した 。 その結果、建込み精度は

かなりの高村 j支を石在保できたとみ一えている 。

(3)  掘削、地下躯体工事

山留工事終了後G L- 2 mまで一 次掘削を行い、そこから杭 ・逆打

支柱建込工事を施工した 。逆打工法による偲削および地下躯体工事

は、約8 ，000m'に及ぶ床面積を 4工区に分; 守IJ し、各工区間での作業の

山くずしを計った 。 また、 山留支保工として必要な! l I K ¥体コンクリー

ト強度の発現と、次段階偲削の開始時期との関係を与層、して各工区

の作業順序を決めた 。
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写真 3 大屋根の鉄骨建方開始

4. 横 引 き 工 法 に よ る 大 屋 根 鉄 骨 工 事

重量約2，000 t に及ふ‘ 大屋根鉄骨の建方は種々の工法が考えられた

が、次のような理由から横引 き工法を採用することにした 。

①敷地条件として北側しか進入道路がなく、また建物外部からの

作業ができない 。

②大屋恨が架かるメインのアリーナ ( 第 l 競技場) が 2 階にあるた

め、通常の鉄骨建方工法では 2 階の床を夕、メにしなければなら

ず、工WJ が間に合わない 。

③ 鉄骨の霊f立が大きく、建物内部からの鉄骨建方が揚重機の調達 、

1 階の床補強等から難しい。

(1 ) 横引きの手順

図 2 に示すように、大屋根鉄骨 12スノ マン(76 8 m )を 2 スパンずつ

6 分割し、第 l ブロ ックの 2 スパン分の鉄骨を組み立てた後、第 1

回椴引さで 2 スパン分( l 2.8 m) を移動させる 。続いて第 2 ブロ ック

の鉄骨を組み立て、接合し、第 2 回横引きでは第 1 ・第 2 ブロ ック

の鉄骨をさらに 2 スパン分( l 2 .8 m)移動させる 。 この作業を 5 回繰

り返し、合計 5 ブロ ックの鉄骨を 64 .0 m横引きする 。最後の第 6 ブ

ロ ックの鉄骨は所定の位置で組み立て、接合し、大屋恨鉄骨の組み

立てが完了する 。

l プロ J ク組立
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図 2 大屋根施工手順



写真 4 機引き構台

(2)  横引き繕台

大屋線鉄骨は一宮 ＱＱ だけて、独立して安定な架椛にできない ｦＧｉｙｾ 近のた

め、中央に完成時まで大屋似を支持しておくことができ、かつ償' : l l

き用のレールとして使用できる構台 ( 横引き構台 ) が必要になる 。

また 、大屋般は完成H、子には IIq周吉11だけで支持されるかまぼこ引の

形状のため、l i . ' iin トラスとキールトラスの下回のレベルに段差があ

る。 この段差を測強するため、償引き構1今は上下 2 つに分宵11 し、上

官11の術性i Ｈ移動 ｦ￬ｙｾ 台Ｉは鉄十Ａと一祁に下苦 ＱＱ の構内 Ｈ ｬ￬ｩｬ 定情合 Ｉ 上を横移

動していくように計画した 。

倹引き用固定4荷台組立

2  

-炉

償引き用1荷台解体

大阪府立体育会館特集

写真 5 検引きジャ ッキ

償引き締台はその使用目的上高い組み立て粘 j支が要求されるため、

約800t の鋼材を本設鉄' i ' l " . 1tの品質管理を行い製作した 。その結果、

横引き構台の組み立てあ' i J . 立は、水平 ・鉛直変位とも: ! : 5  mmJ ; J ，内に納

まり満足すべき結* がれi られた 。

(3)  横引き荷重

寄与i 5 回の徽引き H寺の lぜ似の大きさは、完成H寺76 . 8 mX 5 8 .4 mの大

きさの5/6の64. 0111 X58. 4mであり 、illl 立は約 2，000 l である( 完成

時約2 ，400 t  )。 これを 44カ所のすべり支承で支持しながら櫛引きし

Tこ。

第 1フロ ック組立

ジャッキダウン

-砂

&ヘ

ｾ＠

ｾ＠
dよ¥

... 

第 3 フロ ック組立

図 3 t黄引き工法による大屋根施工手順

控祭と社会/ 叩肝 fト511' ; . 37  



写真 6 横引き工事中の大屋根

(4)  すべり支承部の繕造

すべり支象者11は厚さ 30mmの! . ' i J 密度ポリエチレンで、 il'JI 滑 iUl を喰 っ

たステンレスレールプレート上を滑らせた 。 このすべり支承部の} 空

機抵抗は、自 ｲｦｦ 止摩擦係数で約 ＰＮＱ 、 ｷￎｊｊ 管燦係数て涼 ｾｊｏＮ 05である 。

(5) 横引きシステム

機引き装置は ilI l圧ジャ ッキ 4f i とロ ッ ド8 ，-j s: からな っており、そ

の仕僚は次のようである 。

油圧ジャ ッキ illl 圧力 150 l 、ストローク 1. 050mm

ロ ッ ド: ねじ付PC鋼体必32mm、.O36mm

この装置による横引きスピードはが' J 15cm/ 分であ った。

(6) 計測し制御システム

被引き構台およびロ ッ ドの応1J は、ストレインゲージ 124点とハソ

コンによる向動 iHl I定、また櫛引き椛手; の変形についてはトランシ ッ

ト、レベルにより手動測定を行 った。 r- 1!fi}J iHl I定については官: 理限界

値を定め、これを越える応力が iWI 定された場合は直ちに横引きを停

止するようなシステムとした 。

(7) 横引き構台の荷重解除

移動椛台頭音11にrrll 庄ジャ γ キ( 120 l  X 犯行、 200 L  X  4  fi 、400 l  

X 4 台) を組み込んでおき、大屋桜完成後ジャ y 占干の ilI l圧 を 抜 < (ジ

ャッキダウン ) ことにより荷屯解除を行 った。

38 建策と社会 / 1987' 1' . 5 I1 '，; 

(8) 設備、仕上工事

大医似鉄骨建万にやや遅れて、設備工，)_ ¥. 、仕上工' ) ' ; を施工した 。

償引きするにしたが って大屋似先端部はタワークレーン (400 l ・m) が

届かなくなるので、キールトラス上にジプクレーン ( 60t . m) を設置

し、設備および仕上村の術捌きに佼則したＨＱ ｪＺ 兵 Ｖ 参 ｾＨｏ 。 この崖似

面は曲師で、特に粁付近はかなりの j色、勾配( 約33・) になるため、実物

大の音11分模別 ( W= 1 . 5 m、 L = 3 0 m、H = 12. 5m) を作成し、作業の

安全性確保について検討を行 った。

以上のように、我が国て' 抜大規肢の機 ';)1 き工 ')Cとな ったが、大出

恨鉄骨往万を 6 月初旬、第 l 回償引きを 6 月rl' もj に開始して以米 8

月十万全] に第 5 凪横引きを無事完了し、 9 n  ｾＱＱＱｊ にジャ ｹ キタウンを

1Tった。



写真 7 スライド工法による天井，{ ネ J レの施工

5 . ス ラ イ ド 工 法 に よ る 天 井 工 事

ｾＢＧ｜＠ 1 競技場は、高さ 19 mのパ ネル形式の Iltl ITii天.j lニを持 ったメイン

アリーナである 。 この天井を通常の工法で地工するためには膨大な

作業足場を組む必要があるが 大幅な工Jl J I 短縮を計るため、無足場

で地工できる新開発のスライド工法を採ITJ した 。

(1)  工法の概要

この工法は、パネル型式の天井のパネルをハンカーレールに吊り

下げて、 パネルのブロ y クを横' ) 1きすることによ って、天井口さが

lf5い大空間構造物の天井を無足場で地工できるようにした工法であ

る。

天井下地にはハンガーレールを用い これを鉄骨佳 );1時にあらか

じめ取り付けておく 。天子|ニノ マネルの吊りボルトの先端に消ー JI1 を取り

付けておき、天井パネル取り付け用構台上でこの天井ノ、ネルをハン

ガーレールに吊り込む。

hl り込んだ天井ノ マネルは、レベル調悠しながら 1 - 2 スノ、ン分 ( 50

- 100枚) を. i A結する 。

i主結した天 )1ニノ マネルのブロ ックは、全体の IM]I]性を舵認のうえ牽 01

mワイヤに接続し、ウインチなどの作業工只を使月] して、天チ|二ノ f ネ

ル取り付け問椛f; の反対111リからワイヤをつ| っ振り、ブロ ック全体を

大阪府立体育会館特集

ゆっくりと横移動させる 。移動したブロ y クは端部より順次所定の

位置にセ ッ トし、: I l 主結することにより無足場で天井が地工できる 。

(2)  スライド工法によるメリット

このスライド工法には次めようなメリ ッ トがある 。

①天井仕上げ用の足場が不安になるため、特に天井刊さが高い大

空間構造物では大幅なコストタウンが可能になる 。

②天井仕上げ用の足場が不安になるため、 j未仕上げ工・J' i . が並行し

て施工でき、大幅な工期短縮が可能になる 。

③ 作業のほとんどが天井ノ マネル取り付け用椛台上で行えるため、

高所での危険作業が大幅に蜂減でき、安全性が向上する 。

④作業が一定の場所で行えるため、品質管埋が容易になる 。

(3)  スライド工事の概要

天井関m 3，323m'( 内スライド工法による崎工面積2 ，404m')

天井の高さ 19 m 

天井パネルの枚数 517枚( 内スライド工法による施工枚数374枚 )

天井パネルの大きさ 7  .  77 m X  1  .  27 m 

天井ノ ぞネルの丞さ 84kgj 枚

スライド工期 20 日

スライド回数 5 回

最大スライド距離 67 .2 m 

住策と社会 / 1987年 5 11 り 39 



大阪府立体育会館特集

図 4 断面図

6. おわりに

種々 の 大規院で大胆な工 ｗｉｾ ｖＺ総 ｩ 工法を導入し、大 きな成 Ｊを あげ

ることができたが、大阪を代表 ーする 総司ＧＧＧ￭ ｊ 千、出ｉｦ ｾ 械 の ｲ ｬＢ 心地 Ｇｗｩ で の厳

しい敷地条件のなかで、 iCi J支な設計条件を克服しなければならず、

ぎりぎりまで工期との ｬｩＨ ｊｴｾ、であったが、何とかて ｊｕｉ 内に竣工させる

560年
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ことができた 。 また、安全面でも綿密な述絡調盤、. f l 'l極的な K Y 活

動、徹底的な安全教育を実施した結来、高所作業が多い工 '1'; にもか

かわらず 112万時間lの全工JJJI 無災: 占記録を達成することができた。

4  5  6  
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日 了
後n壁 仕 上

二重ピ y 卜内仕上

v  

排水

3ご
外情工事

v  
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天井新時代とも言える

無足場工法を実現。

大阪府立体育会館

大阪府立体育会館の天井工事において建築界の永年の夢ともい

える 1!¥rc足場天j j:}jf[工に取り車11み、 i差に実現したのがこの新 E

ｩＱｾ です 。 大Ｇセ ＱＱ Ｑ｝ スライド工法とも 言 われるこの工法を導入し

た結果、 工J¥) Jのf砂市やコストの時減という初)gJの 1r的を述成

したばかりではなく、 _[' j rの安令陀や品質行理の面で‘ も大き

な成巣をとげることができました。 まさに fili l則的な工法の開

発です。

テクニカル・データ

・天井パネルスライド工法概要

・施工規模

天井面積. 長さ 75. 2mx 幅44. 2m =3.  323m'  

( 内スライド 工法による施工面積2.404m')

天 井 高 ・I SGL より最高部まで25. 2m

端 部 ま で19. 5m

- 天井パネル

イ士 綴: スチ ールフレ ーム厚1 . 6 曲げ加工焼付塗装仕上

ガラス繊維成型板( ノ、ィラ一トン) 厚25力一フ付

(ジ ョイント部30Hノてー)

裏 面 溶 接 金 網 鮎 厚3. 2 牽引用単車( 主 4) 4ケ 処 取 付

牽 引 ブ ロックごとに連絡材にて接続

サ イ ズ . 長辺約7. 770mm x 短 辺 約1. 200mm

量 : ＸＴｫｾＯ 枚

数 量 ・全パネル数524枚( 標準サイズ414枚 半 サ イ ズ100枚，異裂10枚)

内スライド工法による施工 377枚

スライド工期 20臼

スライド回数 ・5回

最大スライド距離 。57. 2m

U 無足場新時代

アイテム

・内外装創作パネル

アルミニウム ・ステン レス・スチール

・各種内装仕上工事

. OKUJ U式パーティシ ョンシステム"NS-P' NS-P W"  

防火権造: 第126号・第127号・第242号・第529号

1時間耐火構造: W10凹 ' W1052

2時間耐火構造: W2104' W2110・W2149

遮音矯造: 第4号・第5号・第45号・第59号・第61号・第114号

・装飾天井、、クロッパー"

チェックル ・マイルドチェックル・ブロック ・アンプリ ・

キャストル・メタルグロリア ・サ二一ライン ・

サ二一スパン・レインボー・パイプル・

ワイヤーネット・アーテ イスト ・フォーカス ・ミヤピ

・OKUJ U式軽量鉄骨天井 ・間仕切 (J IS製昂)

・片面壁システム"J W工法H

・天井点検口" AL T S"

. OKUJ U式システムシーリ ング

、、A L T S工法11 '¥J ライン工法M

、、A L T Sクリーン工法" "A L T S鎗貼工法H

・天井防煙壁( 固定式・可動式〉、、ケムノン"

・グラスウール不燃・吸音・断熱天井材、、八イラ一トン"

・製作金物工事

J IS工 喝 許 可 番 号 車581∞7号 第 珂2047号

ロ脳血副⑧

⑮ 奥 村 重 呉 街 株 式 会 社

本 社/ 大阪市北区西天満 5丁目 3番 7号 〒530 n (06)312-4131聞

東 京 支 庖 / 東 京 都 港 区 新 橋 4 丁 目 2 番 〒105 n (03)437-336 1  

九州支底/ 福岡市博多区住吉2丁目 16番27号 〒812 n (092)291-0459 

名古屋営業所 合 (052)522-5436 仙台営襲所 宮(022)265-6568

宮 崎 営 業 所 宮 (0985)22-7311 償浜営実所 宮 (045) 662-5403 



やわらかな担面は、

スポー- ツの爽' 快感。

体育会館のアーチ状の屋根。その美しし、ドレープが連続するやわらかな曲而は、

日本ステンレスの P &Pステンレス防水工法。いままでの防水工法のように、防

水材と下地を密着きせず、ステンレス薄板をシーム溶接した1枚のメンブレン

( 皮膜) カミ防水層にも屋根にもなるフレキシフツレな工法て、す。軽量てありながら

|耐候性、水密性は万全。すでに数多くの体育館をはじめ、スポーツ施設、公民

館、図書館、美術館、校舎、マンショλ オフィスヒツレなど、さまざまな用途でお使

し、し、ただいております。「質ーから昧へ」より建物にテイス卜が求められるこれからの

時 代。P &Pステンレス防水工法は、建築家のイメージ領域を広げる工法として、

さらに技術を磨きます。

F!P誕二

|l 回| 自粛ヌテルス|

本社 : 東京都新宿区本塩町8- 2 TEL. 03- 358- 9477 

支庖: 大阪府大阪市東区北浜5- 26 TEL.06- 220- 8676 

営業所: 指岡/ 広島/ 名古屋/ 新潟/ 札 幌



新 装 な っ た 大 阪 府 立 体 育 会 館 の 壁 面 を 飾 る タ イ ル は 、 重 厚 な 建 物 に 相 応

し い 色 と 艶 を 持 っ て お り ま す 。

「 窯 変 」 と 呼 ん で お り ま す こ の タ イ ル は 、 光 と 影 の 折 り な す 変 化 の 様 を

と ら え て 、 様 々 な 表 情 を 醸 し だ し ま す 。

混 沌 と し た 現 代 に 確 か な 礎 を 築 く の が 窯 変 タ イ ル で す 。

「

窯

変

」

。
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大阪府立体育会館関連広告

佐重通詞 ｬ 副両三 ｊ ｴ 菰 ｉｐｌｾ 言牽 ｅ ・・・

は世界の

な都市空間を

イトしています二

ｦｊｗＺ の行 ｬ￭､ｪνｾＱ Ｑ ｜ｪ に ｊｾ しく ｈ 央えるサソシ 。 ｙｋｋ

では機 Ｈｪｾ ｊｩを初 ｩ めた＿付 ｉｮｬｾＢγＱ ＧＱＰ能サ ソシから ｼ析

熱サ ッシ、| 山内サッシなとe の111-妹サッシまで、

仏! 代位きたの tfl な ニ ー ズ lこ! 必えています。 そ

の出品' { ' t ! il 1' 1  1λl はもとより j除外まて t くの

施 |了H uで，;11:
11)1 されています。

Y K K  
吉 田 工 業 株 式 会 社

本社. 〒 101 東京都千代田区神田和泉町 1 t r03- 864- 2190 

支広: 〒 540 大阪市東区谷町ト25- 1 tr 06- 945-0568 

2 2 5卒田タ仰じ

本社矢板市西区阿波座ト| ー 10( ⑤ 550) 1i 06(532) 1231 

大 阪 后 吹 田 后 工 務 部 京 都 支 居

符 戸 支 后 広 島 支 后 岡 山 支 后 金 沢 支 庖

大 津 支 后 戸ク戸ピ戸芦野 施 工 部
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構 造が 変ってもピ: a1 ' ド酷粛の信頼は変らない

営業 品目

・ビニロイド防水工事

・アコシート防水

- D N防 水 工 事

- 1呆温 ・保; 令防熱工事

・シポレックス工事

・三星プラスオール製造・販売

θ 三 星 産 業 株 式 会 社

- 三星プラスタイル貼工事 ・三星シーリング材製造 ・販 売

大阪営喋所 大阪市西区京町堀ト 10-18( 大栄東館 l TEL. 06(443l 9721 

・本 社 東 京 (292) 1961附 ・札幌 (551 )3781仰 ・仙台 (62)5201

・名古屋 (931 ＩＳＳＹＰｾ 咽 ・ 福岡 ＨＷＸＱＩＳＳＶＱ 柑



大阪府立体育会館関連広告

o k a n - 孔. J r、a

さ、次は

宴会|会議|ノレ到ー

に、間仕切りましょう。

お隣さんのスピーチや拍手がもれてくるようでは

台なし。やむなく、 間仕切りを 2重にしたと k

遮音のための笠li¥J七没けたとか、あるL、は時間を

ズラしたなど 、 いろいろなご苦労言舌をよく耳に

します。 ところが、 オカムラ会心のずば依けた

遮音能力の移動mJ仕切り ・フエローウォーゾレ90を

ご紹介すると、そんな声もピシヤリ。45dB 1:.¥、う

固定壁なみの遮音能力と、 1 人でら( らく操作

て‘ きる手軽きて; フロアをフノレ{ こご活用L 、ただい

ていま丸「必像以上の遮音性」。これ以フエロ

ーウォーノレ90をご採 HJ くださった皆さま方の共通

した第一声です。

|フz ローヲォー11190 I  

1l 1J hヲ

株 式 会 従 岡 村 般 作 所

大阪申央営業所

〒540' "眼用良区様健2-¥.61 ツイン11

M旧タワー25幡 宮蝿( 282) 4031

950m' の大宴会場を6つの宴会場に仕切り、しかも中央に大廊下をぷI l t アエロ ーウオール90ならではの大胆な. 没J十。



大阪府立体育会館関連広告

従来の常識を変えた煙突材料

ｾハイス Ｓ Ｚｊ Ｓ
* 軽量( 比重O. 4g/ a)

安 施 工 が 早 い ( 耐 火 レ ン ガ の 約1/10の速さ)

* 断熱に優れている( 耐熱温度1000

0

C)

安改修工事にも適している( ユニット煙突)

女自由な型状ができる( 丸型、角型)

※ 煙突に関する御相談は

フ ジモリ産業まで気軽にど うぞ ③2認l jETm鰐

匝 耐 を 開 け て
新鮮な空気を入れよう

あらゆる窓に対応する

高窓開閉装置

- 工場、体育館、倉庫周新製品 S L - 2 0

/ 電動オベレーター¥

防災認定品

・B C J 拐 災-110号、 133号、 195号、 202号

電動手動併用自然排煙装置

. B C J 哨 災-120号

手動( 一回転ハンドル) 自然排煙装置

・B C J 明 災-121号

手動自然排煙装置( ワンタッチ開放式)

可燃ガスを! ，1期に排出し、 7 ラツンュオーバーといわれる爆発的な火災

の!よがりを未然に防く 排姥設備は、時代の脚光を浴 びる 商品として注目

されています。 また、保光 換気な ど、両機能を兼ねた当社のキャブレ

ノ 7 スウインドウ コ ノ トロール It 高〈評価されています。

- f ?: 32しオイレス、ラッチステイ

ンリーズ

E 2ム込;J ルの温室 S L・3 0 シー'

開Fl i J 主? の多連窓 S L・5 0 シリ ス'

殺し窓の開閉 S L - 8 0 シ円 '

TZT長;; 1T25FSL 圃 3 0 0

flTZ} よ二i;Li グS L・3 5 0

・1Z4|遣い窓専用 S L・5 0 0

I ! ，弛 い 窓 開 S L - 5 5 0

シリー ズ

ピルドイ ン

内 蔵 型

シリー ズ

(隠蔽式)

シ リーズ

S L・2 5 0シーIRTEAL主2? ルー S L・6 0 0

⑩コ門レーヲー建様儀式銅

本 社 大 阪 市 東 区 船 越 町 1- 22( アスタビル 6 F)  

T  E  L  (06) 944- 1851 ( 代表) 〒540

F A X  (06)  944- 1854 

関西 S P  (0798) 36- 7851 

四国 S P  (0878) 21 - 9118 

シリーズ



「建築と社会」誌20年・特集一覧 昭和 ＴＲ 年 ｾＶＲ 年

「建築と社会J 誌は、昭和4 2年から大型化し A 4 変形割! となった 。特集と作品作風頁を二本柱に、シリーズものの頁を織り込み、その時々

の社会を反映したテーマを選んで拘載してきた 。 ( 5 8年 4 月号以降定価9 5 0円) 購読希望者は事務局 ( 06- 348- 0635) へ。

*  EII は欠号

主ｾ 1  2  3  4  5  6  7  8  9  10 11 12 

傘 .  .  
昭和42年

国 立 劇 場 建 設 機 械

日 本 建 築

社 会 と 建 築

都 市 と

住宅と設備 生 産 施 設

モントリオ

建 設 資 金 投 近 の 外 装

第 14 回

建 築 と 生 命

(48集) 協記会5念0周 年号 流 通 空 間j - ) レ万博 世f年 建 築 家

.  司降 .  .  
都 市 の

昭和43年

都 市 生 活 50周年記念 幼 児 施 設 教 育 施 設 医 療 施 設

都 市 交 通 都 市 供 給 群 と し て の 者11 市 の ア 第 15 回 新 郷 市 計 画

(49集) いこいの場

事 業 記 録 号

施 設 処 理 施 設 住 居 クセサリー ［［ ｾｦ 年技術者 法 の 諸 問 題

.  
鉄筋コンク 計 画 と 住 民

老 人

.  .  
転 換

.  .  .  .  .  
昭和44年

建 築 産 業 の リー検設ト椛計造 中部から

建向築ー現史の方に
建 築 期行 政

しつつある

解決をせま

海 洋 開 発 民 家 の 系 譜 第 16 回 九州| からの

(50集)
耐 震 の

と す ま い iよ品み がfえt る
lこ 4寺 られる公害

精 進 と 志 向 再 討 の 報 告 去 一 す る も の 住 宅 生 産 問 題 と保存計画 青 年 技 術 者 報 告

現 代 社 会 日本万国博 設 計 の- グッ ドデザ 高 層 建 築 欧 米 に 建 築 家 の

.  
第 17 回 山 陽 ・ 山 陰

昭和45年

建 築 と 安 全 工 事 計 画

デ ィ ベ

(51集) と は 何 か と技術開発 システムイt イ ン 運 動 問 題 おける契約 課 題 と 責 任 ロ ッ J 宅一 青 年 技 術 者 か ら の 報 告

昭和46年

住 宅- 6 0年 都市エネ J レ

都 市 生 活 企画と設計- 転 換 期 の ニ 軟 弱 地 盤 変 貌 す る 第 18 回 自 然 と

代の総括と

ギと無公害 建 築 基 準 法 解 体 工 学 都 市 と 港 湾

(52集) 70 年 代望 と み ど り のプロセス ュータウン と 震 災 建 築 生 産 背 年 技 術 者 レ ジャ空間

の 展 1t ピ J レ

冬期! オリン

600号 都 市 交 通

.  
量 産 住 宅

.  
都 市 ! 主

.  
北 陸 の

昭和47年 イ ンテリア

水 利 用 一 般 号 都 市 防 災

第 19 回

(53集)

ピ ッ ク と

記 念 号 デ ザ イ ン 問 題 の 設 備

環 境 へ の

青 年 技 術 者 新 建 築

札 幌 ( 後 中 学) アプローチ

.  
大阪大林ビ レジャーと.  大 阪 国 際 ピ 老 人

.  .  
昭和48年

建 築 教 育

泉北ニ ュー 住 宅ー建 築

新 用 途 地 域 精 進 と 施 工 仕 上 と 材 料

第 20 回 ヨーロ ッ ， ｾ

(54集)

タウング〉コ

J レディ ン グ 施 設 / レディ ン グ 家のすまい 青 年 技 術 者

グ〉

施ミュニテ設ィ
コミュニティ

制 と 環 境 まち づ くり

歴 史 的

明 日 の 既 成 市 街 地

北 照 ニ ュ ー

建築生産と

ビ J レ の 省

高 層 プ レ ハ
.  .  

ピJ レ防災に
昭和49年

建 築 は 保 養 所 作 品 の 住 宅 地 流通機榔の プ 住 宅 の み ど り

屋 桜 防 水 工
第 21 回

(55集) 環 境 保 全 タウン計画 エネ l レギ化
11i - の失敗例

青 年 技 術 者 関する 12宣言 l

どうなるか 重喜 Ｑｾ Ｑｬの方策 変 容 UI i - 造設計 とその対策

東 海 の

.  
p  c 板 を

社 会 者11市 の 長 鋭

建築とプレ 生 活 排 水
.  

. m合住宅の
昭和50年

図 st 館 イ ンテリア 使 用 し た ストレスト 処 理 施 設
人I i しJI 環 境

騒音対策と
第 22 図

(56集) 新 建 築 建 築 ・ 法 と 』 自 殺
と て の

防 音 材 料
青 年 技 術 者

設 備

工 業 化 住 宅 コンクリート の あ り 方 ターミナ J レ

証百 ' 76 ー

建 築 基 礎 構 床 工 法 建築防災と

.  
鉄 骨 構 造 の

. m 住体の
.  設 備 か ら み

昭和51年

建築デザイ 医 療 施 設 市 街 地 整 備

工場建築と

ハ ー ド と

結 露 防 止 第 23 回

た 建 築 の

( 57集)

ン の 動 向

造 の 問 題 点 と 材 料 法 設 備 ジョ イント

ソ フ ト

対断熱策材料と 背 年 技 術 者

問 題 点

.  
兵 庫 県ー そ

会- 切日周本年建記築念協号

コン クリー

日影規制と

.  
埋立地におけ 日 本 住 宅 ミニ乱開発 建 築 に お け

第 24 回
昭和52年

デザイ ンの

の風土とま主
トの品政質管指

身 障 者 施 設 開 明 設 備

屋大る浜精阪を進南例港問と題とし芦一て

公 団 と か ら 計 画 的 る省エネ J レ

(58集)
動 向一部 分 - ニ ュータ 理 と 行

法 i ' f 年伎術者

と 全 体 築 ・建 築 界 ウ ンの管 理 導 の 方 向 建 築 作 品 ミニ開発へ ギ ー 化

デ ザ イ ン
.  

病医療院施情総設ー
電波障害と

組合方式に C  A  D ー
.  

昭和53年
の 動 向 ー

外 壁 新 し い 第 25 回

(59集)
新 旧 の コ

水
と 報築

塗 装 材 料 建 築

よ る 集 合 住 宅 設 備

耐 震 設 計

設 計 と コ 一 般 号

青 年 技 術 者

ピ /レ 環 境

ントラスト シ ス テ ム 住 宅 計 画 ン ビュータ

.  
ホア J レill 築

股 村 施 設 の
昭和54年

転 換 期 の

大 阪 南 港 ポ

商 業 空 間

コンクリート

日 影 規 制 | と 情 報

建 物 の 終 局 庄 内 の 80 年 代 の 第 26 闘 建 設 業 の

(60集)

再 開 発

ートタウン の ひ び わ れ

y ス テ ム

変 貌 強 度 の 検 討 まちづくり イ ンテリア fJ-': 年 技 術 者 労 務 事 情

80年 代 の 都 -・
.  

都市来観と

- 駒田僻繍I 設 計 の た め

昭和55年
市 と 建 築 ー

ネ・-ル今建ギ後築ーのの金省趨物エ勢

- 範伊糊溌聾
住 宅 の 建築行政と 最 近 の 屋 内 体 育 水 ぎ わ の 今 後 の 外 装

者

の 新 耐 震

(61集)
まちづくりの

- 安事井者建所築作設品計集 耐 久 性 法 規 防 水 工 法 アメニティ 施 設 の 設 備 まちづ「くり 吹 付 仕 上 材
- 転機こたウマン

歴 史 と 展 望 ンヨン・畢合協 設 計 法

昭和56年

中国の論文

ポー トピア

台所まわり

シーリ ング

災 害 と 法一 者自市住宅 - 建輸と鼠; - 1' 院 柿 醐 企

間仕切ｾの 第 28 回 障 害者 の41

(62集)

職 能 論 - 北 京 の

' 81 

の 計 画

材 の 知 識

安 全 な 環 境 住 ま い 手 ザイ十イ} た州こ

柿島し湾4輔E沿!!i l即をこお中1心け2銅ると
性 能 評 価 青 年 技 術 者

らしやすい

都 市 計 画 と 設 備 をめ ざ して か ら の 発 想 - 日種訓告鳴

環境と設備i

昭和57年 新 た な 商 業 省エネ l レギ

医 療 施 設ー

近 畿 の

都 市 景 観ー

大 阪 市 庁 舎 背 と ホ ー ル 大 ス パ ン 昭 和 設 計

- 絵柄こみるすま

- 第29 回1者庁築T  風 土 ・空 気

地域医療と まちなみ美

いとまちづ〈。 年 技 術

(63Jle )  空 間 の 展 開 ーと関口苦11 地 盤 と 地 質 ( 第l J i I l ) 建 築 精 進 作 品 集
- 才一・エム・ホテ - 地方の

と 人 ! 日1

設 備 計 画 鋭 へ の 誘 い Jレ目 j航ピJレ 舎 建

.  
マ イ コ ン の

多様化する

計画における 大 阪 駅 と 東 海 の 将 来 オフィス ・ プレストレスト - 総 姫 酔 繍

集 合 住 宅
昭和58年

関建 西 の
建 築 へ の

建 築 と
コミュニケー

ター ミナル

維持管理と

と 文 化 を イ ンテリア (鉄筋) コンクリ

者

(64集) 築考 文 化 運 動 施 設 品 質 管 理
ンヨンとプレ

設 備 更 新
- 大醐欝式化

と 生 活 管

を え る 利 用 ゼンテーンョン ビ J レ 考 え る の 変 革 エ ト 栴 造 λ ポーツホーJレ

昭和59年

21 世紀への

関 西 の 超

ピJ WJ I ) 7 レッ 建設産業と

住 環 境 と

-・京ま開{とア都ち商尭パ駅の量ピン活南空ルテ性口間4化再)  

消 防 設 備

みどりとそれ

高 齢 化 社 会

- 第31回青年者

光 応 用 y ス

関西一魅力 シュー内外装

ロ ポ ッ ト をとりまく 床 の 械 工 法

技 術

(65集)
あるまちづ〈り

高 層 ビ J レ
補修技術の

法 制 度 のポイ ン ト と生活空間
- ディテール

テ ム と 建 築

を問う一一 現; t I ; と発展ー 開 発 人 々 の 思 想

昭和60年 東 海 の 現 在
・- 鍾の家自築由道安機一物井雄式武のへ第雄基

情 報 化 を ホールーそ 建 物 の 表 情

大 阪 国 際 見

- 建築と水の

都 市 と 健 康

- 接 合 - 村 野 藤 吾

自ｾ 32 固

め ぐ る 建 築 れが生みだ 一最 近 の 外

演出

- 日建設計 のー 断 章

(66集)

大 阪 湾 物 語

と 近 未 来 本 市 新 会 場
- 神戸研究学

ス ポ ー ツ i' i ' 年技術者

t壇を.J'; える .  ＮｲＮｾ市事ｴ￯Ｇｩ‘ す 文 化 ー ! 笠 材 料 園都市 作 品 - 東海特集

昭和61年

これからの住空 屋 根ー その
- 現ン代ーデポザスイト

インテリジ

自治体営綿

- 建 築 防 災

21世 紀 の 住 - 開 発

C  A  D ー オ フ ィ ス

第 33 回

インテリア・イク

昨都市型集合 デザインと モF ニズム帥年
ェン主主トビノレ

と法 その応用と 空 間 の ステンションと

( 67集)
- 防ニt水l カ工・ら法の

の 築 ・

と公共建築 居 と 設 備 - ツイ ン21 青年技術者・

住宅にみる 素 材 設 備 計 画 - 大阪市庁舎 展 開 織 成 リニュー 7 Jレ

昭和62年

入 浴 物 語 腐 食

創 立70周 年 E出 動 す る 保 管 貯 蔵 室 内 の

( 68集) 記 念 号 東 海 へ 施 設 仕 上 床
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物 流 倉 庫

矢 野 禎

50 他棋と H 会 1¥陥7年 5 JJ ぢ

1. は じ め に

生産 ・流通 ・消費という経済活動の中で保管ということを考える

と、上流では原材料の備蓄から家庭内のスト ックまで、ありとあら

ゆる過桜で保管という行為があることに気づく 。 しかし、保管とい

う行為は、財としての物が、ある場所に、ただ時間だけを経過させ

留ま っていることを示している 。 したがって、経済活動の中で保管

という行為は、芝ｾ恕的には零Ｚであることが望ましく、必要ならば最

小限に止める べきであることは答易にわかる。

一方、保管を機能としてとらえると、生産を効率的に行い、かつ

投資を少なくするために保管という機能が必要となり、需要の変動

に対処し、品切れによる航失を回避するために保管という機能が必

要となってくる 。

このように保管は、行為としての損失と、機能としての有用性の

両国て" とらえ 、生産から消費までの流れの中でのバランスを十分に

考慮し、トータルな目で計画されるべきものである 。

図ー 1 工手呈聞の保管
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2  . 倉庫の必要性

生産材は、原材料の調達から生産 ・流通を経て、消資へと流れて

この物の流れの 中で、工場であれば前工程と後工程を効率よく経

済的に動かすために保管は存在する 。保管は一種のダムである 。雨

が降り、雨水が集まり、川の容量が足りなければ下流で洪水を起こ

す。 また同が少なければ、下流で水を必要とするときに渇水で作物

の生産に故障をきたす。このために 川の途中にダムを設け、多量に

降 った雨を貯え、下流へは必要な量だけの水を放流している 。 この

ダムのように、全体の流れの中で、前工程の事情を吸収し後工程が

必要とするときに、準備しておいたものを、いつでも、すぐに、供

給することが、保管の機能であり 、具体的な設備として倉庫がある 。

生産 ・流通活動の 中で、前工程と後工程のあるところで保管の機

能を検討する必要のあることはご理解いただけたと思う 。そこで、

具体的に工程別に倉庫の検討が必要と恩われる個所を 図ー 1 に示し

てみた 。

工程聞の保管ばかりでなく、よく考えてみると、工程内にも保管

は存在する 。一つの部品を組み立てるのにも必要な部品は手元に準

備され、スト ックされている 。 また配送センターの中でも、倉庫と

は別に、ピッキング用に少量でも置いてあれば、 これも保管である 。

以上見てきたように、経済活動の中で保管という機能はいたると

ころで見られ、かつ霊要な機能であり、前後のシステムを 円滑に動

かすために存在することを忘れてはいけない。

3  . 保管の自動化機器

保管機能の自動化 には種々のレベルがあ る。

〈断面配置図〉
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図- 3 スタッカ・ラック

- 念J ! j ! 内作業の向動化一 一各種フォーク リフトを利用する 。

. 保管と倉庫内作業の自動化一 一自動倉庫を 利用する 。

・保管と倉庫内作業と入出庫作業の自動化一 一周辺設備を含んだ自

動倉庫を 利用する 。

・入出1l I ! ' 情報に基っーいた入1l I 1 ・保 管 ・出/lI!' ・ピッキングの一連の自

動化一 一 コンビュー夕 、周辺設備を含んだ自動倉庫、自動ピ ッキン

ク機棋を利用する 。

この分類をさらに細かくすることも可能で、あるが、保管の自動化

には、自動倉庫が主役とな っていることがわかる 。

3  . 1  自動倉庫の種類

1'1動倉庫の基本機能を 図 - 2 に示した 。高層の棚の IMI を、荷をハ

ン ドリ ングする スタッ カ ・クレーンが走行し、両側の棚の荷を入出

庫する機器である 。

この自動倉庫を格納H寺の荷の卸J きから分類して 、スタ ッカ ・ラ ッ

クと、フ ロー・スルー ・ラ ック に大別できる 。

・スタ ッカ ・ラック ( 図 - 3 )  

スタッカ ・ラックは 、図 - 2 で示したユニ ッ トを横に並べ、 必要な

在庫量と入出庫畳を満足するように計画されている 。

・フロー ・スルー ・ラック ( 関 - 4 )  

フロー ・スルー ・ラックは、格納品の品種と入出庫量が少ない場合

に用いられ、荷が棚の中を流れている 。

3  .2 自動倉庫周辺機器とコントロール

自動倉庫を 中心 とした周辺のハンド リングの自動化は、自動倉庫

を有効に動かすために必要不可欠であるが、レイアウトや条件によ

りさまざまで、ここでは主旨と呉なるので言及しない 。

コント ロールに関しては、自動倉庫の制御 だけを見ても、

・マニュアル ・コン トロ ール

t! J 図 - 2 、 3 ， 4 は、現代工学社 「最新物流機株 田設備デ
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図- 4 フロー・スルー・ラック
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- セミ ・オ ー ト マ チ ッ ク ・コ ン ト ロ ー ル

・フ ル ・オ ー ト マ チ ッ ク ・コ ン ト ロ ー ル

. リモート ・コ ン ト ロ ー ル

・コ ン ビ ュ ー タ ・コ ン ト ロ ー ル

な ど 、 名 砲 の レ ベ ル が あ る 。 ま た 、 前 後 の シ ス テ ム を 円 滑 に 動 か す

た め に は 、 物 の iJfGれの自動化に: i M動して、↑ ii 報 の ifiGれ も 自 動 化 す る

こ と が 望 ま し い 。

4  . 保 管の 自 動 化 計 画

シ ス テ ム の 向 動 化 の 計 画 に あ た っ て 、 現 状 の 問 題 点 の 原 因 を 分 析

し 、 改 善 す る こ と も 大 切 で あ る が 、 ぷ ソ ト | 汲 の 制 約 条 件 に 基 づ い た 理

想 シ ス テ ム を 組 み 立 て る こ と を お 奨 め し た い 。 こ れ は 将 来 、 計 画 さ

れ 、 実 施 さ れ た シ ス テ ム を 、 さ ら に レ ベ ル ア ップ す る と き に 必 ず 役

に 立 つ。

JA忽 シ ス テ ム が 、 技 術 的 、予 算 的 に 現 状 で 笑 現 困 維 で あ れ ば 、 実

現 可 能 な シ ス テ ム ま で 、 )11買 次 レ ベ ル を 下 げ る 検 討 を 加 え 、 実 施 す る 。

こ れ ら の 計 画 ス テ ッ プ は 、 実 際 に 笑 施 し て み る と 多 大 な 入 手 を 必

要 と し 、 か つ 試 行 錯 誤 が 何 回 と な く 繰 り 返 さ れ る 。

竹 中 工 務 病 で は 、 物 流 施 設 の 自 動 化 計 画 に あ た り 、 入 手 の 代 わ り

に コ ン ビ ュ ー タ を 用 い る こ と が で き る 計 画 ス テ ッ プ で 、 各 種 の プ ロ

グ ラ ム を 作 成 し 、 企 画 - 計 画 手 法 と し て 体 系 化 し て あ る 。 ( 図 - 5 )  

本 析 は 、 物 流 倉 庫 が テ ー マ て ・ あ る の で 、 当 社 の 物 流 施 設 企 画 計 画

手 法 の 中 か ら 、 合 庫 に 関 す る ソ フ ト ウ ェ ア に つ い て 紹 介 す る こ と に

する 。 倉 庫 の 計 画 に あ た っ て の 計 画 フ ロ ー と 、 準 備 さ れ た ソ フ ト ウ

ェ ア の 概 要 を 表 ー 1 に 示 す 。

紙 面 の 関 係 上 、 保 管 の 自 動 化 に あ た っても っ と も 重 要 と 考 え て い

る 、 ユ ニ ッ ト ロ ー ド の 決 定 、 在 庫 量 の 算 定 、 自 動 倉 庫 の 形 状 決 定 に

つ い て 詳 述 す る 。

表 一 1 ソフトウェアの概要

計画千順 ソフト ウェアのi!l_;い 万

，ｾ司 :ff - 各樋調公表

物の流れ、コ ス トなど現状の物流シス テム を把t!i1する 。

- 立地計画プログラム

配送センター ・デポなどの立地を選定する .

分 .fJi - 絡納品決定プログラム

自動倉f I li と平出合l l I i に絡納品を分j¥l [ する 。

- 包装モ ジュー/レ 般付けノ マターン f) :定プログラ ム

製品倒裳 ・j 法から、カ ー トンの大きさ、ユニ y トロ ー ドの大き

さを効率よく決定する .

- 適正在庫17f 算定プログラ ム

工程間在庫量あるいは配送センターの在J'l l量 を算定する 。

a- 1  画 - 自動倉庫概略設計プログラム

敷地 ・入出庫条件な どを制約とし 、ラック形状、クレーン台数

を決定する 。

設 ;十 - ラック自動設計プログラ ム

ラックの最少量最設計を行い、 鋼材量 を} l 出する 。

- 物流機能 ・機r . 器対応プログラム

周辺機器を選択し、決定す る。

oI"l' f曲 - 経済計f ) : プログラム

代ｦＮｦ ｾ 綻 の コスト比較 を 行 う。

- 物流 シミュ レー ションプログラ ム

y ステム全体の評価 を行 う。

4  .1 包 装 モ ジ ュ ー ル ・ 積 付 け パ タ ー ン プ ロ グ ラ ム

立 体 自 動 倉 庫 を 効 率 よ く 運 用 す る た め に は 、 製 品 を 販 売 単 位 に ま

と め た カ ー ト ンの 大 き さ 、 さ ら に カ ー ト ン をパ レ ッ ト 上 に 積 付 け た

ユ ニ ッ ト ロ ー ド の 大 き さ を 適 切 に 決 定 す る 必 要 が あ る 。 本 プ ロ グ ラ

ム は 製 品 の 個 装 の 大 き さ と 入 数 か ら 、 販 売 単 位 の カ ー ト ンの 大 き さ

を 種 々 作 成 し 、 作 成 さ れ た モ ジ ュ ー ル ご と に パ レ ッ ト 上 へ の 積 付 け

パ タ ー ン を 計 算 し 、 も っ と も 格 納 効 率 の よ い 包 装 モ ジ ュ ー ル と 積 付

け パ タ ー ン を ヒ ュ ー リ ス テ ィ ック な 手 法 を 用 い て 計 算 し て い る 。 予

企画一 3 : 自動倉1車には何を

格納し、 また平置倉揮には何

を置〈か?

・4舘内品決定プロ7 ラム

企画 2 この，T必センター

はどのような償責Eが要求され

てい るか?

・物流要素欄E展開プログラム

企画- 4 : 自動倉f草の空間効

率を最大にす る製品ごとのユ

ニy トロードの形林は?

・包装モ ジュ ール・積付けパ

ター y 算定プログラム
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企画一 1 : 流通センターをど

こに建殺すれば物7t コストが

最小になるか?

・立地計画プログラム
施工- 3 : 地震のあと自動倉1車内

て有が崩れてい るか調査するのは

大変だな?

・荷崩れ検量匝装置

施工- 2  :  L っと早〈流通セ

Y ターが完成しないかな?

・工再提iii百( : タ 7 ト工法)

施工ー 1 分続発注はめんど

うだし資材のだ.1: りなどはな

いのか?

・工法の改善( アンカーボルト)

訟費十- 4 : 地震時に自動倉

庫は大文夫か?

・ラ， 7振劃荊尉日プロ7 ラム

、一酷- 2 …¥ を{ 乍ることはないか?

、 ー一一一ー ・風環境予測プロ 7 ラム

盟十一 l : m骨の仙沼鼻に

込惑をかけることはないか?

・日'a! 昨成プログラム

企画- 9  :  I対十さ れたシステムが. 企画一10 代替案の中て. どの

要求さ れた能力 を発揮できるか? 案が最も経済的か?

・システムシミュレーションプログラム ・径済性E十葺プログラム

図 - 5 物流施設企画設計施工システム体系図
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カートン サ イズ ( mm) :  670X2∞X235 

ハレ y トサ ィ; ( ( mm)  :  11∞X II OOXI 50 

ロード ( mm) :  1350 

干l而効率( %) :  88. 60 

mさ効率( %) ・98. 15

谷 fl ' t 効率( %) :  86.95 

図 - 6  積 付け〆 f ターンのアウトプ ット

の手)11買を絡納する品砲すべてについて行い、 .fl' (十l けパ ター ン ( 図 -

6  ) を決定する 。

販売単位のカートンの大きさは、通常は生産昔11門で決められてい

るようだが、物流苦11門からも要望を出す資料として用いられる 。

4. 2 適正在庫量算定プログラム

立体自動倉庫の規模を決定するためには、在庫量を適切に犯躍し

なければならない。在庫iEは在庫管理方式によりさまざまな変動を

するために、いちがいに決定することは危険であり、困剣:でもある 。

本プログラムは、製品在庫についての適正在庫量の算定を目的と

し、従来の倉庫中心の在庫管理方式でなく、生産ライ ン、製品，( E庫、

販売の動的な| 羽述に着目した 「在庫管理モテソレj を設定し、現状に

近い形で在庫管理活動をコ ンビュータ内で再現し、解析を行 ってい

る。

また、本プログラムは、在庫i u : を最少倶IJ へ導くよう設定されてい

る。そのため、在庫安全率、期待需要量の補正係数は当初 l に設定

し、欠品などの呉常時にはその原因を探り、補正しながら解析を行

うために、解析結果は他の解析法と比較して最少必要在庫丑を得る

ことができる 。 また、生産計画の変更にともなう在庫量の増減値か

ら、効率のよい生産計画をたてるための資料とすることも可能で、あ

る。

製品を中心とした適正在庫品算定プログラムで生産活動を外注先、

需要実績を生産実績と読みかえることで、資材倉庫の在庫品の算定

にも用いている 。また、同様の考え方を適用した工程内の仕掛品倉

庫の在庫量算定プログラムも開発した 。

4  .3 自動倉庫概略設計プログラム

立体自動倉庫は、必要な絡納註を有し、設定された入出I l l ! i 立を処

理できる能力をもち、かつ与えられた敷地内、あるいは工場内に周

辺環境を考慮しつつ、最も効率のよい形状を選定し、設計されなけ

ればならない 。

クレーンが桁を受け取り、入庫または出庫処理を行い基準の位置

へもどるまでの時間をサイクルタイムと呼ぶ。 クレーンの台数を地

せば倉庫全体として一つの荷を処理する時間、つまりサイクルタイ

ムが短くなる 。一方、ラ ックの形状が大きくなれば、クレー ンの走

行距離が長くなり、サイクルタイムが長くなる 。 また、ラ ックの形

状そのものでもサイクルタイムは異なる 。図 - 7 にクレー ンが走行、

昇降を同時に行 った場合の荷の位置の軌跡を示した 。この軌跡と水

平方向、および垂直方向で交差する棚 ( 図ー 7 の斜線で示した ) ま

『，a
-

h

.

，

でのサイ クル タイ

ムは同ーであるこ

とカずわかる 。 した

がって 、笑線で示

したラ ックのIf3状

と点線で示 した ラ

ックの ｽｦ ｾ ｾ えで は 、

絡納盆が同 じで も

サイ クルタ イムは
図 - 7  ラックとクレーン上の荷の軌跡

クレーン機4・Fを変える

リ政I也向 きiI日II INを巧l援したラックのJI止i血l杉;Ik

K の{ いえ (joJ i 、段数、 サ イクノレタ イムなど)

クレーン台数 をl I"Iす

NO  

図 - 8  

自動倉庫概略設計

プログラムの計算手11頂

点線のラ ックのほうが長くなる 。

このように、クレー ンの台数、サイクルタイム、ラ ックの形状の

三つの要素は互いに関連しあ っている 。そこで、上記の三要素の一

つに仮定を設け、他の二つの要紫を在庫量を条件としてコンビュー

タ内でシミュレー シ ョンし、極々の制約条件を満足させながら、最

適なラ ック形状、クレーン台数を決定させることが本プログラムの

目的である 。

本プログラムの計算手)1肢を 図 - 8 に示す。

5  . おわりに

竹中工務庖では、建築主の要望で物流システム改善の提案や、物

流施設の企画設計から施工、アフタケアまで手術け、現在まで約70

件の実績がある 。

この中で、自動化計画を支援する各種のプログラムをユーザーの

ニーズに沿 って、あるいは設計の省力化を目的として開発してきた。

今回は、これらのソフトウェアの中て'倉庫に関連して紹介させてい

ただいた。

物流システムの計画は、ある程度の手)1頂を標準化することが可能

であるが、現場の方々を中心とし、経営層まで参加するチームで将

来を展望し、知恵を結集することが大切に思う 。

皆様の今後の計画に少しでもお役に立てば幸いである 。

(やの ていいち 株式会社竹中工務庖技術研究所主任研究只 )
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冷 蔵 倉 庫
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冷 蔵 倉 庫 の 沿 革

昨今では、 J令政倉庫と言えばすぐコンクリート i孟の外壁に閉まれ

た白亜の四角い大きな佳築物が述想されるほど身近な存在とな った

が、このような大きい冷蔵倉庫が自につくようにな ってからはまだ

15年ぐらいが経過したにすぎない 。

そもそも冷蔵合庫は、 Ij 裂前戦後を i血じ漁場に近い生産地にあるの

が大部分であり、水産氷を製造する製氷工場の附帯的設備でもあ っ

た。12漁JV! に水協げされた魚は力[1工処理された後、凍結装置で凍結

され、冷凍魚として冷蔵保管される 。 そして不漁期に出庫されてい

く。つまり冷蔵合$ は主として盟漁 ・不漁期の魚の価格と漏給の調

節機関的役割を来たしていたのである 。

いわゆる戦後も終わり生活が安定しかけた昭和30年頃から、や っ

と大都市の市場に近い附近からやや大型の冷蔵専門の冷蔵倉庫が見

られるようになった。

冷蔵倉庫新庁l設の仰ぴは、日本経済の高度成長と軌をーにしてお

り、 国一 1に示す通り、昭和40年頃から急カーブを描いて庫腹が噌

加している 。これは当時出された科学技術庁からのコールドチエン

勧告 ( このときからコールドチエンという 言葉が一般化した ) によ

るところもあろうが、折柄の蛋白' tlf 有I i 給と食生活の多様化 ・向上と

いう社会のニーズとが相侠って輸入食料品の地大を招来し、それら

を保管: 配分する港湾冷蔵倉庫が相次いで建設された 。そしてそのこ

とが大口ロ ッ 卜の食料品を受け入れる大型冷蔵倉庫の需要を促すこ

とにもな った。その l時期、家庭用の屯気冷蔵庫の普及もあり、冷凍

食品や乳製品等が消費者の末端まで惨透しつつあり、これらを受け

渡しするため初市の内陸部にも、消費地用冷蔵倉庫が出現してきた 。

このように高度成長期の冷蔵倉庫は、 G N Pのイ111
びにほぼ比例して

増加の一途を辿 ってきたと見倣される 。

その後の経総として、就中オイルショ ックや 200 海里問題による

影響は、図 - 1 からは伺い知ることはできないが、その中に種々な

る問題を他えながら第二次オイルショ ックに突入する 。そして昭和

55年頃からは設備の成長率は一気に低滞し、昭和60年に入るまでの

約 5 年間は全くの低迷状態が続くのである 。庫 JJSl 過剰、在庫圧縮、

定力料金の値上げ等々の要因が冷蔵倉庫業界を完全に凍結してしま

った感すらあ った。 しかし 61年に入 ってからは冷蔵倉庫業界も長い

冬が去り、少しずつ明るさをとり戻しつつある 。それと同時に、時

代の流れは冷蔵倉庫のあり方について新しい対応を迫 っており、冷

蔵倉庫には、単なる保管機能のみに止まらず、低温物流との接点と

しての役割l を担うべき新しい機能が求められている 。

冷 蔵 倉 庫 の 分 類 と 能 力

冷蔵合庫は、使用目的によりまず営業用倉庫 ( Publ ic  War ehouse)  

と自家用冷蔵倉庫 (Pri vat e War ehouse) とに分けられる。いずれも 、

大気温度より低い環境温度のスペース内で食料品を保管しその鮮度

と品質を維持するという目的と機能は同一であるが、まず根本的に

異なるのは配置計画や設計計画であり、また関係法規による制約で

あろう 。営業倉庫はまず倉庫業法に則っていなければならぬが、冷

蔵倉庫で営業用のものは住居地域内では建設できない。法規の細部

にわた って説明する余裕はないので割愛するが、最低知 っておくべ

き事項のみは触れたい。

まず冷蔵倉庫の呼称能力であるが、一般には収容能力何トンとい

う表示がされている。倉庫業法では有効容積 2. 5 m' を1 トンとして

いるが、有効容積は次式で算出される 。

有効容積= 冷蔵倉庫の面積× 内法高さ XO. 9m'
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冷蔵倉庫精進図 図 - 4

つ冷蔵倉庫では平家建の方が有利であろう 。

躯体構造は平家建では鉄骨造が多いが、多層階では経済性を考慮

し最上階を除き鉄筋コンクリート造である 。外壁は A L C版が多〈

採用されたが、防水性の耐用度の点もあり、むしろ P C コンク リー

ト版が一般的とな った。最近、地震対策として階高20 m以上のもの

は構造強度が厳しくな ったので、 3 階建以下が建設費的には有利で、

あるが、やはり土地事情から、 4 階建以上のものが依然建設されて

図 - 2

ここで冷蔵倉庫の面積は、壁その他の区画の中心線で測定した面

積、内法高さは床の表面から天井大梁下またはダ、クト下端までの高

きのいずれか低い方てーある 。有効容積 2. 5 m' を1 トンとする取り決

めは魚の保管が多か ったことからきている 。魚を 10kgのトロ箱 ( 魚

箱 ) に入れ、高さ 2 mくらいまで積み上げた状態で実測してみると、

通路も入れて l げの容積てー約 400 kg という実測値が得られる 。 この

0. 4町 m'= 2 .5m'/ 屯を冷蔵倉庫の収容能力算定の基礎としたのであ

いる 。

建 築 構 造

冷蔵倉庫は 、構造的には普通倉庫と同様であり、一般的には外部

は耐力壁、筋違、剛強ラーメン等の耐力架械によって固まれ、 内部

は防火区画、耐力壁、間仕切等によ って適当な広さに区画される場

合が多〈、積載荷重 (0.4屯/ m') は大きい方なので、かなり 重い建

物となる 。

構築工法としては、大別する と、図 - 2 に示す(1)純ラーメン構造

( @) 、 (2) ラーメン構造と耐力壁の併用(⑮) 、 (3) 無梁版構造 ( (o) 等の

三種類であるが、やはり一般的には、 (2) のラーメン構造と耐力壁の

併用が多い。(3) のフラ ッ トスラプ構造は建築資が割高で内あり、柱本

数も j成らないので、敬遠されていたが、梁がなければ冷蔵室内の天

井面がフラ ッ トになるから冷風ダクトが省略できるメリ ッ トがあり、

最近、省エネ効果を狙ってこの方式を採用している冷蔵倉庫もある 。

またこのフラ ッ トスラブの改良型として中空スラブ構造( 図- 3 参

照) がある 。 これは、スラブそのものを梁にした構造で、スラブは

当然厚くなるが、その中に 円形の空間を設けてコンク リートを減量

する 。ちょうど I 型の鉄筋コンクリート梁を連続して並べたのと同

じ原理であるから、柱間隔は、パレ ッ トの奥行き方向に 8 - 12m以

上のスパンを取ることが可能となり、パレ ッ ト収容率が一般梁構造

に15%程度向上す るようである 。 しかも梁型がないので階高を 75cm
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る。

今日で、は冷蔵倉庫は水産品だけでなく、 E告ー産品、乳製品、農産品

等食料品ならば何でも扱われるようにな ったが、これは一般の食料

品にも当てはまる数値でもある 。

倉庫業法では、保管温度は表ー 1 の通り 4 段階に分けられている

が、ひと頃強か った温度低下傾向も一次、 二次のオイルショ ック後、

省エネと適正保管温度への指向が 表ー 1 冷蔵倉庫の級別と保管温度

高まり、現在では、日本冷凍協会 ( 倉庫業法に よる!

I  I令蔵室

発行の「食品の冷凍保管 ｩｾ 度引 い;前

ドJ 等により、保管品目別の適正 |  必

保管温度と保管期間見直しが行わ けま

れつつある 。 I 級

冷 蔵 倉 庫 の 建 築 計 画

冷蔵倉庫の配置計画は、営業用 ・自家用、立地条件によ って大き

く変わ ってくる 。 また食品流通上から見ると、大体、生産地冷蔵倉

庫、港湾冷蔵倉庫、消費地冷蔵倉庫に分けられるが、最近では、配

送セ ンター冷蔵倉庫が、時代の流れとニーズから注目されつつある 。

階層的に見ると平家建と多層階建に二分されるが、わが国では地

価高により必然的に高層建が多い 。 しかし配送センター的機能を持

度

+ l O'C 以下 - Z 'C 未満

- Z 'C以下一 10・C 未満

ー 10' C以 下 ーZO'C 未満

- ZO'C以下

ぜ自

岨管{呆

冷 蔵 倉 庫 の 保 管 温 度



ぐらい低くできるから、高層階建には有利であろう 。

つぎに 図 - 4 @ に示すように、在来型の柱をなくして壁柱による

スーノ f ーラーメン構造と構造躯休の外側からす っぽり包み込む外| 坊

熱方式を採用した壁構法式の冷蔵倉庫もある 。 これは在来型 ( 図 -

4 の⑮) に比しパレ ッ ト収容率は 15 %程度向上する 。

; 東上防止

冷蔵倉庫の床面が何10cmも持ち上がる場合がある 。 これを凍上と

呼んでいる 。 この凍上を支配する要素は土質、寒さ、水分、荷重で、

あり、これらの要素がどのように作用して凍上をもたらすのかは未

だ不明なのである 。 その凍上機構の理論については議論百出である

が、実証が難しい問題だけに定説が固まるのには未だ時日を要する

ようである 。

G. L  

理論的解明はさておき、冷蔵倉庫の床面下部の地中における熱の

流れは 図 - 5 のようになると考えられる 。時間が経過し、図中の等

温線 a が定常状態で O 'C にな っているとすれば、地下水位線W L と

w. L  

図- 5 冷蔵倉庫床下熱線図

a線とに図まれる斜線の音11分の水が氷結すると考えられる 。 ところが

実際に凍上を起こした床下の土壌を調べてみると、 W L 線より上位

の土壌にも氷結が見られる 。つまり水は未凍土側から地下水位線W

L より上へ移動して氷にな ったわけで、地下水の存在する限り、こ

の水の移動と氷結現象は続き得る 。 したがって凍上力を形成するも

のは単なる水の氷結時の膨張力だけでなく、水が上方に移動するこ

と自体に解明の鍵があるものと思われる 。 このようにきわめて不可

解な現象であるが、冷蔵倉庫床面が凍上した場合は、まず凍上対策

の方法が検討されるべきであろう 。

雑誌「文芸春秋J ( 62年 2 月号) に高野悦子女史が 「中谷先生と父

と凍上J と題して随筆 を寄せているが、その中で、高野女史のお父

上が中谷先生 ( 雪の博士として著名 ) の協力により得た満州北部の

満鉄時代の線路の凍上防止法の結論は、 「地面を 3 メートノレぐらい掘

って粘土状の土をとりだし、砂利を入れることである 」 というくだ

りカずある 。

全くその通りで、今や経験則で、凍上発生の判定は床面下の土壌

の土粒の大きさにより決まる 。粒 径 0. 1 mm以上の砂でa は凍上は起こ

らない。0. 05- 0 . 1  mmの粒から凍上が起こり始め、粒径が小きくな

るにつれ凍上性が強くなるよつである 。0. 005- 0. 002mmが最も凍上

性が強い 。 このよ うに、経験的な半IJ 定法で実用化している向きもあ

るが、冷蔵倉庫建設の場合、凍上防止のためには床下の土壌と砂と

の入れかえは容易でないので、つぎのような対策が取られている 。
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(1)  床下に空間を設け、外気により通気 をはかる 。

(2)  床下の土中に通気ノ マイプを設けて、外気が通るようにする 。

(3) 床| 功熱層 の下面に、予め 、温床線かヒート パ イプを設置してお

高 床 式 と 低 床 式

冷蔵倉庫は、プラ ッ トフォームを設けるのが普通であるが、これ

を高床式 ( 図 - 6 参照) と呼んでおり、また冷蔵倉庫の l 階床面の

高さをグランドライン ( GL ) と同じにする低床式( 図 - 7参照 )

も造られている 。 この高床式は、日本のみならず欧米においても圧

倒的に多いが、土地硲保が容易でないわが国では、低床式も結構見

られる 。低床式はプラ ッ トフォームがないから、敷地構内をトラ ッ

クの出入りのため自由に使用できる利点があるが、凍上防止装置が

G L より下に埋設されること、台風時の降水による浸水のおそれも

あり、衛生上も好ましくなく、ド ックシェルター( 図 - 8 参照) 設

置は不可能で、あるなどのデメリ ッ トもある 。

7  

y  

:ノ

ヨ

ン

日

通気用空間

図 - 6  高床式冷蔵倉庫

通気ピ y ト 通気スペース

図ー 7 低床式冷蔵倉庫
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通気ピット

F 級の冷蔵倉庫では、冷凍食品や乳製品が増加してきたので、常

温の外気、風、湿気、直射日光等が直接品物に触れることは極力避

けなければならない 。そのために荷扱い場に当たるプラ ッ トフォー

ムをクローズドデ ッキ ( Cl osed Deck ) にして外気から遮断する空

間を造り、これを 15' C程度に冷却し、冷凍車と直接ド ッキングでき

るド ッ クシェルター ( Dock Shel ter ) を設置する冷蔵倉庫が増えて

いる 。

防 熱

防熱は、冷蔵倉庫を構成する要素の中で最も重要な部分であり、

図 - 9 に示すように、水蒸気を含む空気が外部の高温側( 水蒸気分



表 - 2 防熱材 • g九OOc m' 試験法J 1S

孟ｾ
熱 伝 導 率 圧縮強度 水蒸気通過率 吸 水 準 耐 熱 性

燃 焼 性

線膨妓係数

kcal / m. h目・c kg/cm' g/m' h・mmhg g  / 100c耐 ℃ m/ m"C 

( 抑出成! 1: 1品 )

高 級
nロu  0.023 3. 5 0. 0012 0. 01以下 80' C以下

(自高〈己町燃消え火良る性)  

7  X  10-'  

( 23.C )  

発 泡 ポ リ
並 1ロ' 0  

0. 029 3. 0 0. 0014 0. 01以下 ( 向上) ( 同 上) ( 向上)

ス チ レ ン 板
( ビーズ成型品)

1 号 ( 30kg/ 耐) 0 .030以下 1. 3  0. 0023 1. 0以下・ 70. C以下
( 向上) ( 向上)

2 号 ( 25kg/ m') 0. 031以下 1. 0  1. 0以下・ ( 向上) ( 向上)
(  厚同1  上 )  

3 号 ( 20kg/ m') 0. 032以下 0. 5 0 .0057 1. 0以下・ ( 向 上) ( 向上) ( 上 )

表面コート板 - 表面材によ って呉なるので不定

硬質ウレタン

カ ッ ト 板

0. 022 1. 0- 1. 7  0. 008- 0. 0016 3. 0以下・ l OO"C ( 向 上) 5 - 7 X IO-'  

(25- 30kg/ m') 

現 場 発 池 板 - 現場発泡技術が伴うので不定

20kg/ m'  0 .0287 ( ほとんどなし)

グラスウー J レ

16kg/ m'  0 .0310 ( ほとんどなし )

14kg/ m'  0. 0323 ( ほとんどなし )

O. C他とする。 50m/ mを

f柑 ｾＮ＠
2. 5m/ m圧 縮

する有i1fi

A S T M.C - 177 AS T M. D- 162 

基

天榊綿榊さえ兼仕上げ ¥野方)1層

天井断面 壁断面

図- 9 防j皇居と防熱層

圧は高い) から内部の低温側( 水蒸気分圧は低い) へ透過校入して

いくのを防ぐ防湿層と熱の伝導を 阻止するための防熱体とからなる。

戦前の冷蔵倉庫では、この防湿層を造るのに防熱体( 当時は炭化

コルク) の高温側と低温側の両面にちょうど炭化コルクをアスフア

ルトの層でサンドイツチするように施工し 、 しかも炭化コルクを高

温のアスフアルト中に授潰し、いわゆる天プラ状にして壁などに貼

り付けたものであった。

戦前からこの施工法に疑問を持っていた当時のニチレイの故草野

副社長が昭和25年に米国の冷蔵倉庫を視察して、すでに米国の冷蔵

倉庫では高温側の防湿層一面だけで施工しており、しかも防熱の炭

化 コルクはアスフアルトなどに漬けないでそのまま壁面むき出しに

貼りつけているのを目のあたり見て、すぐ日本での仕様を現在のよ

うなものに変更したのであった。それが今日一般化されている冷蔵

倉庫の防湿防熱仕様の原点になったと記憶している。冷蔵庫内に設

図ー 10 外防熱方式の冷蔵倉庫

( 非常に大) ( 非 常 に 大 ) 約200. C以下
法(定燃不燃材

( 問 と し )
える ) てはほとん

( 向 上) ( 向 上) ( 向上) ( 向上)
ど収納なし

( 同 上 ) ( 向上) ( 向上) ( 向上)

AS T M. E-96 AS T M. C- 272 

置された冷却器の温度が室内で最も低いから、もし外部から水分が

浸入してきても冷却器で全部取り去ってくれる、つまり防熱は常時

乾燥状態に保たれるという理論的桜拠に立っているのである。

防 ｩｾ 防熱の材質は変わっても、その原理は今なお生きているはず

だが、最近の冷蔵倉庫では少々理解しにくい。というのは冷蔵庫内

の壁面仕上げ材として亙鉛鉄板が貼られているが 、これは防熱層保

全のためには好ましいとは決して言えない。もし 外部から水分が防

熱層に浸入してもこの鉄板が邪魔して水分を取り去ってくれないか

らである。防熱層を常に乾燥状態に保つため微細な孔を多〈持った

亜鉛鉄板が出来ないものであろうか。( 筆者の永年の願望でもある)

防熱施工の方法は、 現在では 図ー 10のように建築物の外部から躯

休部分を聞む外防熱方式が主流を占めている。

防湿層を形成する仕事を防湿あるいは防水工事と称しているが、

この工法には昔から行われている熱工法と最近開発された冷工法と

がある。熱工法はアスフアルト加熱のために火を用いるし、足場の

悪い所で高温の融解アスフアルトを扱うので省力化 が難しいが、施

工業者が永年熟練してきた工法であるのでまだまだ低温冷蔵倉庫で

はこの工法が多い。この欠点を補う工法として冷工法が開発採用さ

れるようになった。これは接培材を付けた防湿シートを貼布して 防

湿被膜を形成する工法であり、火を必要としないで防熱下地面に直

接貼付できる利点があるので、これからの防湿工法として注目され

る。

防熱材としては表 - 2 に示すものが一般的である。近来、冷蔵倉

庫て世も多〈使用されるものは抑 し出 し発泡ポリスチレンであろう。

その理由はやはり熱伝導率 ( O. 023kcal / mh. C) : が低〈、他のものよ

り優れていることである。また現場発泡の硬質ウレタンフォームの

防熱材は防湿層を省略できるので、低廉性と簡便性から需要が多く

なっているが、低温冷蔵倉庫用には経年変化する性能その他 を確認

する必要があるようである。
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サイロ

石 炭 サ イ ロ を 中 心 に

末 兼 正 純

58 挫築と社会/ 1987年 5 月号

1  . は じ め に

S I L Oの語源は、ギリシヤ語の σ E I ρ とであり、土の中に掘

られた乾燥した穴を意味したものであるといわれている 。穀物貯蔵

のための原始的な穴から、同じ目的の容器の意味に転じ、今では貯

槽建築物をあらわす言葉となっている。農学では 、サイレージを作

ることを目的とした、発酵と貯蔵のための容器を意味する言葉とし

て用いられているが、ここでは工学的に「穀物、セメント、砂利な

ど、粉粒体を大量に貯蔵するために建築される塔状の構造物… -建

築学大系」の定義によるものとする 。

近代的な意味でのサイロは、アメリカで穀物用のものが19世紀後

半から建設されるようになり、わが国では、大正の末から製粉業で

用いられはじめたのが最初である 。そして、 1960年代から急激に進

展した、流通の大規模化、国際化に伴って急増し、圏内のサイロは

穀物用だけで500万ton分を超えるに至っている。

穀物以外ても、セメント、肥料、石灰石など、いろんな分野で広

〈用いられており、最近では、石炭火力発電所の貯運炭用の大型サ

イロが注目されている 。

サイロは、脚光を浴びるようないわゆる新技術ではなく、古くか

ら用いられてきた単純素朴な施設である。それだけに、優れた収容

効率、省エネ省力で合理的な入出方法、品質保持や環境保全に理想

的な密閉性など、決して古びることのない基本的な長所を有してお

り、技術革新の慌ただしい社会においても、資源の貯蔵、流通の分

野でますます欠かせない役割l を担っている 。

2  計 画 上 の ポ イ ン ト

生産関連施設の建設計画は、すべて事業計画から発するものであ

るゆえ、事業の意図や条件に照らしながら進められなければならな

い。サイロの計画も、関連設備を含めた全体計画に対する、そのよ

うな観点からの検討の中から帰結しなければならないのは当然であ

る。そのフローを 図一 1 に示す。

図の左側に事業意図的条件を、右側に自然、社会的条件を示した 。

※ l の部分は、計函の規模の最適性を追求するためのきわめて重要

なプロセスで、コンビューターによるシミュレーションによること

が多い。 ※ 2 の技術的検討は、狭義のサイロの計画そのものであり、

その技術的なポイントを次項で述べる 。

フローの終わりでフィージプルでないと判定された場合、そのギ

ャップが大きいほどより上流へ戻って再検討することとなろう。そ

の後に続く詳細設計は、このフ ローの、 「基本仕様の決定」以下を

詳細に具体化していく作業にはかならない。

3  . 技 術 上 の ポ イ ン ト

3  .  1  流動性の確保

サイロは普通、塔状構造物の上部から粉粒体を投入し、重力流動

によ って、下部のホ ッパーから取り出すものであるから、円滑な重

力流動を保証することが絶対の必要条件となる 。粉粒体は、完全な

流体ではないので、ものによ って程度の差はあれ、問題解決には技

術が必要となる 。

不都合な現象としては、詰まってしまって搬出できなくなるアー

チアクションや附着と、流動はするがホ ッパ一関口部の上部だけで

他のエリヤは動かないラ ットホールなどがある。これらの現象は、

勇断強度、水分などの内容物の物性と、関口の大きさ、傾斜角など

のホ ッパーの性能の関係によ って決まる 。 ホ ッパーの形状は、サイ

ロ全体の諸元やフ ィーダーの形式に影響し 、コ ストのみならず 、場



基本仕様の決定

・サイロ形状 ・材質

・搬入 ・搬出方法

・払い出しシステム

. 安全設備、制御システム

. 附属機器

図 - 1

合によってはレイアウトまで左右する重要な問題である 。

適正なホッパーを設計するための技術としては、実績経験に基づ

く方法、サンプルテストによって得る内容物の物性値を用いて理論

的に計算する方法、および模型実験による方法がある 。粉体理論は、

学問 、技術の一分野をなし、とても説明する紙数はないが、 「粉体

一理論と応用」久保ほか編( 丸善) などに概説がある 。

しかし不確定要素の多い実際の現象を、完全に予 illlJ することは難

しく、経験に基づく判断を欠かすことはできない 。

3  .  2  粉体庄の算定

サイロは、内圧が支配的な単純な構造物であるゆえ、これをいく

らに取るかが、コストに大きく影響する 。 しかるに、やはり完全な

流体ではないので、明解な問題ではない 。 とくに問題となるのは、

内容物が流動しているときの圧力で、抑止状態の 2 - 4 倍の圧力が

生ずる 。 これに偏流が加わ って、|燐H寺に倒壊したという報告すら過

去に米国である 。 この倍率を過圧係数と呼び、コードでその値を規

定している国が多い。わが国では、最近、建築学会が「容総構造計

算指針J の中で、統一見解をまとめている 。 しかし各国の規準値が

かなりまちまちなのを見ても判るように、明確なものではなく、い

くつかの笑験値にある判断を加えたものである 。後で述べる石炭サ

イロて¥周到な笑測研究を行ったが、土圧計の値は激しく変化し、

瞬間的には 6 倍を超え、設計荷重としてどう評価したらよいか判断

に困るありさまであ った。

したがって、規模、形状、ホ ッパー形式など特殊なサイロであ っ

たり、内容物が前例に乏しい場合は、特別な配慮が必要である 。

3  .  3  耐震設計

耐震設計の技術として、動的解析が確立して久しいが、サイロの

設計では未だ一般的ではない 。必要とされるほどの規中英のものがな

かったせいもあるが、サイロ内の粉粒体の地震i時の挙動が研究され

ていなか ったこともある 。 しかし、とくに大規模なものになると、

安全性はもちろん、コスト的にも影響が大きく重要である 。 ここ数

年の発電所の大型石炭サイロの技術開発でこの点が指摘され、いく

つかの笑験、実 iftl Jに基づく研究が行われ、学会等で発表されている 。

3  .  4  構造形式、材質の選定、および特殊条件

わが国の穀物サイロは、約60%が鉄筋コンクリートで、残りは鋼

板製である 。ほぽ五角の結果であるが、一口で言えば、前者の断熱

性、 堅牢性と後者の気密性、軽量性の技術的利点の争いと、経済性、

営業努力の争いの結果である 。単に R C V S  S  だけでなく、他にもい

ろいろなタイ プが考案されているが、一長一短がある上、極め手が

なく、ケース ・パイ ・ケースで慎重な選択が必要である 。

またサイロの目的、使用条件によ っては、気密性、定温性、定湿

性、耐食性、稀には減圧、加圧などが要求される場合もある 。

4  . 実例一四国電力西条発電所石炭サイロー

古くから、サイロが最も広〈用いられているのは、穀物用として

である 。そのXf . 1床では穀物サイロを取り上げるべきかも知れないが、

あまりに普遍的で面白味に欠けるので、特徴のあるものとして大型

石炭サイロを紹介することとしたい。

これは、 l 、 2 号合わせて40. 6万 K wの発電燃料を、重油から石

炭へ転換するに伴う施設で、 10日分、約 4 万 ton の貯炭と、パージ

からの受け入れ、 j昆炭、パンカーへの供給なとe のハンドリングを自

動的に行うことを目的としている 。発電所用の石炭サイロとしては、

わが国では初めての本格的な笑用施設であり、 13000 ton X  3 基と

いう規模は、海外の例と比較しでも最大級のものである 。

したが って、建設に至るまでには、先に述べたような技術上の課

題について、徹底した研究、開発、検討がなされ、また運転開始後

は、周到な実視IJ研究が行われている 。石炭サイロの技術開発は、サ

イロ技術の進展に寄与するところ大であったとも言えよう 。

昭和 56年11月着工、 58年 3 月完成、同 7 月営業運転を開始したが、

以来 3 年半、全く順調に稼働を続けている 。( 図ー 2 、写真参照)

昨年秋、沖縄の電源開発石川火力で、 31000tonX  4 基の石炭サイロ

59 



事

①conveyor housi ng 
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Ql)d i  scha rge conveyo r  

図 - 2  四国電力の 13000t on石灰サイロの断面

o  1 5 m  

-

が運転を開始し、最大の座は譲ったが、石炭サイロが最適の笑用施

設として成立することを、初めて証明した意義は大きく、今後も、

ますます普及していくと思われる。

4  .  1  設備概要

発注者四国電力側

所 在 地 愛 媛 県 西 条 市

設計施工附大林組側目立製作所

容 量 13000t on X  3 基

足 以 外 径一下部31. 1m、上部26.6 m 閉さー浴体33. 4m、最高部43 .4 m

機 造 杭 ウオールファウンデーショ ン

浴体 H P シェル、 P S 補 強 R C造

ホッノマー プレストレストコンクリート、ステンレスライニング

屋総 鉄骨トラス、鉄板貼

払出設備I Wコニカ J レンステム 5∞T / H  

その他制御設備、防災設備、他 l 一式

60 

4  .  2  設計要旨

採用に先立って昭和55年、 W コニカルシステムの笑機大実験のた

めに、径 9 m 、高さ 2 0 m、容量300t onのモデルサイロを作り、析し動

庄、振動性状等についても実験、研究を行った。

構造設計は、既往の技術に、これらの成果を加味して行っている。

杭は、円型の上部構造に対応して、荷量を直接伝達し、水平カに対

しても効果的な配置が可能であることから、連続地中壁を採用した。

搭体は、下部が拡がった H P シェルとしたが、内圧の低減、水平力

に対する安定性、応力の分散なとe 構造上の利点のほかに、摩擦を低

減して石炭の許晶をよくするという機能上の利点にもよる。プレス

トレスは、ひび割れ防止のためで、アンホンド工法を採用している。

Turnlable 

図- 3 Wコニカルシステム

図 - 3 に示す特殊な形状のホツノマーと、そこから石炭を取り出す

機械からなる払い出しシステムは、 W コニカル方式が採用されてい

る。払い出しシステムは、石炭サイロの最も重要な部分で、流動性

を確保でき、定量的に石炭が取り出されなければならない。粉粒体

の貯蔵にはサイロが最適と判っていながら、大量の貯運炭用として

踏み切れなかった最大の理由は、この払い出しシステムの信頼性で

あった。これまで石炭は 、パンカ一等でしばしば詰まりを起こした

経験から、流動性にきわめて不安のあるものとされていたからであ

る。

したがって技術開発、実大実験の最大の目的はここにあり、図-

3 に示すような方式を考案し、 W コニカルシステムと名付けている。

機構を説明する紙数はないが、単純な形なので、お判りいただける

ものと思う。

ゲート部口径 6. 0 mのこの払い出し設備が、サイロ 1 基につき 4

基設けてあり、合計12基、 3 年半の問、数多い銘柄の石炭を扱って

きたが、一度も詰まりなどのトラブルは起きていない。期待以上の

成功であったと思う。

5  . おわりに

西条火力の年間石炭使用量は、約 100万t on である 。20年間運転す

れば、この施設は 2000万 t on を扱うこととなる。建設時には、随分

償沢と思えなくもなかった施設だが、 2000万で割って t on 当たりに

すればわずかなものである。

サイロのフィージビリティとｻｾ割は、ここにある 。

( す 川 ま さ ず み 株 式 会 社 大 林 組 エ ン 同 ア リ ン グ 本 部1

サイロ ・物流プロジェクト部長/



駐 車 場

自 走 式 積 層 駐 車 場

機 械 式 駐 車 場

坂 本 勉

1 . 駐 車 場 の 現 状 と 必 要 性

わが国の駐車場供用台数の伸びは昭和49年を境に自動車保有台数

の伸びを上回り、現在( 昭和60年) では路上駐車場も含めて駐車可

能な届出駐車場( 駐車場供用台数) は約 117 万台で、 10年前に比べ

ると約 2 倍の伸びを示している 。 しかし、一部の大都市を除き、欧

米諸国と比較すると、駐車場の絶対数はまだまだ不足している。

都市に駐車場が必要なことは、現在ではもはや常識と 言ってよい。

都市の駐車場を考える場合 、都市が膨張すれば都市の外部から入っ

てくる車とともに都市居住者の自動車保有台数も増加してくる。こ

れは都市の規模が大きくなるにつれて移動距離も増えることとなり、

自動車の必要性も増加するからである。この傾向は大都市に限られ

たものではなく、地方都市についても同様である。

都市内での自動車利用台数が増えれば、駐車する場所も考えなけ

ればならないのも当然の成り行きで、駐車場の収容台数より需要が

大きくなれば、不法な路上駐車が跡、を絶たず、これが交通渋滞を引

き起こし、都市機能を麻簿させ、大きなロスを生じているのが、わ

が国の現状である 。

近年、日本の大都市は経済活動の活性化に伴い、その機能は、ま

すます高度化し、情報も都市に集中する傾向にある 。そのため、大

都市を中心に人の移動も以前にも増して激しくなっており、移動の

手段として、今まで通り自動車が使われる以上、都市に駐車場を設

けなければならないことは、明白だと言える。

2  . ビルの駐車場附置義務

都市で、ビルを建設する場合、そのビルのために必要最少限の駐車

台数の駐車場を設置するように駐車場法第20条で定められている。

表 ー 1 10大都市における附置後務および附置基準

f f l I 市名

駐卓j必艶備I也区または商業地域

特 定 用 途

凶

非特定用途

侶)

周辺地区または幅戦地区

特 定 用 途

附置義務 I'UL ，y t  11- J J b  I附III 義務 111L. L. ! ' Y' t 11+  J J (，I附置義務

|附 1111左単 I Ｚ［ｾＡＺｾｾｾＺＡ＠ I附置基準 I ＺｾｾＺＺｾＺ［ｬｾｾｾ＠ I附m基地
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( 延べ而徽| こえる部分 1 ( 延べ面積| こえる部扮 1 ( 延べ凶械

桝条例| 耐以上) Iにつき300 1m此 ) Iにつき 450 1
m批

) I聞こ同じ

東 京 都

大 阪 市

償 浜 市
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3，000 1同上 (百貨

応等) 400 

m'lこ1 台、

(l f噂所・

応舗) 500 

耐に 1 台

向上450m

;，" V' "  I(BXこ同じ 1  ( BXこ同じ
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(商業Iω 或) 11こl 台

向上400 rn'
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札 帆 市 1 3，000 ( 商業地域)

500m刊こ l
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向上500m

川 崎 市 I 2，000 I  ム
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だが、この法律で定められた当時は、ビル経営者や建築設計者は駐

車場を設けることによりビルとしての床面積が減少するとして、法

律で定められた最少限の駐車数だけを確保するとした考えで設置す

るのが大方の考えであった。しかし、現在ではこの考え方は成り立

たない。駐車場は都市 ビルの機能を決定する重要なポイントのひと

つになっているからである 。

2 .  1  附置義務台数

駐車場法の一般的基準( 都市により若干異なる) では、建築床面

積の合計が3 ，000m' をこえる面積300m' ごとに l 台の駐車台数を要求

している。 表一 1 にその一例として、 10大都市における附置義務建

築物の規模と附置基準を示す。

3  . 駐車場の形式と特長

駐車場の形式を分類すると、大きく分けて平面式、自走式積層、

機械式の 3 通りがある 。

3  .  1  平面式駐車場

広場に線引きをして、その部分に駐車させる最も一般的な駐車場

で、規模も数台から数千台のものまである 。数台駐車いわゆる「車

庫」状のものはその設備も簡素なものであるが、スーパーや商業圏

に付帯する大規模なものでは、舗装、照明、誘導装置などの設備も

必要となってくる 。計画の目安は、駐車規模に応じた用地面積の確

保が可能なことで、敷地があれば建設コストは比較的安価であるの

が特長である 。

3  .  2  自走式積層駐車場

広 場 に 建 屋 ( 2  - 5 階程度) を建設し、フロア面積を増やし、敷

地面積当たりの駐車効率を向上させようとするものである 。 リフト

を使用し、上下するものもあるが、一般的には建屋に斜路を設け、

車が自走によって上下するのが普通で、あり、そのため各階のフロア

面積から斜路部分の面積を減ずる必要があり、その分、各階の駐車

面積が少なくなる。

最近では、斜路に要する面積を少なくする工夫がなされているが、

斜路の形状により大別すると、スキ ップ形、フラ ッ ト形に分けられ

る。

①スキ ップ形一一各階が半階ごとに段ちがいになっており、短い

斜路でつぎの階に到着することができる 。 また最初の中間階を半地

下にするともう一層の駐車スペースが取れ、敷地効率を上げられる

仁高三; ヰ闘戸高司

日

目

側 面

器

官
15.ooc，l 5.7J 5脚 15.ooo15.7ools. 叩l

1階平面 (25台)
1. 500 正 面

図- 1 スキ ップ形自走式積層駐車場

正 面

てて 寸 == ヨ 13てお1

王IXX>g

封 ; E_: 竺 竺土 問 よ7 脚 ム7 脚 イ

側 面 11首平面 (26台)

図- 2 フラット形自走式積層駐車場
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のが特長である 。( 図一 1 )  

②フラ ッ ト形一一自走式駐車場のスタンダードなタイプで、 1 階

ずつ直接ランプウェイ( 斜路) で昇降する 。単純な構造なので、事

務所や庖舗など他目的用途の供用が多い。( 図 - 2  )  

3  .  3  機械式駐車場

地上から地下空間までを機械によ って効率良〈利用しようとする

もので、形式により大別すると、つぎのようになる。

①垂直循環式一一メリーゴーランド方式と呼ばれる機械式駐車場

の代表的なもので、垂直面内に配列された多数のパレ ッ ト( 搬器)

が循環移動する方式である 。 1 基当たりの収容能力は20- 40台程度

で、 2 基あるいは数基を供設して利用される 。敷地面積は 1 基当た

り約42m'で、面積当たりの収容効率は抜群に高い。 さらに、ビル組

み込み形、独立鉄

塔形の 2 種類に大

別され、設置条件

に合わせて、下部、

中間、上部と乗込

口が選択できるほ

か、ター ンテープ

ル内蔵形、重列形、

ハイルーフ車形、

ダフソレ式 ( 固定形、

スライド形) など

がある 。( 図 - 3  )  図- 3 垂直循環式駐車場 {新明札 ロータいータ}

② 多層循環式一一多数のパレ ッ ト( 搬器) を 2 層またはそれ以上

に配置し、循環移動させる方式である 。パレ ッ ト( 搬器) は、一列

多層に配列された任意の 2 層聞の両端で、パレ ット( 搬器) が昇降

して層間の循環移動が行われる 。これは王に、ビルの地下に組み込

まれ、 l 基当たり 10台から 40台程度の収容能力がある 。循環の方式

によ って円形循環式、箱形循環式がある 。( 図 - 4  )  

円形循環式 ( 輯明相、パレコンパーク)
箱形循環式 {新明初、トランスパーク)

図- 4 多層循環式駐車場

③水平循環式一一多層循環式の

変形とも 言 え、 パ レッ ト (搬器)

の循環は水平移動だけによるもの

で、これも主にビルの地下部分に

組み込まれる 。 ビルの地下形状に

合わせて層数を増すことができ、

2 層- 3 層で使われるのが一般的 (輯明相. クロスバータ)

である 。( 図 - 5 )  図- 5 水平循環式駐車場

④エレベータ・スライド方式 自動車用エレベーターと、自動

車を収容する駐車室との組み合わせからなる駐車機械である 。エレ

ベーターは昇降動作と横方向への移動動作の二つの動きをする 。

⑤ 2 段、 3 段式一一 2 段、 3 段式立駐は、他の循環方式の装置に

比べ、構造が簡単で、複雑な動きをしないので、 1 台当たりのコス

トが安い。 目的、用途に応じて昇降式、昇降・横行式、 3 段式( 多

段式) 等がある 。( 図 - 6 )  



自走式積層駐車場の施工例

- 名古屋市南外堀駐車場

施 主 名 古 屋 都 市 盤 側i公社

設計総工 大井主主興株式会社

場 所 名 古 屋 市 東 区 久 屋町 1 - 4

1敷地而徽 982.  28m'  

建物概姿 ・m造規模

鉄骨造組立式地上 4 階

(  4 階 5 層スキ y プ式 )

・建築面積

786. 6m'  

・床面積

l 階/ 786. 001' 2 階/ 786 .0m'

3 階/ 786. 0m' 4 階/ 786. 0m'

R 階/ 52 .8m' 計3. 196. 8m'

収容台数 173台

設備概婆 ・11I 気設備

111灯設備、蛍光灯、水銀灯、非常照明灯、

誘導灯、コンセント、その他、火災報知l

鴇

・給排水術生設備

給水( 市水道 ) 、消火 ( 送水口 u彦、粉末

消火稼 ＲＰｾ 左 Ｉ 、ガス、衛生、大使昔話、 小 便

様、洗面総

・無人' i 1 遊出入装置 ( 月極用 )

III の入出庫を自動的に検知し、指定カードにより、

自動的にゲートが開閉し、. r j 1の入出席が無人ででき

る.

機械式駐車場( 垂直循環式 )

の施工例

一小樽 長崎屋サ ンノ マー キ ング

施 主 株式会社長崎屋

l駐車場施工 新 明和工業株式会社

場 所 小 得市稲穂 2 丁 目

敷 地 面 積 約1130m'

建 物 概 要 駐 車 場/ 鉄 骨 造 耐 火 建 築 物

テナントピj レ/ 鉄筋 コンクリート造 耐火

建築物

収 谷 内 数 244台

設 備 概 要 ・垂直循環式駐車場

RT，G- 3 6 AX  6 、RT，G- 28AX  1  

・電気設備

受電設備、照明設備

・消 火 設 備 ハ ロ ン 1301

・その他諸設備一式
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骨 モ 午 了 .
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ｾ＠

手いよI

昇降、検行式 { 続明相 Z パーク L P )

昇 降 式 ( ピッ ト式) (軒明初、 Z パーク K P )  3 段式( 昇降・横行式) (新時l朝、 Z パーク T P )  

図 - 6  2段、 3段式駐車場

4  駐 車 場 計 画 を 進 め る 際 の 留 意 点

4.  1  一般事項

駐卓場を計画する場合は、駐車場規模と、前項で説明した駐車場

の形式を決定すれば、所要土地面積と必要投下資金が決まる。逆に、

土地あるいは資金に制限があれば、おのずと駐車場形式は決まって

くる。駐車場の形式や規模が決まれば、つぎに敷地の用途地域や防

火地区の指定、前面道路の条件などにより、建築基準法や駐車場法

等を検討する必要がある。この場合、機械式駐車場は建設大臣の認

定を受けているから、装置以外の確認申諮が必要となる。準l坊火地

域の外壁は高き 15 m以下は耐火構造、 15 m以上は簡易構造の外壁、

防火地域は耐火構造で、鉄骨主骨は耐火被離が必要となる 。

4.  2  駐車場の前面空地と出入口の計画

駐車場の出入口と接する道路においては、交通障害を起こすこと

も多く、また自動車が駐車場から出庫する際、歩道や道路を通行す

る人や自動車などの存在を、十分確認し安全を確保する必要がある。

そのため、道路への出口付近の構造は、当該出口から 2 m後退した

道路

図- 7 出口および入口

自動車の車路の中心線より 1. 4 m 

の高さにおいて、道路の中心線に

直角に向かって左右それぞれ60.

以上の範囲で道路を通行する者の

存在を確認できるようにしなけれ

ばならないと規定されている。

( 図 - 7 )  

とくに東京都の場合、自動車を昇降させる設備を設ける車庫につ

いては、前述によるほか、出入口は奥行きおよび幅員がそれぞれ 6

m以上 ( 長さ 5 m以下の自動車用の設備にあっては、それぞれ 5. 5

m以上とする ) の空地またはこれに代わる率路が必要とされている 。

自動車の車路幅員については 5. 5 m以上、ただし、一方通行の草

路にあっては 3. 5 m以上、車路構造は梁下高さ 2. 3 m以上、屈曲部

は自動車から 5 m以上の内のり半径で回転できること、および傾斜

部の縦断こう配は 1 7 %以下であることの制約がある。

その他、法規上 ( 駐車場法施行令第 7 条) 駐車場として出入 口の

造れない場所は、下記の通りになっている。

①道路幅が 6 m以下のところからの出入口一一 6 m以下の道路幅

の場合、出入りする自動車のえが〈カーブのため、道路の反対側ま

で必要となり、交通の障害と危険を伴うことになる。

②道路の交差点、曲がり角、横断歩道から 5 m以内のところ( 横

断歩道から 10m、と規定している都市もある )。

③電車停留場 、安全地帯、橋詰め 、踏切から 10 m以内のところ。

④公園、小学校、幼稚園、保育固などの入口から 2 0 m以内のとこ

ろ。
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6  mJ:λ上

ん証主i

図 - 8 自動車の出口および入口

⑤急な坂道の途中、| 筆僑の下、橋、ト ンネル。( 国一 8 )  

4  .  3  機械式駐車場の床面積の算定

建ペイ率、容積率を算出する上て¥とくに機械式駐車場等、床と

して認識することが困難な形状の部分については、 l 台につき 15m'

を床面積として算定する。なお、床としての認識が可能な形状の部

分については、通常の算定方法によると規定されている。( 図 - 9 )  

図 - 9  機械式駐車場の床面積の算定

立 前 床面積に算入しない 床荷積に算入する

日E
床として認識することが困難なものは、

駐車台数 l 台につき 15耐として床面積

「糊』1 u h J

をt r . 定する。

独立町 垂直帽環方式

エレベー夕方式

エレベ- 9. ^ライド方

正記

床として認識することが困難なものは

駐車台数 l 台につき 15m' とみなし算定

した数値と、各階の 7 ロアと同位置に

床があるものとして算定した数値のう

立 体 駐JIU晶

ち、大きいほうの数値とする 。

( 向上H式}

ー

建築物のーの階に床として認識するこ

とが図維な立体の駐車装置が設けられ

る場合は、駐車台数 l 台につき 15m' と

みなし算定した数値と、当該装置設置E

[f 平帽環方式l
部分の床面積のうち、大きいほうの数

廟循環 )j 式 j[[ とする。

段方式

5  . まとめ

道路交通の円滑化と、都市機能の維持を図る上で重要な施設であ

る駐車場は 、まだその絶対数の不足をきたしている。このような背

景のもとで、今後も都市機能の集中化による都市構造の立体化が進

むとすれば、そのときは駐車場も平面を使用する形態から、より立

体化された形態へ移行するものと予測できる。そうすれば、とりわ

け機械式駐車場は、より一層の増加傾向をたどると考えられる。

一方、駐車場に対する要求も年々高度化し てきている。今後は、

安全性、利便性、経済性の向上のみならず、 21世紀に向け、高度情

報化時代にマッチした省人化、省エネ化、高機能化等、高付加価値

駐車場システムの開発が進むと思われる。

( さかもと つとむ新明和工業株式会社産業機械事業部宝塚工場施設部長)



貸 金 庫 設 備

高 見 宗 次

金庫室は、現金 ・有価証券 ・重要岱類 . II 重物品等を盗難、火災、

地謀、水害等から守ることを目的として構築される最も堅牢な機密、

室である。周囲は天井、壁、床を含めて厚い鉄筋コンクリー卜もし

くはそれと同等性能のE主体ユニット( ボールトウオール) で防禦さ

れたもので、建築構造物の一部として設備される。金庫扉は主mと

非常・口扉( マンホール) が一対になっている。金庫厚手は耐火材およ

び耐焔 ・耐錐鋼が充摂され、耐火・防盗性にきわめて優れたものに

なっている。金庫室壁体はスチールクリート、スチールライニング

等によってガードされている。またエレクト ロニクス ・セキュリテ

ィシステムによっても、よりガードされている。

これに対して、法人、個人の財産をより安全に守るための貸金庫

室は一段と高級な金庫室として、届ri 答により高い安全性、機密性を

N  V - 35000M 

3 1 M柿造で友右 8 本ずつ

のカンヌキを訂するイト

ーキ・ポールト ・ドア

スライドタイプの省スベ

ース型イトーキ ・ポール

L BHB- 3500M ト ・ドア

与えるものでなければならない。貸金庫室を守る貸金庫扉は金庫室

扉と同等、もしくはそれ以上の基単で選択される。

貸金庫室内に設置される中箱についても、最近では、小規模な庖

古iIi ( 銀行の小型機械化宿舎I i クラス) ても機械化により 500- 600個導

入し、近隣他行との差別化による新規顧客の獲得と、その安定化に

努めている。

銀行にとって貸金庫業務は、単なるサービス業務から、積極的に

P R し、利用客の増大に努めることができる有力な戦略商品として

営業展開し、またその手数料収入は料金アップにより、従来のサー

ビス一辺倒の考え方から収益霊視の方向へと移行しつつある。

1.  E S C  5 型 貸 金 庫

イトーキ貸金庫 E S C S は、従来マンツーマン方式による解錠と

施錠操作で安全と信頼を維持してきた貸金庫業務の逮営および管理

を、受付カウンタ ーにおいて入力装置によるリモートコ ント ロール

で、銀行錠を電気的に解 ・施錠する貸金庫管理システムに進歩させ

たものである。これにより、銀行の貸金庫担当者の業務の省力化を

成し遂け¥利用顧客仮IJ にとっても、安心して待たずに利用できる安

E S CS - 2000シリーズ

E S C S 型貸金脱本体と、1 : IH! . L 1 で述刷機作ができるセンターコ ントローラ

全省人システムとして広〈採用されている。コンビュータによる情

報管理もできて、各砲の記録がアウトプットされる。

2  . 全 自 動 貸 金 庫 S A D

S  A  0  ( システマ ・オートデポジ ッ ト) は、 i E  S  C  S  貸金庫シ

ステム j の電子制御技術と「自動検索搬送システムーシステ 7 ・ト

リープJ を結合させた貸金庫システムである。

利用顧客は、 貸金庫利用のために金庫室まで出向〈必要がなく、

クーポンブースで端末機にカードを入れ暗証番号を入力するだけで、

搬送システムによって自動的に貸金庫ボックス( 中箱) がブースに

運ばれてくる。従来のょっな ｬＡｾ 合手続きや、錠符合、解・施錠の手

間] を省いて、業務を大幅に効率化した全自動貸金庫である。

S A Dは、クーポンブース、搬送部、貸金庫 ( S A  D 本体) て村よ

成され、これらを有機的にプランすることにより、どんな条件の庖

舗にも設置できる。 S A D本体とクーポンブースを離れた位置に設

置したり、異なった階層に設置することもできる。さらに、余剰lス

ペースは貸金庫室に利用したり、手の届かない高所( 低所) 空間も

フルに利用できるというスペースメリットをも有する。

コンベア室

指定された中箱をク - i T，

ンブースまで遺症ぶための

継送装置. センサーによ

り、搬送の安全性、正砿

性がチェ ックされる .

トリーブ本体( 貸金庫)

S A  日本体 ( トリープ)

で、中 ｾｩ を立体的に物納

し、スペースメリ y トを

生カ‘ す.

建築と祉会/ 1987年 5 月号 65 



クーポンブース正面

カーペ y トを張ったデラ

ックスなクーポンプー λ 。

利用顧客はどちらのプー

スでも入室できる.

グレードの高い滞ち着い

た ｾｴ 日 Ｑ Ｎ 端末機にカード

を入れ、暗証番号を入力

すれば、中箱が搬送され

てくる . 利用顧客はキー

で解錠し、利用後は返却

ボタ ンを押せば、中箱は

自動的に元の位置に格納

される .

2  .  1  設置パターン

以上のよ うに、全自動貸金庫システムには設置ノぞタ ーンがかなり

多い 。

ド! 行をメイ ンパン ク化してくれるような優良顧客には貸金庫利用

のために地下 l 階あるいは 2 、 3 階に行ってもらうような労力をか

けさせたくない、まして利用願手写の年齢層は比較的高い。

しかるに全自動貸金庫の場合、貸金庫室は 2 、 31稽にあっても、

クーポンブースは 1 階に設置することができる 。最近の採用例では、

このようなケースがかなり多い。 しかもこのケースでは貸金庫室周

辺の環境は問われない。防資・| 坊火性能が優れてさえいれば良い。

また内装設備はコンクリート打ち政しでも良〈、費用はかなり削減

できる 。

階の異な る場合

ミ

?唖

S A Dシステムの標準型設置パ ターン

2  .  2  ハードおよびソフト

ハード構成はつぎのようにな っている 。すべての制御をセンター

コントローラが担当し、ここでは、各ハードの制御プログラムと貸

金庫業務のアプリケーションプログラムが同居し構築されている 。

契約時の諸々のデータはここで登録される 。顧客の来庖証明をとる

インプリンタはそれぞれのブース操作鍛に内蔵されている 。 また、

ブースにて中松l利用後放置したまま退室しようとしたときの音声警

告、中箱に鍵を付けたまま返却ボタンを押したときのアラーム箸告

… 等、異常時のパ ックア ップも完備されている 。
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| ブース入室 |  

機 器構成図

全自 動貸金庫システム運用フロー

来 l この時点てeエ ンポス のインプリントを 取る .

( 顧客来底証明、印鑑照合、 I制服依頼占にかわる もの)

* 2 中箱に鍵を付けたまま返却ボタ ンを 押した地合、表示し、

アラームをならす.

員o 中箱を政置したまま退室の場合は音声で注意をうながす.

2  .  3  全自動貸金庫設計上の留意点

最後に、全自動貸金庫設計上の注意事項について触れてみよう 。

(1) 貸金庫室の床耐荷重については、鉄扉、貸金庫本体、搬送部

等を考慮、して 1，OOOkg/rげをクリヤーしたい。

(2) 電気錠、カードリーダ一、センターコントローラ、サーベラ

ンスカメラ等の設置のための配管設備。

(3) 金庫室 ( 貸金庫室) は防火区画であり、中箱が通過する開口

部( 貸金庫室もしくはコンベア室とクーポンブース聞の壁休部分)

は中箱通過時のみ聞かれ、常時は閉鎖状態である 。 また非常時は防

災センサーによる瞬時閉鎖機能を有することが要請される 。

(4) サーベランスカメラについては、犯罪の抑止効果として、ブ

ース入口のドアと連動させて設置されるケースが多い。

(5) 貸金庫室、クーポンブースの空調。

(6) C  D 、 A T Mコーナーと違って、利用顧客は締かなブース内

で中箱の出て来るのを待つので、サイクルタイムについて十分な配

慮が必要である 。

(7) キャ ッシュ ・ディスペンサー ( C D ) 利用のH寺間外延長と合

わせ、貸金庫も時間外利用が考慮され、休日稼動も研究されている 。

(8) セキュリティ監視の警備体制の検討。

( 株 式 会 社 イ ト ー キ シ ス テ ム 推 進 課 長 た か み そうじ )



タンクと

石 油 備 蓄 基 地

来海寿巳/ 小坂正明

1  . はじめに

一口にタンクといっても、タンクに貯蔵する内容物の種類 ・圧力

・混度、タンクの形状、材料、基礎の型式等によりきわめて多様な

分類が可能である 。一例として、 表ー 1 のような分類がある 。 また

石油精製、石油化学、都市ガス、屯力、鉄鋼等において使用されて

いる大規模なタンクから自家用車の燃料タンクに至るまで、その種

類は多い。

表 - 1 タンクの種類
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1低圧ガスホルダー

液体貯蔵タ ンク

高圧 ガス貯蔵タ ンク

低温液化ガスタンク

本稿では、これらのタンクのうち地上貯油タンクについて、筆者

らが計画、建設等に携わ ってきた百小牧東部石油備蓄基地を例にと

り、関係する法律に注目して概要を説明する 。

2  . 石油備蓄について

昭和48年秋の中東戦争に端を発した第一次石油危機いわゆるオイ

ルショ ックを経験してから、早いものですでに 14年を経ょうとして

いる 。 この第一次石油危機においては、石油不足に起因したトイレ

ッ トペーパー等に代表される物不足が社会的にクローズア ップされ、

買い占め ・売り惜しみが生じ、日本中が一大パニ ック状態に陥 った

のである 。 しかし時の経過とともにその危機感も忘れ去られようと

している 。 このような石油危機がなぜ生じたのか。 それは、わが国

の一次エネルギー供給の輸入石油への依存度が高い (58 .9% 、昭和

59年度) にもかかわらず、わが国の石油エネルギーの供給構造が非

常に脆弱かつ不安定であることにつきる 。つまりわが国は、必要と

する石油の99. 8% を海外から輸入しており、しかもそのうちの約71

% ( 昭和59年度 ) を中東諸国に依存しているため、複雑な国際情勢

とくに中東諸国の政情の影響等を直に受けることになるのである 。

このため、資源に恵まれないわが国では省エネルギ一、石炭等へ

の燃料転換等の方法による石油の消費量の低減化、中東諸国の石油

事態における: r i il I l の安

定供給を確保するため、

石油の係i若手も推進され

ているところて・ある 。

ちなみに昭和54年存の

第二次石油危機のとき

には、すでに実施され

ていたタ ンカーによる

石油備書が社会的な粘

神安定斉IJ として働き 、

わが国の国民生活、産業活動の商で大きな混乱を生ずることはなか

った。 このことは石油備惑の有用性を証明したものといえる 。

わが国の石?Il 川崎替は、石油備蓄法に基づいて民間石油会キ上等に義

務付けられている民間石油備蓄と 、石油公団が実施している国家石

油備蓄の二本立てで進められている 。石油備蓄法では、共同: r i ｩｬｬｬＱｬｾＱ＠

蓄基地、民間石油会社等のタンク等に 90 自分以上の原油、石油製品

等を確保することが決められており、 一方、国家石 illl11111訴は、同家

石油備蓄基地 ( 図ー 1 ) の建設等により、昭和63年度末までに石油

の3 ，000万 kQ備欝を達成することを目標としている 。

3  . 苫 小 牧 東 部 石 油 備 蓄 基 地

3  .  1  概 要

苫小牧東部石油備蓄側は、北海道苫小牧地区に国家石油備i 'M在地

を建設し、運営するために昭和56年に設立された会社で、月小牧東

音11大規模工業基地 ( 以下 「背東工業基地」 という ) 内に地設容量約

620万keの石油備蓄基地( 公称容量11. 3万kQのJ原油タ ンクを55-1.1;設置 )

の建設を進めている 。第一期工事は昭和59年 10月末に完了、第 l 工

区に原油タ ンク28J J i および付帯設備が完成し、現住、約 247 万keの

原油を貯蔵 ・管理している 。 また現在、第二期工事として第 2 工区

および第 3 工区に、

残る 27基の原油タ

ンクおよびイ寸' 府設

備の建設を進めて

いる 。

3  .  2  位置

苫小牧東部石油

備蓄基地( 以下「苫

備基地」という )

は、北海道南部の

太平洋に臨んだ勇

払原野にある苫東

工業基地内 ( 総面

積は約11 ，250ha)

に位置し、苫小牧 図 - 2 苫備基地位置

市と勇払郡厚真町 ( あつまちょう) の二つの行政区にまたがって設

置されている 。 また、苫小牧市の 中心部から 北東約18km、海岸線か

ら北方約 3 km離れた内陸部にあり 、千歳空港からは車で約30- 40分

の距離にある 。( 図ー 2 参照 )

3  .  3  全体配置等

ｾ備基地の全体配置を 図Ｍ 3 および写真一 1 に示す。第 1 工区は、
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図- 3 苫備基地配置

写真一 1 苫備基地全景(昭和61年 6 月撮影)

苫備基地の中枢となる地区であり、本館事務所、中央計器室、消防

自動車車庫、安全防災設備、環境保全設備、用役設備等のほとんど

の施設が設置されている。第 2 工区は、第二期工事分として昭和60

年 10月に工事を開始した地区であり、原油タンクおよび関連付帯設

備を設置する計画である 。 また第 3 工区も第二期工事の対象地区で

あるが、昨年12月に土地造成工事が終了し、本年 4 月からタンク地

盤改良工事等を開始している 。なお第 3 工区は、第 1 工区と隣接し

てはいるが、その聞に公道を介していることから、防災設備の機能

を確実に維持させる必要性があり、屋外給水施設、泡消火設備、貯

水池等防災設備は独立して設置することにしている 。

4  . 苫備基地の建設・運営計画と法律

石油備護基地の建設 ・運営には、消防法、石油コンビナート等災

害紡止法( 以下「石災法j という) 、電気事業法、都市計画法、建

築基準法、海洋汚染及び海上災害の防止に関する法律、労働安全衛

生法、大気汚染防止法、廃棄物の処理及び清掃に関する法律、電波

法、有線電気通信法、倉庫業法、関税法等多くの法律および条例が

関連してくる 。以下、とくに関連性の大きい法律について、苫備基

地第 1 工区の設備を例にとり、石油備蓄基地における建設 ・運営計

画との関連、 内容等を述べることにする 。なお 、基本的には、第 2

工区および第 3 工区についても同様と考えて良い

4  . 1  原油タンクの規模、配置等

68 

原油は危険物であり、危険物を貯蔵するタ ンク は消防法の屋外タ

ンク貯蔵所としての規制 を受ける 。

百備基地に設置している原油タンクは、直径82m、高さ 24. 5mの

鋼製地上式ダブルデッキ型浮屋根タンクであり、 1 基当たりの公称

容量は約11 .3万k. e 、底面積は約 5，300 m' となり 、後楽園球場のグラ

ウンド面積にほぼ匹敵するほど大きいものである 。 また石油備蓄基

地のタ ンク は、消防法によりその位置 ・配置等を決定することにな

る。つまり、原油タンクの周囲にタ ンクの直径分の空地( 保有空地)

を確保すること、原油タンクの側板と敷地境界線との距離 ( 敷地内

距離) をタンクの直径の 1. 8 倍分 ( ただし、特定の条件下において

特例措置がある ) とすることなどが消防法に規定されており、石油

備蓄基地のように数多くの原油タンクを設置するためには、きわめ

て広大な敷地が必要となる 。苫備基地の敷地面積は約 274 万M であ

り、そこに原油タンク 55基を設置する計画であるため、これを単純

に割り返すと、原油タ ンク1 基当たりに必要な敷地面積は約 5 万m'

となる 。ちなみに、東京ディズニーラ ン ド( 面積約83万m') 、明治神

宮( 間約72万m') 、日 比谷公園 ( 間約16万mつ などと比較してみると 、

石油備望書基地建設にはいかに巨大な敷地が必要かが、お判りになる

と思う 。

さらに消防法の基準により、タ ンク に直接面する構内道路 ( 苫備

基地の場合幅員 16 m) の設置、防? 由堤の設置( 防油堤面積 : 8 万m'

以下、防泊堤容量 : 最大タンク容量の 110 %以 上 、 高 さ : 0. 5 m以

上、幅 : ! 援土の場合天端幅 1 m以上) 等が、さらに石災法の基準に

より、流出油等防止堤 (容量 : 最大防油堤の容量 以上、高さ : 0. 3 

m 以上 、lti'li : 感土の場合天端 l隔 1 m 以上 ) 等を設置することになる。

したがって、以上述べた諸基準のすべてを勘案し、最も効率的なタ

ンクの位置、配置等を決定する必要がある。苫備基地の場合、原RIJ

として 4 基の原油タンクを正方に配置し、その周囲に構内道路と防

油堤と流出池等防止堤とを兼用とした盛土構造物を構築している 。

このため、堤体の天端幅約35m以上、高さ 2.5 m以上の、中央部が
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原油タンク

図- 4 防油堤等断面 ( 単位 : m)  

幅員 16 mの道路になったきわめて堅固な防泊堤 ・流出油等防止堤と

なっている( 図 - 4 参照) 。なお 、防油堤は最低でも最大タンクの容

量の 125%分を、また流出泊等防止堤は原油タ ンク 28基の約半数分に

見合う容量( 第 1 工区) を確保しており、仮に漏、油事故が発生した場

合にあ っても、基地外に影響を及ぼすことは絶対にないといえる 。

このように平坦な土地に対して切盛を中心とした造成工事を行っ

たため、造成工事に先立 って、都市計画法に基づく開発行為許可申

請を行う必要があ った。 また、タンク建設工事を開始する前に消防

法の危険物貯蔵所設置許可申請等他の必要な諸手続きを行ったこと

はもちろんである 。

4  . 2  原油タンクの基礎・地盤

①地盤改良一一原油タンクの基礎 ・地盤に求められる特性として

は、@ 大きな荷重 (24. 5t /m') を支持するに十分な支持力、⑥広範

囲 ( 原油タ ンク 1 基について直径約 100 mの範囲 ) の地盤の均一性

(不等沈下の防止) 、@ 常時および地震時の安全性( とくに地震時の

液状化 に対する安全性) 等がある 。これらに関する技術基準は消防

法で詳細に規定されており、消防法に基づいて当該地域の土質に適

合した地盤改良を行う必要がある 。
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図- 5 載荷盛土平面および断面

苫備基地が建設されている地域は、主に静川砂礁層と呼ばれる沖

積台地により構成されているが、一部に沢部も存在している。台地

部においては、表面は約 9 千年 - 4 百年前に降下堆積した樽前火山

噴出物で覆われ、その下には、約1 0 - 1 5 mの厚きで約 3 .5 万年 - 3

万年前に降下した支務火山噴出物が堆積している。また、この層の

下は、タンクの支持層となる N 値50前後の静川砂礎層が約 15mの厚

さで堆積している。さらにその下は、硬質粘土と砂礁が互層となっ

たニタッポロ層へと続いている。一方、沢部においては、泥炭層が

厚〈分布し、その下は支務火山噴出物、静川砂磯層へと続〈層序を

成している。

また、締固め工法としては、動圧密工法( 以下 f D C工法」とい

う) と砂利または砕石を用いたサンドコンパクションパイル工法( 以

下 f s  C  p 工法j という) との併用工法を採用した。 D C工法は、

1960年代後半にフランスで考案されたものであり、大きな重量のお

もりを高所から落下させ、対象地盤に繰り返し打撃エネルギーを加

えることによって地盤を締固める方法である。原理的には、古来よ

表- 2 タンク地盤の代表的な改良仕機

<D C 工 法〉

・ハ ン 7 一重量; 12 t  (口 1. 75m)

・落下高; 20m 

・打撃間隔，口3. 25mピッチ、 2 シリーズ

・打撃回数; 3 回

<5  C  P 工 法〉

・パイ l レピ ッチ; 1. 7m (正三角形配置)

・打設長; 静川砂型軽層まで

・投入材料，切込砂利または砕石

・投入量; O.5m' / m{ ψ7oomm)  

り行われている「ヨイトマケ」と同じであるが、従来工法と比べて

深い所まで改良できる方法である。なお、 S C P工法は砂質土地盤

および粘性土地盤によく用いられている方法であるが、 D C工法の

実施例は少ない。

以上のような状況を踏まえ、大規模な原油タンクを設置するに最

適な改良仕様を決定するため、世界ても初めての規模で笑載荷盛土

試験を実施した。つまり、あらかじめ S C P工法の杭ピッチ、 D C

工法の回数等の地盤改良仕様を変えて施工した地盤に対して、実際

の原油タンクと同様の荷重 ( 24. 5 t  1m' ) を載荷して沈下状況等を確

認する試験を行ったわけである。( 図 - 5 参照)

なお、測定の精度と確実度を増すために、パッカ一式とスプリン

グ式の二つの方式により沈下計を層別に設置し、約 2 カ月間にわた

って沈下量を測定した。その結果、消防法の基準( 不等沈下がタン

ク直径の 1 /300以下であること) をはるかにクリアーすることが判

明し、その安全性が実証され、経済的な観点からも最適な地盤改良

仕様を確定することができた。

第 l 工区におけるタンク地盤の代表的な改良仕様は褒 - 2 のとお

りである。

タンクの安全性を確認するために載荷盛土試験が行われた事例は

他所にもあるが、 11万k. e 級の原油タンクの実荷重を載荷して沈下量

等の確認を行った例は世界的にも例をみない。このため、昭和60年

8 月にサンフランシスコで開催された第 11回国際土質 ・基礎工学会

において、その詳細について発表したところ多大なる反響があった。

②タンク基礎ーータンクの基礎には、盛土基礎、リング基礎等に

代表される直接基礎および杭基礎があるが、苫備基地においてはリ

ング基礎を採用した。( 図 - 6 参照)

リング基礎は、側板下の基礎盛土が貯油槽の外側 に移動すること

を防ぐこと、制IJ 板が上下方向等の急激な変化 を受けないこと等を目

)汁つ 玉主: : C I一片T叩l C I引1リJ
的として設置

するものであ

り、石油会社

等において多

く採用され、

その安全性が

実証されてい

ｼぽ ｾｾｉＩ ヨ亙よ ｴ W 

A 部 詳細

D C工

S C P工

る。 図- 6 原油タンク基礎断面( リング基礎)

4  . 3  原油タンク本体

原油タンク本体の容量、大きさ等は前述のとおりであるが、その

構造について若干述べてみたい。

第 l 工区の原油タンク本体の断面は 図 - 7 のとおりである。

昭和49年12月に発生した重油流出泊事故を契機として、昭和52年

に消防法の屋外タンク貯蔵所の基準が大幅に改正され、また、昭和

トップアングル ウイン ドガーダー

Nol O 1I.. - I 2( S M41C)  

Nu9 11.. - 1耳S M41C)

Nu8 11.. - 1耳S P V 5ぬ )

Nu7 1I.. - 12( 11 )  

Nu6 1I.. - 15( 11 )  

Nu5 1I.. - 18( 11 )  

Nu4 1I.. - 21(  11 )  

Nu3 1I.. - 25( 11 )  

s h 2 且 - 2副 11 )  

I  Nu1 1I.. - 37(  11 )  

( 注) 11.. 37 とは厚さ 37園内鋼板を示す.

図 - 7  原油タンク本体断函( 第 1 工区) ( 単位。 mm)
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58年に消防法の耐震設計基準の見直しが行われた。その結果、一層

頑丈かつ安全性の高いタンクが建設されることになった。

また、わが国は世界でも有数の地震国であることから、タンクの

設計に際しては、とくに地震時の安全性の検討が重要な問題となる。

このため、苫備基地建設に当たっては、地盤ータンク基礎ータンク

本体の連成系モデルに対して動的応答解析を行うことによって、タ

ンク基礎および本体の安全性の確認を行った。つまり、 地盤ータン

ク基礎ータンク本体を一体ノ〈ネマス系モテソレとし 、基盤に入力する

地震波として、 1968年の十勝沖地震時の八戸地震波( 比較的長局期

の波を多く含んだ遠距離大規模地震波の例) および1978年の宮城県

沖地震時の関北橋地震波( 短周期の波を多〈含んだ近距離中規模地

震波の例) を用いて解析を行った。その結果得られた応答最大加速

度等を用いて地盤の液状化、隅角昔日基礎の安全性、側板の座屈応力、

側板のフープ応力、側板一アニュラー板継手部の応力等の検討を行

ったところ 、いずれも十分安全であることが確認された。さらにこ

のほかに 、タンク本体に関しつぎのような独自の安全対策を講じて

いる。

@ 寒冷地という苫備基地の気象条件等を考慮、した鋼材を使用してい

る。( 例 S P  V50Q)  

⑤積雪等を考慮、して、ダブルデ ッキ型の浮屋根を採用している。な

お、冬期はルーフドレンラインに栓を施し、浮屋根上に雪を溜めた

状態で維持することとしているが、この場合にあっても十分な浮カ

を有する設計としている。

@ 浮屋板シールは、シー j レ性の高い大型シールを使用している。

③降雪が浮屋根上に偏在しないように、浮屋線上に偏積防止板を設

置している。このため、浮屋根上に均等に積雪荷重がかかることに

なり、積雪時においても十分な安定性が確保される 。

@ 浮屋根上のウエザーシール内に火災感知器を設置し、万ーの火災

の早期発見が可能となっている。

①浮屋板の揺動に伴って、浮屋根等と接触する可能性のある金属部

分には非発火性金属を採用している。

⑧固定泡消火設備は、地震時のスロ ッシンク現象に伴う浮屋根の揺

動によっても破損しないようなフラ ッ ト型( 側板の内側に出張りの

ない構造) を採用している。

4. 4 基地内諸設備

①原油の受け払い設備一一原油は、桟橋~原油移送配管( 構外) -

隣接の北海道石油共同備蓄基地構内配管を経て、苫備基地に受け入

れられる。また、原油の出荷の場合にはこの逆の経路により払い出

すことになる 。なお、原油移送配管 ( 30B X  2 条) は、消防法の移

送取扱所に該当し、より厳しい基準が定められている 。

② 操t由設備一一苫備基地内の操油設備は原油配管、原油ポンプ等か

らなっており、いずれも消防法の適用を受けている 。原油配管 ( 36

B ) は、 2 条ヘ ッダ一方式となっているため、原油の入出荷のみな

らず、タンク開放検査等のための原油のタンク間移送、循環等の操

作も可能である 。 また、原油ポンプは、 4，000 ｫｾ Ｏ 時のものを Ｒ 台

設置している 。

③安全防災設備一一安全防災設備は、消防法および石災法によって

規定されている屋外給水施設、泡消火設備等の固定設備と石災法に

より配備を義務付けられている消防自動車、油回収船等とに大きく

分けられる。

@ 屋外給水施設、泡消火設備等 : 屋外給水施設等は、消防法および

石災法基準に準拠して設置されているが、これ以外につぎのような

対策を行い、一層の安全の確保に努めている 。

・消防法および石災法に規定された消火用貯水槽のほかに、 15，000
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m'の貯水池を設置し、消火用水の確保に万全を期している 。

・隣接の北海道石油共同備蓄基地との聞に屋外給水配管を連結し、

消火用水の相E 供給を可能としている。

@ 防災監視塔 : 高き約40mの防災監視塔を設置しており、高所から

基地全体を監視することができる 。

@ 消防自動車、池田収船等 : 苫備基地は、防災体制! の強化の観点か

ら、石災法に基づいて北海道石油共同備蓄基地と石油備蓄基地共同

防災組織( 以下「共同防災組織」という) を設置している 。陸上に

おいては、大型化学消防車、大型化学高所放水車および泡原液搬送

車のセ ッ ト ( 写真一 2 ) を、共同防災組織および両基地併せて 3 セ

ッ ト配備し、また、海上においては、共同防災組織として、油回収

船、オイルフェンス展張船およびオイルフェンスを配備している 。

③用役設備等その他設備: 用役設備、環境保全設備等その他の設備

については、紙面の都合上省略する。

Ｎ ｾ ヨ ｡ ・

: ¥¥ 

写真一 2 原油タンクと消防自動車

4  .5 石油備蓄基地の運営

石油備蓄基地の運営に当た っても、消防法等多くの関係法令の適

用を受けることは当然であるが、このほかに石油備蓄基地は倉庫業

としての取り扱いを受けている 。つまり、石油備蓄基地において保

管する原油は、保税品として取り扱われることが多い。このため、

外国貨物を搬入するために必要な保税倉庫としての許可が必要とな

り、関税法の保税倉庫許可申請を行っている 。 また、石油備蓄会社

( 国家石油備蓄会社および共同石油備蓄会社) は、石油備蓄を 主た

る業務として行うために設立されたものであるなどの観点か ら、危

険品倉庫として倉庫業法上の営業許可を要することとな っており、

倉庫業法の倉庫業許可申請等の手続きを行っている 。

5  . おわりに

タンクに関連して石油備蓄基地の概要について述べてきたが、本

特集に対して必ずしも適切な内容であ ったかどうか疑問である 。 し

かしながら全国的にタンクの新設が極端に減少してきている今日、

ひとり多くのタンクを建設している石油備蓄基地の建設状況、規模、

関係する法律等について少しでもご理解いただければ幸いである 。

参考資料

屋外タ ンク貯蔵 所基礎の規制l基 準 ( 杭 基礎及びリング基礎に ついて) 解説、土木学会監修、

危険物技術研究会編 ( 技報堂出版)

( きまち と し み 苫 小 牧 東 音 問 備 蓄 株 式 会 社 防 災 環 境室謀長代理1
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技術がつ〈る高度なふれか、SOCI O- TECH

集中監視・中央制御な

冷蔵倉庫のトータレな省コストを実現します;

三菱電機は、運転と管理のコストをトータルlこ節約でき

る、冷蔵倉庫の集中監視・中央制御システムを、業界に

先がけて開発。高まる冷蔵倉庫の省力・省電力・信頼

性向上のニーズにおこたえします。このシステムは、

分散冷却方式による省エえ，Ｉｾギー運転をさらに発展

させ、集中監視機能、デマンド制御機能を装備。冷蔵

倉庫のトータノレコントロールシステムとして、大幅な省電

力化、保守の省人化を実現いたしますh

集中監視機能で省人化 電力コストも電源設備もより小さく 倉庫の規模、システムに柔軟に対応

l つの中央制御装置、 6種類 のユニ ・ノ ト制

御装置、3種類の入出力制御装置を自由

に組合せでき ますのて三幅広〈倉庫の規後、

システムに対応、できます。

分散された冷凍装置の運転状態、運転デ 冷凍装置の故適制御による省エネルギー

ータカえ中央のCRTテミf スフ・レイで集 中監 に加えて、テ。マンド( ピークカット) 制御に

役でき、各コントローラでもポタン1つでテ。ー より、 電源、設備金小形化。基本料金の低

タモニタOK。保守の省人化がはかれます二 減もプラスされました。
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お問合せ・資料のご請求は 三菱電機株式会社関西支社

〒530 大阪市北区堂島2丁目 2番2号 合 (06) 347- 2371 λ 三菱電機株式会社

企画: 日本建築協会

園園田| あなたもアイデアマンになれる

マンのアイデア発想
四六・ 224頁・定価1800円

マンシ ョンバルコニー手すりを

先伺けでき毛よいか

2 認

金属工事ではコストを大きく左右するアイデアテーマが多い
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戸田建設株式会社 合 原 一 夫 著

厳 し い 時 代 を 生 き ぬ く 原 動 力 は ア イ デ ア だ グ

・どうしたら施工のコストが下げられるのだろう?

・どこを改善したら現場がスムーズに動くか?

厳しい不況からの脱出 を白指し ，各社ともコスト ・品質競争に必死である . 本

警は，そうした現場で生かせる施工のアイデアや，盲点にな っている 改善テー

マなどを数多く集めた. また ，どうすれば役立つアイデアが得られるのかなど，

日常生活や職場でのアイデア発想法などを提案. 即実行に移せるアイデアの本.

• 
T QCから見た建設業問題解決の決め手 建 物 の 値 打 ち の 高 め 方 ピ ル マ ンションの新しい評価法

小林清周著 ・四六・ 208頁・定価 1700円荒木隆彦著 / 四六・ 192頁・定価1600円

躯体工事監理のチェックポイン卜 100

須賀好富著 / 四六・ 224頁・定価1800円

パソコン会計術設計事務所編

西部明郎著 / 四六・ 224頁・定価1800円

〈目録進呈〉

6  

空調設備のトラブル50 建築に携わる人へのヒント

建築設備トラブル研究会箸・四六・ 224頁・定価1800円

衛生設備のトラフル50 建築に携わる人へのヒント

建築設備トラブル研究会著・四六 ・ 224頁・定価1800円
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氷のドーム

粉川 牧

シェルは軽くて強〈、剛い、きわめて力学的合

理性に富む構造である。このシェルを、氷もしく

は雪氷という積雪寒冷地において豊富に存在する

材料でつくるとき、この構造を、、アイスシェル仰

と呼ぶ。温故知新、アイスシェルは m イ グ ル "

や、、かまくら仰といった古くからある伝統的雪氷

構造物に今日の機造工学技術を導入して、新しく

現代に蘇る北の空間構造物である 。

筆者は、冬期間のスポーツレジャー、イベント、

倉庫等のシェルターとして使用可能なアイスシェ

ル建設実現を目指し、種々のスケールをもっ縮尺

モデルを用いて、その建設鈍工法および構造安全

性に関して実験的かつ理論的な検討を進めてきた 。

そして、過去 4 年間に、スパン 10m 5 基、 15m 2  

基、 20m 1基のアイスドームを造 った。これらの

うち各モデル 1 基ずつが、散雪技術が未熟だった

ために失敗している 。 しかし、 10m ドームの建設

技術は安定してきており、冬野菜の貯蔵 ( 写真1 )

など、実用化に 向けた研究が進んでいる。

， 

写真 1 アイスドームによる野菜貯蔵実験

ここでは、研究の一端として、昭和61年 1 - 4

月に行われたス パン 15m、高さ 3. 3 mのアイスド

ーム実験を概略紹介する。なお、この実験は、眼

下に石狩川を見下ろし、遠くに旭川市街を望む北

海道東海大学キャンパスで行い、製作には建築学

科 3 年生17名が実習授業の一環として当たった。

①薄板ベニヤを型枠とし、枠内の所定の位置

にロープ端部をアンカーし、さらに雪と水を入れ

プレートで締め固め、外気で凍結し、中心直後15

写真 2 雪氷基礎リングの施工

72 建築と社会/ 1987年 5 月号

m、断面寸法45c mX 130cmの雪氷基礎リングをっ さく、その凍結速度は水のみの場合より速く、し

くる ( 写真 2) 。 たがって施工時間を短縮でき、材質も粘り強くな

② 直 径15mの円形二重平面膜( 合成繊維補強 る。散雪散水作業が進み板厚が婚してくると、す

膜) を雪面上に敷き、さらにロープを直交 2 方向

にそれぞれ1 . 65m間隔に配置し、初期長をターン

パ γ クルで調整する。

③ ポータプルファンにより二重膜内に大量の

空気を送風し、およその曲面形状を得た後、ポル

テックスプロワーと圧力調整器により型枠空気膜

の圧力を約 7c m水頭圧に保つ ( 写真 3) 。

写真 3 型枠空気膜事荷造

この膜構造の特長は、 a) 平面膜であるので立体

裁断を必要とせず、膜加工が容易、 b) 密閉構造の

ため空気もれが少なく、内圧調豊富が簡単、 c) ロー

プで囲われた膜面は全体曲面のそれに比べ曲率が

大きく、強度と剛性が高い、 d) ロープの膜へのく

いこみによって完成したシェルは複脹殻( 多数の

規則的膨らみからなるシェル) となり、力学的性

能の向上と、シェル内表面に幾何学的造形美をも

たらす、が挙げられる 。

したがって本型枠空気膜においてロープは、施

工、構造、造形面で重要な役割を果たしている 。

@ 朕面上に散雪散水を行う。散雪は固い締ま

った雪を除雪機で粉砕し、 1 回の散雪厚が 1 cm以

下となるよう薄く吹き付ける ( 写真 4) 。 この雪 は

細粒の焼結雪で結合力が強い。 さらに高圧洗浄機

と家庭園芸用ノズルを併用し、水をスプレイする

( 写真 5) と、雪は - 1 0' C 以下の寒気で氷板に変

わる 。

雪氷シャーベットの潜熱は水→氷のそれより小

写真 4 除雪機による散雪作業

写真 5 高圧洗浄機による散水作業

でにつくられている薄厚のアイスシェルが膜に代

わって 、新たな雪氷シャーベット層の重量を支え

るようになる。したがって朕内圧の大きさは施工

初期につくられる雪氷重量を支えるに必要な程度

でよく、比較的低強度の膜材およびロープ使用を

可能にし、結局、基礎を含めた型枠構造の軽量化、

低コスト化を計ることができる 。完成時の板厚は

スパンの1 / 100 を目標とし、今回は延べ20時間の

散雪散水作業で、平均板厚 15cmが得られた。

⑤ 朕をデフレートし、膜とロープを除去し、

アイスドームを完成した ( 写真 6 ) 。完成後、夜間

内部から赤や育などの着色光をあてると、 写真 7

写真 6 完成したアイスドーム

に示すように、時閣の中に美しいアイスドームが

浮かび上がった。これは美的鑑賞と同時につくら

れた氷の質的良否を判断する簡便にして有効な方

法である 。

写真 7 暗胞にあやしく甥〈アイスドーム

1 月14日のドーム完成にヲ| きす品、自重と雪荷

重のもと、クリープ実験が行われた ( 写真 8 ) 。結

果は、 3 月20日までのドーム中央部の 1 日あたり

の変位は約1 . 缶四とごく小さく、また、崩壊月日

は 4 月 3 日と良好な構造性能を示した 。

写真 8 クリープ変位測定状況

スパン 20- 30m級アイスドーム建設は技術的に

いま 一歩といったところであるが、とにかく積雪

寒冷地では雪と水が本格的な建設材料となりうる

こと、まさに雪は天からの贈り物である 。

( こかわ っとむ 北海道東海大学芸術工学部建築学科助¥

教 授 工 学 陣 士 /



(2) 部 材 、 平 米 当 た り の 釘 の 使用 本 数 が 多 い。• つ
施工材料の頁 (3) ボード下地面に凸凹が生じる。

ね じ 迷 続 打 込 機 ( 写真) は、 ベ ル ト に 特 殊 ね じ

( コンス卜 B 、 テ ク ス ) を 組 み 込 み 、 そ れ を 機 械

に 送 填 し 、 ① ド ラ イ パ ー を 回 転 さ せ な が ら 打 込 機

本 体 を 部 材 に あ て 、 ② 押 し つ け る と ね じ が セ ッ ト

さ れ 、 ③ ね じ を 打 ち 込 む こ と が で き る も の (図-

1  ) で、従来の釘打ち工法に比べ、 表 - 1のよう

な特長がある 。

( マキ夕、目立等のスクリュードライパーに本機

取付可)
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ねじ連続打込機

- P AK OT工法一

小山 昇

① ② ③ 

釘 打 ち 工 法 に よ る 問 題 点 に は 、 以 下 の も の が あ

る。

( 1 ) 打ち終えた釘の浮き上がりが生じる 。

表ー 1 特長
図ー 1

パ γ クオート工法 従 来 工 法

l 本ずつ取り出し、打ち込む

ため、時聞がかかる。

パッ クオート工法

締結に要する時間は従来工法の 1/ 4

- 1 台の織憾で、複数のねじを打ち込

む。

ねじの種頬… テクス、 ドライウオー Jレ

ねじ長さ … ＲＵ Ｍ ＴＰｾ

連続打ちできる 。

伝

r

{

 

ポ膏
石

+

 

木W

M仏

枚+
l
 

岡

山

口ｾ tt IT 軽 量 型 鋼 …

パック オートを使用し、ねじ| 釘( ねじ) を l 本ずつ打ち込

を連続的に打ち込む。 I む。

業| 楽に片手で施工ができる 。 I片手で施工ができにくい。 11 多

性

四 九 枚 国 料 + 石 膏ボード

(  1 人で作業) (  2 人で作業) 性

ロ
ゼハ

υ

+

み敗失

経

済

性

打ち損じがある 。

( 墜)

均一な打ち込みができる 。 I 沈み込みが不均一。

j| 木材 組
斜め打ち

浮き上がり

沈みすぎ

属。 床白りが

ねじ連続打込機 V- 400

ねじ連続打込機による施工例

.・

表 - 2

締 結 材 通 用 ね じ

天 石膏枚ボ鮎ード
コンスト ・B 頭( ドライウォ- ) レ)

弁

l り ラッノマ 4  X25 

i¥! 
石膏枚ボ貼ード

コンスト・ B 頭( ドライウオール)

2 り ラッノマ 4  X40 

床

パーチクル リー 7 ・テクス( ドリルねじ)

ボ ー ド フラ ット 5  X38 

以上のように、「均ーな仕上がり」と「作業性と

安 全 性 の 向 上 」 を 追 求 し た 、 ね じ 連 続 打 込機 ( パ

γ クオ ー ト ) は 、 一 般 住 宅 、 集 合 住 宅 、 ピ ル の 内

装 部 材 の 締 結 に は な く て は な ら ぬ 装 置 と な っ て い

る。

( こやま のぼる ニスコ株式会社営業部技術サーピ1 錬¥

長補佐 /  
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ヴェノーサ公カルロ ・ジェズアルド (1577-1613)

. フーガの技法( 1750)

J. S. ノ〈 γ ノ、

• MUS I C F OR  18MUSI CI ANS (1976)  

S T E V E  REI CH (1936ー)

講演は自作をスライドで説明しながら進行する 。

まず最初は、自邸「塔の家」から始まる 。 ここ

では立体的精成、そして都市の内に住み込むこと

へのこだわりが語られる 。すなわち、外部の都市

施設を利用することにして客室を造らない、必要

なら近くの喫茶庖を利用する、仕事場に近いこと

2 月18日休) に、「ポリフォニーへの軌跡」と題す から仕事を家に持ち込まない、ものを貯めないよ

る東孝光氏の展覧会と講演会が扇町ミュージアム うにする、そして空間を区切らない、空間をいか

・スクエア( 大阪) で行われた。 に最小限の墜で述結するかなどである 。

この行事は若い会員の集い小委員会が企画した ここで、東氏の良い設計をするための 5 つの原

昭和61年度品後のものであり、かつてこの委員会 員IJ を紹介する 。一つ は環境観察。次は遠近考察、

のメンパーでもあられた東孝光氏の全面的なご協 この意味は大きな地形の流れを摘むこと 。連結構

力によ って実現できた。東孝光氏は臼本を代表す 成。比例感覚。最後は良耳訓練である 。

る高名な建築家であり、東京を本拠に活動されて 「繕の家」の系列の住宅、そして保育園と年代を

いたが、氏の母校である大阪大学の教授になられ、 追って自作が諮られてい った後、都市的スペース

大阪にも本拠地 をもたれた。このようなわけで、 について語られる 。 それは 1970年の万博のパピリ

若い会員の集い小委員会としては、ぜひ実現した オンの設計が終わり、疲れから逃げるように海外

かった企画であった。 に脱出した時のことであ った。スペ インの古い都

さて 、当日は午後 3 A寺から 5 時まで展覧会、午 市には一歩進むごとに空間性のある通路があ った。

後 6 時30分から 9 時20分までが講演会だ った。 家の内→玄関→道路へと通路が家の内から街の通

昭和61年度・第 4 回若い会員の集い

“ ポリフォニーへの軌跡"

一 建築家東孝光・

る語を
論

ト

調

一

向

山

ポ

居

レ

住市
事

官

展覧会

展示品は橋本パ プテイ りへと述統している 。 また 、テームズミードでは

スト教会 (1984) 並びに 中庭や路地で巽なるものをつないでいることを見

聖容キリスト教会高田馬場会堂 (1982) の模型と た。後の、スリ ット概念となる最ー初の体験であ っ

ドローイング、そして「塔の家」のビデオである 。 た。現在の東氏の基本的な概念である通路の連続

ピデオは 、パリで開催された「日本の前衛」展で 性、そしてスリットの概念の始まりであ った。

上映されたもので、撮影日は1986年11月24 日。束 通路の連続性ということから、消水寺、金比羅

氏並びに家族の方がレンタルピデオで撮られたも 宮の参道、新宿の西口広場、京の町屋などが視野

ので、外部から玄関そして室内を歩くように、な に入ってくる 。異質なものの両立ということから、

めるように写された 10分ほどのものである 。 投入れ堂、法隆寺、平等院、二月堂、飛雲閣など

講演会

講演は、ポリフォニー

とはなにかから始まった。

が言及される 。 それらは自然と人工がく っつ いて

両方がH乎吸しているということで、西洋の自然、か

ら自立した左右対称の建築とは異なる 。通りの空

間、そして逮う様式、違う形態を組み合わせるの

にスリットが有効であると提喝する 。

再びポリフォニーの音楽が流れる 。耳の訓練が

なければすべての音を聴き分けることができない。

最初一つの音を追う、ヨ ｬ 協ｾを積むと 二つ の音が聞

けるようになる 。やがてすべての音が聴けるよう

になるという 。

一つの原理で割り切 った方法よりも 被数の原理

が共存する方法。形と形、施主と建築家が緊張関

係をも って並存する 。 これが現在を表現すること

になる 。

ポリフォニ一 、日本語で多声音楽と訳されている 。

複数の別々の言葉を同時に歌うこと 。 ここから、

複合性、並存性という特徴がえられる 。設計と教

育を同時にする 。東京と大阪に 同時に住む。東氏

はこのポリフォニーという概念を、建築、生き方、

社会の見方のキーワードにしているという 。

会場にポリフォニーの音楽がパックグラウンド

として流れている。興味のある方のために題名と

作曲家名を挙げると、

・モテトウス〈私は命のパンである ) 4声 1581年頃

ジョノ f ンニ ・ピエルルイジーダ ・ノf レストリーナ

(1525-94)  

・マドリガーレ〈悲 しみに私は死んでいく )5声 1611 レポータ ー奥 俊信/ 大阪大学工学部

日 時 昭 和62年 2月18日嗣

開会18:30→ 閉会21:  20 

会場扇町ミュージアム・スヲエア

(フォ ーラム)

踊 師 東 孝 光 氏

(建集家、大阪大学工学部教授)

参加者 121名

※ 当日 、15 ∞-17: ( 阻まで同所にて車孝光氏

の作品展を行った.

企画担当 松隈主査、奥幹事、三好幹事 (吉1

会者)、 小田委員、松本委員
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講演会当日、記

念の pos t c a r d  

(写真) をつくり頒

布しました。 5 枚

セット 200円( 送料

別)、少4 残部があ

りますので、ご希

望の方がありまし

たら日本建築協会

事業譲までご連絡

下さい。

(TEl 06- 348-0633)  



日本建築協会

月間の動き

昭和62年 3 月分

定 時 評 議 員 会

26 日 4 時- 51時 於本会会議室

山席者 高橋議長ほか38名 (委任状共)

議事( 1)評議員会議長、副議長互選

(2)副会長 2 名、理事21名選任

(3)役員重任承認

(4)専務理事 1 名、常務理事 1 名選任

(5) 昭和62年度事業計画並びに収支予算承認

(6)創立70周年記念事業並びに収支予算承認

理 事

A. .  

2玄

‘  

常任理事会

初日 1 時半 - 211キ 於太閤園

出席者佐野' 会長ほか18名

議事( 1)第 l 回日本建築協会賞に関する件

(2)昭和62年度役日選任

(3)昭和61年度収支決算兄込の件

(4)入退会者承認

(5)報告事項

編 集 委 員 会

「昭和生まれ一関西の建築家50J 座談会

3 日 l 時 - 411寺 於本会会議室

出席者 向うM' 正也 (神戸大学名営教授) 、高総統一( 第

一工房) 、村井修 (写其家l li カ委員 3 名

テ ー " i 関西の建築家群像と建築」

第 12団施工材料分科会

4 日 4 時- 611寺 於本会会議室

出席者 荒木幹事ほか 2 名

議事( 1) 4 月号「室内の仕上床」特集経過報告

(2)  i 施工材料の頁」の企画

(3)新年度の施工材料分科会委員構成

第 12回作品作風小委員会

4 日 4  A寺- 7時 於本会会議室

出席者 荒川委員ほか 5 名

議事 (1)最近の掲載状況報告

(2) i Gall ery J 内容報告と今後の検討

(3)作品作風探訪

(4)来年度委員権成

第 10回投稿欄小委員会

5 日 6 時- 81時 於本会会議室

出席者 I白洲副委員長ほか 5 名

議事 (1)  i 読者の頁 I 大先搬に聞く I この人」

(2)アン ケートについて

(3)書評頁「新刊寸評」

(4)来年度の委只椛成

第 8 回計画分科会

10日 611寺- 811寺 於本会会議室

出席者 田中幹事ほか 4 名

議事 計厨分科会の新しい特集企画の具体化

第 14回「昭和生まれ一関西の建築家50J 出版委員会

12日 6 時- 9 時 於本会会議室

出 席 者 加 藤 委 員 ほ か 9 名

議事 (1)i 昭和生まれ一関西の建築家50J 発行企画

(2)表f氏、ポスタ ーのレイアウト

(3) 出版記念事業企画報告

第 7 回 「官公庁営繕と行政建築家」特集編集幹

事会

16日 511寺- 811寺 於本会会議室

出席者 問洲幹事ほか 9 名

議事 「官公庁i針善と行政建築家」特集企画

第12回編集委員会

19日 411寺- 5 時 於本会会議室

出 席 者 弁 上 委 員 長 ほ か 2 名

議事 (1) 3 月号 i 70周年記念号」経過報告

(2)4 月号精進特集「保管・貯蔵純設」経過

報告

(3)  i 束海特集」経過報告

(4) 5 月号施工材料持集「室内の仕上床」特

u主経過報告

(5)  6 月号「駅」持集企画一計画分科会報告

(6)小委員会報告

(7)来年度編集委員会の精成の件

(8)収支状況報告

第 1 回 「逆瀬川駅前再開発」特集編集幹事会

20日 12時半 - 3時 於本会会議室

出席者 谷添幹事ほか 4 名

議事 「逆瀬川駅前再開発」作品特集編集企画

「昭和生まれ一関西の建築家50J 表紙テ'ザイン打合

23日 611キ- 8 時 於本会会議室

出席者 杉田氏 Ｈデザイン ｬ ｊｾ 務所Ｉ

議事 「関西の建築家50J 表紙デザイン検討

第12回広告企画小委員会

24日 4 時 - 5時半 於本会会議室

出席者 波辺副委員長ほか 5 名

議事 (1)  i 創立70周年記念号」広告収入報告

(2)  i 東海支昔日」特集広告収入報告

(3)  i 保管 ・貯蔵施設」特集 ・「大阪府立体育

会館」小特集広告経過報告

(4)  i 室内の仕上床」特集広告経過報告

(5)  i 行政建築家と公共建築」特集広告経過

報告

(6)広告企画小委員会のあり方

第 9 回計画分科会謙第 1回駅特集編集幹事会

24日 6 時- 811寺 於本会会議室

出席者 森田茂特別幹事 (神戸市交通局) 、 田中幹

事ほか 5 名

議事 昭和62年 6 月号計画特集「駅」の企画

第 1 回 「この人」幹事会

25日 611寺- 811寺 於本会会議室

出 席 者 加 減 委 員 ほ か 3 名

議事 「この人」欄、再スター卜に当た って

「昭和生まれ一関西の建築家50J 出版委員会

26日 6 時- 9 時 於本会会議室

出 席 者 加 藤 委 員 ほ か 7 名

議事 (1)表紙デザインおよび登場者作品頁、作品

7 ・ノプ企画

(2)発行記念パーティ企画

事 業 委 員
A. .  

-r;;: 

若い会員の集い打合会

2 日 6 時半 - 911寺15分 於本会会議室

出 席 者 大 川 松 本 両 委 員

殺事 創立70周年記念事業「特別兄学」の企画

第 7 回若い会員の集い小委員会

3 日 611寺半- 911寺15分 於本会会議室

出席者 石川副委員長ほか 5 名

殺事 (1)前回の事業委員会の報告

(2)本年度第 4 回企画 i W: 孝光氏講演a 会」実

施報告

(3)創立70周年記念事業の企画

(4)本年度小委員会活動の反省並びに次年度

の企画

(5)次年度小委員会椛成

第 7 回見学会小委員会

5 日 611寺- 7 時半 於本会会議室

出 席 者 伊 東 副 委 只 長 ほ か 8 名

議事 (1)前回事業委員会の報告

(2)  1 月 ・2 月の見学会実施報告

(3)  3 月の見学会「梅田センターピル」

(4)次年度の見学会の企画

(5)次年度の小委員会械成

第 8 回広報小委員会

11 日 6 時- 811寺 於本会会議室

出席者 原見副委員長ほか 8 名

議事 (1)前回事業委員会の報告

(2)次年度の企画

(3)次年度の小委員会構成

第 7 回事業委員会

13日 12時半 - 211寺 於本会会議室

出席者 西村委員長ほか 3 名

議事各小委員会の事業報告並びに事業企画

若い会員の集い打合せ

19日 6 時半 - 9 時 於本会会議室

出席者 大川委員ほか 2 名

議事 創立70周年記念事業「特別見学」の企画

教 育 委 員
A. .  

-r;;: 

第33回工高生デザインコンクール募集規定作成

A .  

"" 

16日 1 時半 - 41時 於本会会議室

出席者 太田審査委員長ほか審査員 6 名

片倉教育委員長ほか教育委員 6 名

議事 (1)第33回工高生デザインコンクール募集規

定の検討

(2)今後の作業予定

委員会

26日 6 時- 811寺15分 於本会会議室

出席者 片倉委員長ほか10名

議事 (1 ) 講習会 - 工高生教育両小委員会の本年度

事業報告

(2)次年度の事業計画

(3)次年度の委員編成

建 材 委 員
d 込.

-r;;: 

12日 3 時半 - 5 時半 於本会会議室

出席者 牧回委員長ほか 17名

付料説明 エースライト/ 担当 . 尾松委員

議 事 今 後 の 検 討 建 材

出 版 委 員
A. .  

-r;;: 

31 日 5 時- 611寺 於本会会議室

出席者 須賀委員長ほか 6 名、学芸出版社

議事 (1) ( プロのノウハウ 〉と 特装本の経過報告

(2)今後のテーマと執筆者選定

(3)次年度委員会、その他

見
山
{
子

A. .  

-r;;: 

侮回センタービル新築工事の見学

12日 1 時半 - 41時 於北区中崎西

参加者 50名

創 立 70 周 年 記 念 事 業

事業・編集合同企画幹事会

9 日 6 時 - 9  D寺 於本会会議室

出席者 石川主査ほか 3 名

建築と社会/ 1987年 5 月号 75 



議事臨時地刊号出版記念の事業企画

日本建築協会賞協議会

11 日 3 時- 5 時半 於本会会議室

出席者 東畑選考委員長ほか 7 名

第 1 回日本建築協会賞に、応募業績22点の中か

らつぎの 7 点の入賞を決定した 。

・大阪駅前市街地改造事業の完成/ 大阪市

. ポートアイランドの建設/ 神戸市

・建築総合試験所の設立と運営/ 日本建築総合試

験所

・技能訓練校の設立と運営/ 近畿電気工事

・ 「季刊大林」の刊行と『復元と構想』の出版/

大林組

・建設業界への T QCの導入/ 竹中工務庖

. H形鋼の開発/ 新日本製銭

式典・祝賀会合同委員会

11 日 3 時- 5 時 於太閤園

出席者 市川総務委員長ほか12名

殺 事 自IJ立記念日当日のスケ ジュ ール と作業内容

日本建築協会賞新聞発表

12日 2 時- 3 時 於本会会議室

出席者佐野会長、薬袋表彰委員長

在阪建築業界紙記者 4 名

創立70周年記念式典・委事長式、鶏演会、祝賀会

30日 2 時半 - 6 時40分 於太閤園

①式典 ・表彰式 ( 2 :  3 0 - 3  :  50)  

開会の辞 実行委員長 ・足立孝

物故会員への黙祷

式辞

祝辞

祝電披露

表彰式

会長 ・佐野正一

建設大臣・天野光暗

大阪府知事・岸畠

大阪市長 ・大島靖

日本建築学会会長 ・谷資信

(1旧本建築協会賞表彰

(2}協会創立70周年記念表彰

一大阪府知事表彰、 大阪市長表彰、協会表彰

閉会の辞 総務委員長 ・市川宏

②講演会「都市 と現代J ( 4 :  0 0 - 5  :  00)  

講師 大阪大学文学部教授 ・山崎正和

③祝賀会 ( 5 :  10- 6  :  40) 一食事・懇談ー

祝儀舞

開宴の辞 実行委員長 ・足立孝

挨拶 会長 ・佐野正一

鏡開き

乾 杯 名誉会長・東畑謙三

万歳三唱 名誉会長 ・塚本猛次

閉宴の辞 総務委員長・市川宏

出 席 者 式 典 ・表彰式、講演会 250名

祝賀会 350名

建 築 ク ラ ブ

朝食会

10日 8 時半 - 9 時50分

於大阪グラ ン ドホテル

出席者 70名

最近の円高基調、株価の高騰が絞 き、 G 5 後の

内需拡大が叫ばれている今回、大阪通産局長に就

任された植松敏氏をお招きして、お話を伺 った。

3 月 の 入 会 者 (敬称略)

〔個人会員 5 名〕

植 松 清 志

(西野田工業高校)

野 口 邦 彦

(大阪市都市箆備局)

76 

遠 藤 公 介 片 山 基

(竹中工務底) (金山工務庖〉

陳 宗 路
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瀬戸大橋架橋記念・

橋のイメージ国際設計競技

「未来の橋のイメージ」

来る 1988年 3 月の瀬戸大橋の架橋を記念 しでつ

くられる「倉敷市立瀬戸大橋架橋記念館」に、 〔未

来の橋のイメー ジ〕のコーナーが予定され、そこ

に朱釆の橋のイメー ジについて永久展示が計画さ

れており 、このコーナーに展示されるための作品

の国際設計競技が下記の通り行われる 。展示され

るのは、入選10作品の応募図面と、それに基づい

てつ くられる数点の模型である 。

未来の橋は、たんなる交通手段であることを超

えて、大自然や諸文化空間、あるいは都市空間の

なかで、人間にいかなる意味と効用をもたらすこ

とができるかを、この際再発見したいというのが、

このコ ンペの趣旨である 。

斬新なアイ デアにあふれ、優れた デザイ ンによ

る提案を海外にまで広 く募集して い る。

主 催瀬戸大橋架縞記念館機恕委員会

務 局 新建築社(東京都文京区湯島 2 -3ト2 干113)

ft 03-81l -7101 

審 査 委 員 磯 崎 新 (建築家)

伊1事 学( 東京大学教授 ・土木工学)

上回 篤(建築家 京節制都大学教授)

白石成人 (京都大学教綬土木工学)

丹下健三( 建築家 東京大学名古昔教授)

三宅 隆 雄(倉敷市助役)

賞 金 最 優 秀 1 点 10 ，000 ドル (約150万円)

優 秀 2 点 5 ，000 ドル (約75万円)

佳 作 7 点 2，000 ドル (約30万円)

所要図面 提案の趣旨とイメー ジが分かるもので

あれば種類は自由とする 。ただし縮尺

は明示し、図面からの模型製作が可能

な表現であること 。

提出用紙 60OmmX 8 40mm 1 枚。紙質は自由。

表現方法 彩色や写真添付な どを含め仕上げは自

由。展示の都合上、用紙は縦使い (600

mmを上辺および下辺) とすること 。

記載事項応募作品の裏面に応募者の氏名、住所、

電話番号、職業( 組織名、所属部署、

学生は学校名、 学年) 、年齢を明記し、そ

の部分を上部から紙で覆 ってお くこと 。

質疑応答 この要項以外は応募者の自由想定が可。

応募方法 1987年10月 1 日- 10月19日(月)午後 4 時

まで。郵送の場合は 10月19 日消印有効。

入選発表 審査後に、応募者全員に文ｾで通知 。

『新建築J 1988年 1 月号等に入選発表。

電話などによる聞い合わせば不可。

図面返却 「倉敷市立瀬戸大橋架橋記念館」に保

存する 。

著作権等応募作品の著作権は応募者に帰属。入

選作品は、主催者が模型を製作して応

募図面とともに展示し、出版物に使用

する権利 を保有する 。

提 出 先 新 建 築 社 唱 の イ メ ー ジ国際設部耕係」

愛知県新文化会館( 仮称)

設計競技の応募作品展の

開 催

愛知県は、昨年 8 月から愛知県新文化会館 (仮

称) の公開設計競技を実施し、本年 3 月には「名

城地区一図舎館」の入選作品が決定し、引き続き

5 月下旬には「栄地区」の入選も公表されること

にな っている 。

ちなみに、 「名城地区一図書館」の入選者は、

下記のとおり 。

最優秀 坂田主主総 ( 日建設計名古屋事務所)

優 秀 加 藤 勤 ( 佐 藤 工 業 )

梶田英夫 (梶田建築設計事務所)

輿 石 勲 (大成建設)

織田 念(伊藤建築設計事務所)

このたび、設計競技の成果を 一般公開するため、

愛知県の主催で、応募作品展が開催される運びと

なった。詳細は以下の通り 。

・愛知県新文化会館 (仮称) 設計競技応募作品展

開 催 期 間 昭 和62年 7 月 2 日(木)正午から 9 日(木) 午

後 5 日寺まで (期間中イ木館日なし )

会 場 名 古 屋 市 東 区 東 桜 1 丁目 12- 1

愛知県美術館 (電話 052- 971- 5511

開館時間午後 9 時30分~午後 5 時)

展示対象 愛知県新文化会館(仮称) 設計競技

(栄地区) および同 (名城地区一図書館)

の入賞作品等

入 場 料 無 料

(問い合わせは愛知県総務部新文化会館建設事務

局 電 話 052- 961-2111)

「わたしの駅前」コンクール

作 品 募 集

大阪府文化振興基金は満 2畿を迎え、積立額も

1 億円を超えた。 そこで、基金を活用した最初の

事業「わたしの駅前」コンクールを実施すること

とし、イ乍品の募集を始めている 。

諜短一一「大阪府域の鉄道駅から l 駅を選ぴ、そ

の駅前の未来のあり方やイメー ジについて、創造

的 なアイデアを作文 ( 日本語または英語) と絵図

(絵 ・イラスト・図面など) で表現してください」

応 募 資 格 資 格 、 年 齢 、 国 籍 不 問。 グループ可。

募 集 期 間 昭 和62年 4 月 1 日側- 9 月15日w

賞 l 席 1 点 ・100万円 2 席 : 10点・

各 10万 円 佳 作 : 相当数・記念品

入賞者発表 昭和62年11月(表彰式昭和63年 1 月)

審 査 委 員 上回篤 (建築家・京都精華大学教授) 大久

保昌一( 大阪大学教授) 高橋理喜男 (大阪

府立大学教授) 田中一光(デザイナー ) 手 塚

治虫 ( "?ンガ家) 畑中幸子 (主婦) フラン

ソワーズ・ラツラフ (大阪大学外国人教師)

60円切手貼付の返信用封筒 (10. 5cm X  23.  5cm) を

同 封 し、大阪府企画部府民文化 室(〒540 大阪市東区

大手前之町 宮941-0351) まで応募要領を誘求のこと 。
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旧神戸商議所ビル保存・再生を願って、アイデア提案を/

港の好きな市民、船乗り 、 カメラマン 、建築家 した。

たち約50人 が q白神戸商工会議所ピル保存をお願 旧神戸商工会議所の建物の良さを生かした再利

いする会」を結成し、神戸・海岸通りに建つ旧神 用計画案で、神戸のイメージに合った都市施設と

戸商工会議所ピルの保存 ・再生を呼びかけている 。 して再デビューでき、建物所有者に適正な貸料を

や1
'
戸商工会議所ピル l立、昭和 4 年、古宇由貿に 支払いながら事業が成り立つ内容であることを条

よって設計された和洋折衷の 4 階建てで、外観は 件に、個人、グループ、企業に広く応募を呼びか

洋風だが、毒事股、破風、獅子頭、花頭窓などの和 けている 。 コンペ事務局は武田則明建築設計事務

風建築様式を取り入れたものである 。 昭和44年に 所( 神戸市中央区播磨町45 大典ピル304 T E L  

神戸市がこのピルの所有権を持ったものの、昨年 078- 392- 0899) 内。応募規定はつぎの通り 。

暮れにはそれは民間企業の義勇海運へ移転し、取 ・ 応募図ｾ Ｎ ｉｦＯ企画性Ｋ設計図書Ｈイメー ジ 図などＩ

り填される運命にある 。 ・作品提出期間/ 昭和62年 6 月25 日- 7 月 1 日

3 月 7 日には神戸商工会議所ピルの保存問題を ・入選発表/ 昭和62年 7 月15日制

めぐる シンポ ジウムを問ピル近くの農業会館で行 最優秀作1点 (賞金 3 万円) 、優秀作3点 (向 l 万円)

い、約100人が参加するなど、活発な市民運動を続 ・提出場所 コンペ事務局 (武剛州建築設計事務所内)

けている「旧神戸商工会議所ピルの保存をお願い ・審査委員 西山知三( 京大名誉教授)

する会」は、保存運動を展開しながら、再利用方 小山乃里子 ( 0. J )  

法について市民 、企業からアイデアを募り 、義勇 武田則明 (1日神戸商工会機所ピルの保存を

海巡に入選した再利用事業計画案を手渡すことと お願いする会会長)

編集後記メモ 緩急

. 某目、長谷寺へ行きました。小さい時分に一度

ぐらいは連れていってもら っているとは思うので

すが、記憶は定かでありません。 しかし、寺まで

の街道筋が人また人で一杯であるのには，官官かされ

ました 。

や っ と寺の入口までたどりついて、チケットを

波して中に入りましたが、印象的なのは、廻りの

「ぼたん」より回廊というべき「登廊」でした。

其 っすぐに上りつつ、途中で右に折れて、また左

へ兵 っすぐに登るという石段の登廊は、何といっ

ても、すごい組み合わせだと思いました。上 った

ところに、 m水寺のような舞台下の架締が見えま

す。壮大なものでした 。 ここで鐙っき堂を少し斜

め上からスケ ッチしました。

大悲! 羽という本堂での仏さんの左手にも ってい

るのは f，iJだろうかと思い、案内容を兄ると水鉢だ

と分かりました 。右手は何をにぎっているのかよ

く分かりませんでした。

本堂のなかから外舞台ごしに眺める風景は、絵

になるなと感じました。

... .........守ーーーー・・・・・ーー・・・ーー・ーーーー- _.__._--- -- -_ ._ _._ ---ーー・ーー・・ーーーー・ーーーーー・ー・ーーー・ーーーーーーーーーーーー・ーー ーー一一一守一守...... . ................ .._-_._-_._- --_ ._---_. .

l 毛三与

E 子。「。 ト

，目下両 -

「ぼたん」はどれも満開でしたが、盛りを少しす

ぎでいるような気がしました。いろいろの種類が

あり、それなりに美しかったけれど、写生するま

でに気はむきませんでした。五重浴もありました。

その近くの無縁仏の列立するさまは圧倒的でした。

もし太陽がさし込んでいたら、光と影がせん烈で

あろうと思いました。石に刻まれた少し欠けた彫

りの姿は相当の年輸を見せています。

6 月には、ここは「あじさい」の季節になると

いわれます。冬の雪のつもる季節も、きっといい

にちがいないと思いました。帰りの参道も相かわ

らず、出庖のオンパレードです。陽光が次第に傾

いていき、人の影を長くしていきました。

・本号の本文持集は、将軍造分科会による企画で、

倉庫の各例をとりだしました 。物流、冷蔵、サイ

ロ、駐車場、貸金庫、タンクなどをとらえました。

少し特殊すぎるかも知れませんが、保管 ・貯 蔵 施

設としてその方面では必要なものです。原子力廃

棄物倉庫や危険物倉庫なども考えましたが、舎い

てもらえそうにもありませんので省きました。

・今回、「なんばの体育館」が改築されて「大阪府

立体育会館」として再生されましたが、それを作

品のみならず、計画から施工までの小特集として

ｾ￪ 重量にとどめました 。

本号は、都合で、一部、作品作風の新建築や、

「大先輩に聞 くI 東海ル才、サンス」などのシリー

ズを順延せざるを得ませんでした。 関係者に深く

おわびいたします。

.4月より新年度となり、編集委員長はじめ、新

しい編集委員もきまりましたので、心を新たにし

て、編集にとりくんでいきたいと思います。

( 松井記)
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ｅｾ ｛･｝圃

工務屈の税金対策100ポイント

建設税務研究会著

建設業，土木業，不動産業の貴社にも役立つ税金対策の決定版 / 1

四 六 ・ 224頁 ・定 価1800円

- 請負工事の収益計上の時期

・設計，監理料の収益計上のH寺期

・延払条件付の請負契約

・土地の交換分合と道路の付け答え

・砂平IJ採取地の埋め戻し質問

・日照権等の補償金の支払い

・有姿除却

・展示用住宅の耐用年数

・土地重諜の対象となる仲介報酬

・相当の地代

- トッフ。レベJレの税理士ク.ルーフ。カ雪豊富な経験を結集

税金対策は個人，法人ともに企業経営上，避けて通れな

い問題である ところが，税法の解釈は難しく ，処理上

の間違いが生じて更正を受けたり ，追徴されたりしてい

るのが現実である 本書では こうした失敗を繰り返さ

ないために ，Q  & A形式による具体例を簡潔に解説し，

税法上の解釈を述べ的確なアド‘パイスを展開. 経理処理の

ホイントを活かし ，複雑な申告もこの一冊で全て解決.

， 

土 地 喝 の 加 の 鴻lま諸説甘lなL)

! 好評発売中 |

T Q Cか ら 見 た 建 設 業 問 題 解 決 の 決 め 手

荒木睦彦著 / 四六・ 192頁・定価1600円

躯体工事監理のチェックポイント 100

須賀好富著 / 四六 ・224頁・定価18∞円

パソコン会計術設計事務所編

西部明郎著 / 四六・ 224頁・定価1800円

〈目録進呈)

• 
鉄骨工事の現場学

石田通商商著 / 四六・ 224頁・定価1800円

空調設備のトラブル50 建築に携わる人へのヒント

建築股備トラブル研究会著 / 四六・ 224頁・定価1800円

衛生設備のトラフル50 建築に燐わる人へのヒント

6 学芸出版社

〒 600

企画: 日本建築協会

公 村 秀 戸 |工業化住宅・考 l

四 六 ・ 224頁 ・ 定 価1800円

14!XXl戸

| これからのプレハブ住宅 l
抑

側

側

側

側

則

。

図 51 情澄 ｾ ｉ ｊ 工業化住宅着工数

。一 銭骨造

-. . -- 木 造

ロ- 一銭高コンクリート遺

工 業化住宅とは何か ?

・異なるメーカー聞の情報受換を経て

今ここにその全貌を .ゲ

今や新設される戸建住宅の約 2苦IJ を占めている，フレハブ住宅の歴史

や住まいづくりの仕組み等について，我々は正確な認識を持っている

だろうかつ本書では，業界内に閉ざされがちであ ったプレハブ住宅の

問題について考え，情報を提供すると共に ，工業化住宅は住宅生産全

体の中でどのような位置づけにあり，今後どのような役畜リを担 ってい

くべきなのかを採る . グローパルな視野に立ち，わが国の将来の住ま

いづくりの方向を考察し，文そのき っかけを与え再考を促す書である.

，，，- -司。ーー-"

ＮＮＮ一長 ｅ 司Ｇニことて 一一プーミ 士てｾ｟Ｍ，ＮＮＮＮｯＮ、、、 ｾ ，
‘，，-

- - ・_ . 0_

.，.t...J ' 0 .  ＢＰＧ ＣＣ ＰＧ 占ｾＭー Ｂ Ｐ ・ＮＮ ＭＰ ＭＮＮＰＮ ＮＮＮ Ｐ ＮＮ Ｎ ＭＰＮ ＮＮ ・ Ｐ

印 9 10 11 12 61 .1  2  3  4  5  6  7  8湾 局次

‘ 留置T I 好評発売中 |

T Q C か ら 見 た 建 設 業 問 題 解 決 の 決 め 手

• 

講題本墓

-円
一

際

問

一

実

創

一

の
晴
一

法

U

一

島

準

監

鎚

基

主

但

築

制

一

建

矧

一

建物の値打ちの高め方 ピルマンションの新しい評価法

小林清周著 / 四六・ 208頁 ・定価1700円

衛生設備のトラブル50 建築に鰐わる人へのヒン卜

荒木健彦著 / 四六・ 192頁・定価1600円

6 学芸出版社

建築設備トラブル研究会著 / 四六・ 224頁・定価18∞円

干600 京都市下 j悶院東入

0 8 1  1  
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テトカッパー防水

:  :  :  ::: ::: : : :γ. .' .  . 了 ぐι一

圃防火・防煙シャッター

・ステンレスシャッター

.  諮問活225i 叩信記: 車 ませ: :

カッパー防水帯 ;;;;ぷ4 うtラテ

奥山化工業株式舎社

冒. お申込次第カタログ進呈

- 軽量シャッター

・クリスタルシャッター

. アルミニュームシャッター その他特殊シャッターの製造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の24時間態勢完備

A 鈴琳木対均ツ炉工業耕株式会社 山山;ι: 出山叫目.弘山山L辺此山山;じ日日::z::::;2平ヰ立止I斗立IトI

神戸営業所 ｆ符申戸市長回区大橋ｾ電 ｅ 請神 団 l  

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東洋シャッタ一様式会社

本 社 : 大 阪 市 東 区 両 替 町 l 一 12 日生ピル 含 (943) 6571代 表

東京・償浜 ・盛岡・仙台・水戸・静岡 ・岡 崎 ・名古屋 ・富 山 ・大 津 ・京 都 ・神 戸 ・広 島 ・高 松 ・福岡他全国主要都市

- 油絵・版画・日本画常設頒布

新 築 ・取引先へ の 贈 物 等 に も ど う ぞ

回第5 回安井賞入選作家洋画展

Ｖ 月 ＱＵ 日 Ｈ 月 Ｉ ｾＶ 月 ＲＱ 日 Ｈ 月 Ｉ 午 前11 時~午後 7 時

画 壇 の 、、芥川賞 H と い わ れ る 安 弁 賞 展 入 選 作 家 の

力 作 約50点 を 展 示。

竺ZL〉点、心斎橋マジギャラリー
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空 間 ・ 衛 生 股 備 の 頁

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備 設 計 施 工
空 気 胴 和 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 ・ 防 災 設 備 設 計 ・ 施 工

. 総朝日互業象t φ 三建設備工業ヰ結審祉

本 社 東 京 都 港 区 浜 松 町 1- 25・ 7 電話 (434) 6171 (大代)

大阪支社 大阪市淀川区加島 1- 58- 59 電 話 ( 302) 2 2 7 1( 代)

支 底 北 海 道 ・ 東 北 ・ 名 古 屋 ・ 中 国 ・ 九 州

営 業 所 釧 路 ・ 函 館 ・ 盛 岡 ・ 横 浜 ・ 鯵 問 ・ 京 都 ・神 戸

大 阪 支 底 大 阪 市 北 区 紅 徳 田T 3 番 5 号 屯 話 ( 352) 1 1  3 1  ( 代)

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 蝋 殺 町 2 - 22 ' ;(L話 ( 667) 3431 ( 大代)

支 社 名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 幌 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・金 沢 ・ 新 潟 ・償 j兵

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 設 計 施 工

棒式会社 三 発 空 調
震災羽汚禁処造設計施工

。
一
龍
一

φ 駒 大 阪 城 口 研 究 所

取締役社長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 角 田 町 2 番 15 号 電 話 大 阪372局7151 ( 代)

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 電 話 京 郡561局4944 ( 代 )

神 戸 市 中 央 区 下 山 手 通 6 - 2  - 8 電 話 神 戸 341局 5 8 9 2  

大阪市東区域見ツイン 21MI Dタワー

東京都新宿区西新宿 新宿住友ピ J レ

大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁目 13帯 20号

仙 台 市 大 町 2 丁 目 2 番 10 号

名古屋市中村区名駅南2丁目 14* 19号

広 島 市 中 区 紙 屋 町 1 丁目 2 番22号

福 岡 市 中 央 区 大 名 2 丁目 4 番22号

札税・備t兵・京/ i I l . 神戸 ・松江

青森・秋岡・盛岡・字郎宮千葉川崎・富山 ・板井 ー高松・

下 関 熊 本 ・ 鹿 児 島 沖 縄

電 話 06- 949ー 1371

電 話 03- 344ー 1911

電話 06- 363ー 1371

電 話0222- 61- 3002

電話052- 581- 8571

電 話082- 247- 4535

電話092ー 761- 3795

営 業 所

出 張 所

ｾ＠ 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 漕 結

官哩， よりよき環境へ技術て鵠む一 一 一

( a )  株 式 会 社 精 研

Ｑ ・ｾ . . ・ーー"" .  

本 社 大阪市南区瓦屋町2丁目 11番16号 ( オートセンタ ーピル1. 2階)

郵便番号542 電 話 大 阪 (06) 768ー 5 0  3  1 代表

メンテナンス部 電 話 大 阪 ( 0 6 ) 7 6 8 - 1  6  5  1 代表

東 京 支 底 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南2丁目2番5号( 九段ピJ レ2 - 4階)

郵便番号102 電 話 東 京 (03) 262- 3  2  4  1 代表

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

・mヲイヲシ械式会社
*- I ! ' 大匝窓祉 〒550 大 阪 市 西 区 江 戸 掴1丁目 9番25号 電 信 (06)441-8231

東 京 本 社 〒 104 東 京 都 中 央 区 銀 座2丁目 2需 17号 電 話 (03)535-5251

支 祉 名 古 屋 ・福 岡

支 底 札 帆 仙 台 ー新 潟 大 宮 ー 千 葉 惜 浜 金 沢 神戸 天 恩 岡 山 広 島

高 怯 ・熊 本

営 機 所 帯広・画館青森秋田盛岡・前編畳野静岡・豊凶. i 1 t . 富山

福 井 京 都 ・ 徳 山 松 山 高 知 北 九 州 鹿 児 島 邦 崩

出 張 所 組 111 ・福島・怯i工 。 徳 島 ・ 長 崎 宮 崎

海 舛 主 底 シンガポール ーホ ンコン スリランカ

指 術 研 究 所 〒354 崎 玉 県 入 間 郡 三 芳 町 大 字 北 永 井390帯 地 電 路 (0492) 58-1511 

. M吉井水衛生 ・冷暖房

・空気調和般鋪 ・その他管工事一切のt宣言十・総工

金 新 日 本 空 調 株 式 会 社

⑮ 斎 久 三 業 株 式 会 社
本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町2-6-2 ( 日本ビル)

電 話 03- (270) ー741 1(1付

大 阪 支 社 大 阪 市 北 区 堂 島 1- 5- 33 (中国銀行ピル)

電話 06- (346)  - 2581  (，的

支 底 札 幌 ・ 岡 山

営 業 所 仙台 ・千葉 ・繍浜・名古屋・金沢・四国・広島・福岡

出 張 所 福 井 ・倉敷・松山・宇都宮・静岡・苫小牧

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 堂 島 浜 1 丁目 2 番 6 号( 新大ピル)

ｾｬｩ 話 Ｈ ＰＶ Ｉ 344 - 6  0  3  1  ( 代)

本 社 東京都中央区日本僑本石町4- 2( 三井第二別館)

電話 (03 )  279 - 5  6  7  1  (大代)

名 古 屋 ・ 九 州 ・ 広 島 ・ 札 帆 東 海 村 ・ 北 陸 大 分

⑧ cl eanOi r  

環 境 術 生 地 な
空 気 捌 手 口 設 備

給 排 水 ・術生 水 道

電 気 設 備

I厨 房

三機工業株式会社

取 締 役 社 長 白 谷 清 二

取締役大阪支府長 嘱 亀久治

丸

荷 役 運 搬 機 械

化 学 鉱 山 機 械

大阪市東区北浜 2 丁目 2 2 品1也 電 .1占 大阪 (202) 代 長 3071

本 時 点京・日比谷 ・三位ピ J レ

支 l，!i 名古品1・九州 ・北海道 ・中国・京北・北陸 ーl周回 ーンンガポール

営 業 所 憐 浜 静 岡 盟 問 ・岡山 ・金沢 ・新潟 ・香港

。須君主新務相

80 



電 気 設 備 の 頁

設 計 施 工

⑤ 

気 株

電 気 設 備

言宣言十施工

栗 原 工 業 械 式 会 紅

電 気 ・ 言 十 装 工 事

ー逮
社

ム一

A
式電陽朝

士

本 社 大阪市北区中之島 3 - 2 - 4 朝日ピル T E L 大阪06 (385) 1361 (代)

大阪営業所 T E L  k阪06(385) 1361 (代) 京都営雛所 T E L 京都015(311) 1l 85(代)

東京営業所 T E L 東京03(514) 0  6  6  5  福岡出張所 T E L 福岡ω2(771) 6  1  6  8  

貧本山代表取締役

英

大 阪 市 北 区 角 田 町 1- 1 東 阪 急 ビ ル T E L 0 6- 3 1 3- 1101

支 広 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 舞 鶴 ・ 京 都 ・天 理

大 阪 商 ・神 戸 ・広 島 ・ 四 国 ・ 九 州

信原菓取締役社長

社
ム一

A

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

横 田 幸

社

電 気 工 事 設 計 施 工

株 式 会 社

大阪支社長

大阪市東区高1 M繍五丁目二八番地電話大阪 ( 202) 0 3 2 5 - 9番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 E 号

支 社 札 幌 ・仙台・丸ノ内・新宿 ・償 浜 ・名古屋 ・九州

営業所 ・出張所全国主要都市32ヶ所

ネ土

r.5 

本

支

出 張 所

ーＭＮＮＮＮＮＮＮｩＡＡ日品Ｂ畠些］ｦ］ｾＢ，，ｾ
ニヨ玉理暢柿エ｜Ｎｾ任

取 締 役 社 長 嘉 納 イ 云 三

干 530 " 阪 市 北 区 西 天 満 2 - 6  - 8  ( 宜ピル) T E L 冊 (364) 1  4  7  1  

T E L E X  523- 3  2  8  7  

干105 車 京 都 港 区 新 情2-16( ニュー 軒 惜 ピル) T E L  03(504)  0  2  3  1  

T E L E X  222- 6  7  2  4  

干 462 名 古 島 市 北 区 金 属 三 丁 目 12 - 14 T E L  052(991)  5  1  3  1  

〒657 神戸 市縄 区 岩 居 中 町 1-2- 9( エ ピ ス ピ ル ) T E L  078(881)  5  5  7  1  

限 り な き ク リ ー ン に 挑 戦 す る グ

電 気 般 傭 ・ ク リ ー ン ル ー ム ・冷 暖 房設 備

給 排 水 衛 生 殴 備 ・ 11+滋帽IJ 御 股 備 ・ 立 体 自 動 倉 庫

エ ネ ル ギ ー 集 中 監 視 シ ス テ ム ・回転 式 自 転 車 置 渇

殴 計 施 工

ｾ＠
本 社

東 京 宝 庫

名 古 屋 宣 庖

神 戸 宝 庫

一 一誠実と技術でお応えする一 一

。 住 友 電 設

取締役会長 小 林 四 郎

取締役社長 代 谷 正 元

*11/ 〒553 大輝市掴島区揖島7丁目22-8 ＮＮ ｾ冊 Ｉ ＴＵＲ Ｍ ＱＱＵＱ (大代)

軍軍/ 〒I t l i . 車園通E 芝2丁目 2-1) ＮＮ ｾωＩ ＴＵＰＱ ＭＷＳ ＱＱ 伏代Ｉ

・世咽工事 ・プラント工事

ピル竃畳屋調工事 空 関 工 事 ・情咽システム工，

工唱電貴島蝿工事 組槽水面生工事 先E 遥システム工司医

院蝿竃R厳画工事 時 現 配 曹 工 事 CATVシステム工事

計 量 工 司区 措置町施殴睡由工事 書幅アンテナ菖置工・

電気・計装・空調工事設計施工奉 仕 感 謝 の 庖

タイル工事施工
企込 Ｇｐｾト・ ｉｾ 工ＺＮＯｾニ ｙ り回 ｯ｡ 式 Ｙｦｴ

永 造

丁 目 1 番 3 号

取締役社長 山 本

大 阪 市 北 区 西 天 満 5

T E L  0 6 - 3 6 4 - 3 0 5 6  ( 代)

東京・神戸 ・広島・岡山

名 古 屋 ・ 岡 山 ・札幌・ 苫 小 牧 ・ 浜 松 ・滋 賀

京 都 ・高砂・ 三 原・徳山 ・松山 ・新 居 浜 ・福岡 ・沖縄

社本⑩ 諮 川 岸 窯 業 商 唐

支 底

事 業 所

唖 550 大阪市内( > < : 西本町 1 - 1 3 - 3 3  

1舌 大 阪 06( 532) 代0461 e 5 5 0  

天 理 市 丹 波 市 新 町 50

ヰ士本

Board &'Slate 

フ タ バ 工 業

園

ーーーーー彊

買 宵

Standard 

天理営業所

あ ±

勺 ・了 叩

ゆこ_!.s

τ宏一ー 陶 7  

昼門事ア

‘' 一色ツ
根 4 - i雇 ヲ

工..I.!L 区 ス

司I 金正 要 五 五

の 唱}I ¥主六六

キ日 才: 工- -

談 τア旦L L  

は去 副 孟

社 三一四
百 号 六 五

、ｾ

1旦

〒665 宝塚市山本東 2 - 6  - 17 

電話 0797- 88- 0501附
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工

富士造園土木詰

計 施

:n.  

日又園

⑧ 

興

代 表 取 締 役 土 井 敏 裕

大阪市北区西天満 2 丁 目 6 - 8  ( 堂ピル 7 階)

電 話 ( 361) 3  6  7  1  ( 代)

東 京 郎 中 央 区 日 本 橋 箱 崎 町 20 番 5 号

電 話 ( 671) 1  4  7  8  ( 代)

川 崎 ・ キ 目 線 原 ・ 塀 ・ 滋 賀
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大
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繭

斗

本社 ・東京窓庖東京都新宿区西新宿2-6-' ・03-344-1851 大 代 大 間 本 位 置 06- 448- ヌヨ03 代!

大 阪 支 社 智 国 ー“ 8一 国51 (代} 名 古 置 宜 庖 宮田 2-211-1535¥代 中 国 主 底 。国 2-247-5541

九州主庖 e 田 2- 431-2147( 代} 書集問。北聞東情，良神戸東師岡山四国

空 気 調 和 ノ〆、¥

給排水衛生 可 ζ 了三7

第ー・エ索株式会ー私

大阪支庖

搬 送機設備

設 計 施 工

暖 ・冷 房 ・空 気 温 湿 度 調 整 装 置

回 設 計 施 工

高 砂 熱 掌

大阪支庖 大 阪 市 北 区 芝 田1丁目 4- 8 (北阪急ピル 9 階)

電 話 大 阪 ( 372) 2  5  1  1  (代表)

本 社 東 京 都 千 代 田 区神 田駿河台 4 丁目 2 番地

「mD I 踊個、
空 気 調 和 設 備 i

設 計 施 工

換 気 ・ 除 塵 設 備

東 洋 機 工 . 織 式 会 紙 大 阪 安 値

大 阪 市 西 区 靭 本 町 3 ー 1 - 2  7  T  E  L  (443)  8  0  7  1  

本 社 東京都中央区京精 2 丁目 9 T  E  L  ( 562)  1  3  5  1  

支 底 名 古 屋 ・ 福 岡

ガス設備の設計・施工のご相談は

大阪ガス指定工事会社・大阪ガス住設機器特約庖

。大晃設備株式会社

本 社

大阪市北区西天満 5- 11- 12 電 06- 313- 1846

大 阪 営 業 所

枚 方 営 業 所 枚方市甲斐回東町 9 - 3 電 0720- 49- 2128

飛 鳥 野 瓦( 意匠登録549771号 ) I  

110750， t製造販売

渡辺式鍾勾配安定瓦 ( 実用新案登録出版中 )  J  

110751 

各和洋瓦全般 ・カラーベスト・モニエル瓦・セ千スイカワラ U

創業67年 綜 合 施 工 卸

久保田鉄王 国松下電工側・日本モニエル側 積水化学工業側富士スレート紛 特約代理底

⑥ 瓦 寅 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 生 野 区林 寺 1 丁目 5 番 14号 哩i1>544

電 話 06( 715) 0  2  0  1 代 表 - 5 番

営 業 所 大 阪 市 平 野 区 工 場 兵 庫 県三原郡( 淡路島)

82 

給 ・ 排 水 ・ 衛 生 ・ 消 火 ・ 暖 冷 房 設 備

お 22西原衛生工業所大阪庖

大阪市大淀区中津 6 丁目 8 番 4 号 電話大阪 ( 458) 3628番

支底 ・営業所 福岡・京都 ・天理 ・川 西

空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 設 備 設 計 並 施 工

⑨日本管工業株式会社

E  

本社及 京都宝庫 京 都 市 南 区 西 九 条 量 豊 田 町 2 0 番 地 の 1

電 話 (681) 5  1  0  1  - 5 ・夜 間 専 用 (691) 1045 

大 阪 支 I苫 大 阪 市 北 区 天 満 1- 5- 20 電 鱈 ( 06 ) 352- 350H尚

三 軍 支 底 海 市 栄 町 2 - 1  1  1 電 話 (0592) 26- 361以内

四 日 市 営 嫌 所 四 日 市 市 西 末 広 町 電 話 (0593) 53ー 743H内

議 賀 営 機 所 大 湾 市 中 央 2 丁 目 4- 28 電 話 (0775) 22- 973以内

c，，，，M. 3舎町嚢 房副d -

当佐官｟ＮｾＮ，Ｎ

③同謀議梯持

圃圃圃 ＱＱＮＮＮ 可 ｾｉｾｕＢ 了圃

活字のない印刷

⑮日本写植印刷株式会社

神 田 都 義

本 社 〒545 大阪市阿倍 野区阪南町7- 5- 30 .. 06 (606)  Il l l ft 

日本写樋セ ンヲー 〒892 鹿児島市名山田J 4-7 三宝ピル 官 ω9 2 (26)  4371 

津山写緬 セ ンヲー 干708 )章山市大手町8番5号 機箆底会館 ，ω682 (4)  1771 

沖縄写緬セ ンヲー 干筑泊 荷 風原村 兼 城 沖縄 印刷 団地 雷 ω88 (55)  6100 

空気調和設備・給排水衛生設備・上下水道施設

環境衛生施設・公害防止施設 / 設計・施工・監理

⑫ 山 田 工 損 積 書 室 紅

本 社 大阪市西区 ｊ ［ｴＢ ｾｲ 担 Ｑ - 6  - 8  1lt JIi 06( 443) 8161  (大代表)

(環境袋置事業部専用) 電怨 06(447) 0831 (代 表)

分析センヲ一 大阪市淀川区三津屋南トト35 1世話 06( 308) 1491 

支 庖 東京・名古屋・福岡

営 業 所 京 都 神 戸 姫 路 ・ 広 島 ・ 高 松 怯 山

文 化 庁 ・ 宮 内 庁 ・ 各 府 県 庁

皇要文化事 社 寺 ・ 天 理 教 教 会 本 部 御 用 達

命〉雲2 孟宇工業所

代 表 取 締 役 小 林 麻 造

〒 630 奈 良 市 西 新 在 家 阿 17 番 地

電 話 奈 良 ( 0742) 2 6 - 2  9  0  1 番( 代表)



特殊壁装材製造販売 和室に最適

回一fJ1:;!?)(株)副 J! J : J ! J C :2

製造元白書マスヲーピJ I ，ヲ1弐 縁 式 会 量

販売元凋Ｈｾリス拘庫練試禽員

本 社 / 東 京 餌 港 区 六 本 木 3 - 1 6 - 2 6 ・03・鵠2-8811

大 阪 営 農 所 / 大 阪 市 東 区 北 浜 3 ー 7 ・06- 202- 3294

渇

一

二

工

第

第

。Ｎ＾Ｑ｟｜｜ＩｾＭ酬の断熱用シｾ人
1多ョー庁 く匂( み

目0/' "
1

イチ11ーシートP

目 豆 電 線 株 式 曾 批 判 別 刊 区 肌 汀 目1書

営 業 種 目

・防 水 工 事 主役布防本 ・シート防水・モ Jレタ Jレ防ノド

・樹脂注 入 簸 着工 法 各 組 樹 脂 注 人 様 。 補 修 工 事

・ 亀 裂 繍 修 工 事 各 傾 倒 脂J主人 ・充 坂 ・ コ ー キ ン グ

・シ ー リ ン グ 工 事 シリコン ・チオコー Jレ・ウレタン アクリル

・吹 付 工 事 アクリル・リシン・姉性タイル・その他

。建 Z量 築 許 可 大 阪 府 知 事J午可( 般ー 53) 筑 51225号

o日 本シ ー リ ン グ 工 事 業 儀 会4 員

大 阪 市 北 区 末 広 町 3 - 2 1  /.J.ι 、品. : t : . ' r.tI・ .........τ 主主

昆拘J也所用開I ピル201 5 岬 彊..1 ＮＮ，Ｎ τ ＱＢＧｙョ・ｾＮｲて ＷＴｈｉ
T E L 0 6( 3 15) 070 1  '"-. -， ＢＢｾＭ・ｾＮ唖，、 ｅ ・

.  

逆打部の充填モルタルに

デンカC S Aファミリー製品

.  =7: : "0 CS A . ………・……・……・…コンクリー卜のひびわれ防止に

( 膨張性混和材)

.=7:二J O弓ヌヨニJ …・・…・・…… ………鉄骨ベース、

( グラウ ト用無収縮 材 )

・子二J O司F: I - 字吻' J . ' . l . ……………・コンクリー卜躯体の漏水補修に

( 止水 ・補修用急硬セメント)

・雪ニJ OE S … … … … … … … … … … … 地盤補強用薬液注入

( 上質安定用急硬材)

. 7. 1二J OZI OOO・……・・……………ーコンクリー卜パイルの早期出荷と

( 製品用超高度混和材) ハイモメント製造用に

電気化学工業株式会社
社

T E L 本社・京都・網野 ( 0 7 7 2 7) 2 - 2 2 2 0  

舞鶴 ( 0773) 7 6 - 0 1 3 3  

ム

冨
株 式業産

白

木浜

近 畿 地 区 販 売 庖

ム

冨
浦 産 業 株 式

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社
ネ土

4 4 3 - 6 1 8 1  T E L 大 阪 ( 0 6  )  

株 式

3 3 2 - 6 8 6 1  

2 7 2 - 8 5 0 1  

( 0  6  )  

( 0  3  )  

T E L 大 阪

T E L 東 京

予

/ 本 社コト --社
ム

冨
洋 物 産 株 式光 ヰ土

. A  

' l l ;" 

ぜ

8 3 - 2 3 8 1  T E L 滋賀・守山 ( 0 7 7 5 )
T E L 大 阪 ( 0  6  )  2 5 2 - 6 0 0 0  

83 



話久建主主的説認可 I J I !J 9J 乱暴9J l

責 任 施 工

種・オリエンタルカラースーパーメタル ( C5PM)

・ オ リ エ ン タ ル ス チ ー ル ラ イ ト ( 5 T  L)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

. 鋼板製オリエンタルフネンシングル

- オ リ エ ン タ ル オ リ セ ラ ム

色 彩 豊 富長 尺 物

E 耳

目ロ

/  

半 世 紀 の 実 績 が

誇 る 技 術 と

ア フ タ ー ケ ア ー

‘  
S 小 波 .s 大 波 ・V i皮・ボ ッ ク ス 波 . W ジ ャ ン ボj皮 ・V デ ッ キ

S V ジ ャ ン ボ 波 ・ボ ル ト レ ス ル ー フ B L.其 の他

平 板 ・ 波 板 ・ 棟 包 ・ 雨 押 類 ・ 谷 樋 ・ 堅 樋 ・ 軒 樋

各 種 換 気 装 置 〔モニター・ベンチレーター・ムーパー・工キゾスター( 強制)J

ボーロイド( 断熱材) O. G. K. ※ カ タ ロ グ を 御 詰 求 下 さ い

j皮板規絡

途用

盛
大 阪 本 社 干660 尼崎市昭和南通り 3 ー26 松 本 ビ ル 電 話 大 阪 ( 06) 412- 513l ( 代)

大阪支庖及工 場 大阪 ・九州 ・名古屋 ・広島 ・東条 ・刈谷 ・姫 路

Tl I J I レヲ! 乱暴ゆJl 製造掠式会祖

電 話 蕨 ( 0484)42- 3115(代 )〒 335 厳 市 塚 越 5 丁 目 6 番 32 号

東北 ・来京 ・関東 ・熊谷

東京本社及工場

支唐及工場

持時

建築技術S 号

多

東

京

大

学

名

誉

教

授

到

松

下

清

夫

「

免

震

構

法

」

は
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時
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な

も

の

な

の

か

、

定

着

し

て

発

展

を

続

け

る

の

か

、

構

法

巴

問

題

点

は

な

い

の

か

等

、

総

勢

別

名

の

拍

執

筆

陣

巴

よ

る

一

間

多
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玄 関 ケ 原 石 材 株 式 会 社

本 社 503-15 岐 阜 県 不 破 郡 関 ヶ 原 町 2 6 8 2 番 地 T E  L  (05844) 2-1234 

営 業 所 1 0  4 東 京 都 中 央 区 明 石 町 5 番 2 7 - 201 T  E  L (03) 545-3921 

5 3 4  大 阪 市 都 島 区 都 島 本 通 4 丁 目 20 番 26 号 T E  L  (06) 922-7661 

4 6 4 名 古 屋 市 千 種 区 高 見 2 丁 目 13 番 4 号 T E  L  (052) 761-5286 

出 張 所 0 6 5 札 幌 市 東 区 北 二 十 条 東 2 丁 目 15 番 地 T E  L  (011 )731-3181 

9 8 0 仙 台 市 八 幡 2 丁 目 1 4 番 1 9 号 T E  L  (0222)75-3101 

2 3 1  横浜市中区長者町2丁目5-5長者団Iビジネスマンション T  E  L  (045)65ト0523

9 2 1 金 沢 市 中 村 町 2 6 番 5 0 号 T E  L  (0762)43- 3855 

7 3 0 広 島 市 中 区 東 平 塚 田T 8 番 2 2 号 T E  L  (082)243-1241 

8 1 0 福 岡 市 中 央 区 今 泉 町 1 丁 目 14 番 10 号 T E  L  (092) 771-4231 

連 絡 所 9 5 0 新 渇 市 上 所 1 丁 目 1 2 番 B - 6 3 3 号 T E  L  (0252)47-7430 

4  2  0 静 岡 市 人 宿 田T 1 丁 目 3 番 地 T E  L  (0542)55-6110 

海外事務所 マリーナ・ディ ・カラーラ，イタリア T  E  L  (0585) 59761 
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